
≪情報メール≫ 

１．【法務省】所有者不明⼟地の解消に向けた⺠事基本法制の⾒直し 

（⺠法・不動産登記法等⼀部改正法・相続⼟地国庫帰属法）（令和 3 年 12 ⽉ 27 ⽇更新） 

1. 登記がされるようにするための不動産登記制度の⾒直し（発⽣予防）相続登記の申請義務化→令和 6 年 4 ⽉ 1 ⽇施⾏

2. ⼟地利⽤に関連する⺠法の規律の⾒直し（⼟地利⽤の円滑化）→令和 5 年 4 ⽉ 1 ⽇施⾏

3. ⼟地を⼿放すための制度の創設（発⽣予防）相続⼟地国庫帰属制度の創設→令和 5 年 4 ⽉ 27 ⽇施⾏

参 考 ︓ https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00343.html

２．【⽇本公証⼈連合会】会社の定款⼿数料の改定 

株式会社⼜は特定⽬的会社の定款の認証の⼿数料について、これまで「5 万円」であったものが、資本⾦の額等が 100 万円未満 

の場合「3 万円」に、資本⾦の額等が 100 万円以上 300 万円未満の場合「4 万円」に、その他の場合「5 万円」にと改められ 

ます。令和 4 年 1 ⽉ 1 ⽇から新しい⼿数料額となります。 

参 考 ︓ https://www.koshonin.gr.jp/chg_teikanfee 

３．【⾦融庁】犯罪収益移転防⽌法におけるオンラインで完結可能な 

本⼈確認⽅法に関する⾦融機関向けＱ＆Ａ（令和 3 年 11 ⽉ 22 ⽇更新） 

犯罪収益移転防⽌法では、オンラインで完結可能な本⼈確認⽅法として、従前から公的個⼈認証サービス等の電⼦証明書を⽤いた

⽅法が整備されているほか、平成 30 年 11 ⽉には、FinTech への対応の観点から犯罪収益移転防⽌法施⾏規則が改正され、本⼈

確認書類の画像・IC チップ情報等を⽤いた新たな⽅法も整備されました。 

参 考 ︓ https://www.fsa.go.jp/common/law/guide/kakunin-qa.html  

４．【財務省】令和 4 年度税制改正要望 

【新設】所有者不明⼟地・建物の解消に向けた不動産登記法の改正を踏まえた登録免許税の特例の新設 

【延⻑】相続登記の促進のための登録免許税の特例措置の拡充及び延⻑ ほか 

参 考 ︓ https://www.mof.go.jp/tax_policy/tax_reform/outline/fy2022/request/index.htm 

＜司法書⼠様向け 研修会実施中＞ 
地⾯師による本⼈確認資料の偽造問題、マイナンバーカードの普及状況や、コンビニ交付証明書エリア拡⼤への知識習得、運転免

許証・マイナンバーカード・コンビニ証明書原本確認対応が必須となってきておりてます。そこで、本⼈確認資料に対する知識、

システム（無料及び有料のもの）活⽤⽅法の習得を⽬的とし、安⼼して業務できるよう研修会を実施しております。
＜研修会実績・予定＞  

H29.11.8 H29.11.17 H30.1.16
H30.2.3 H30.2.14 H30.2.20
H30.2.26 H30.4.28 H30.5.29
H30.6.23 H30.7.20 H30.8.4
H30.9.12 H30.9.15 H30.10.13
H30.10.20 H30.10.27 H30.11.17
H30.12.3 H30.12.12 H30.12.15
H30.12.22 H31.1.26 H31.2.9
H31.2.16 H31.2.23 H31.2.25
H31.3.9 R1.7.20 R1.7.24
R1.8.24 R1.9.26 R1.11.18
R2.2.3 R2.2.6 R2.11.11
R3.6.16 R4.1.29 and more…東京司法書⼠会 茨城司法書⼠会

東京司法書⼠会 品川⽀部 三重県司法書⼠会

宮崎県司法書⼠会 ⿅児島県司法書⼠会 ⼭形県司法書⼠会置賜⽀部

栃⽊県司法書⼠会 東京司法書⼠会
⻑崎県司法書⼠会 熊本県司法書⼠会 埼⽟県司法書⼠会 ⼤宮⽀部

愛知県司法書⼠会 中央⽀部
広島司法書⼠会 （Zoom）

新潟県司法書⼠会 三条⽀部 福岡県司法書⼠会 新潟県司法書⼠会 中越⽀部
沖縄県司法書⼠会 ⼭梨県司法書⼠会 滋賀県司法書⼠会

埼⽟司法書⼠会 川越⽀部 群⾺司法書⼠会 宮城県司法書⼠会
新潟県司法書⼠会 下越⽀部 ⽯川県司法書⼠会 函館司法書⼠会

愛知県司法書⼠会 名古屋中央⽀部 愛知県司法書⼠会 3⽀部合同 京都司法書⼠会
岐⾩司法書⼠会 東濃⽀部 愛知県司法書⼠会 ⻄三河⽀部 佐賀県司法書⼠会

神奈川県司法書⼠協同組合 埼⽟司法書⼠会 上尾⽀部 中部 登記法研究部会（名古屋）

⻑野県司法書⼠会 埼⽟司法書⼠協同組合 ⼤阪司法書⼠協同組合 

株式会社 ベルコンピューターシステム 

〒362-0066 埼⽟県上尾市領家 118-8 

TEL︓048-783-1231 

URL︓http://www.bell-com.biz/ 

情報メール登録 情報メール過去履歴 お問い合せ 

http://bell-com.biz/info_mail_entry/ http://www.情報メール.jp/ ※情報メールは⽉１回〜２回の無料配信です

【追加資料】

1 / 32



【追加資料】

2 / 32



【追加資料】

3 / 32



2

3

I

平成３０年１１⽉１２⽇ 
未来投資会議 産官協議会 

「FinTech／キャッシュレス化」会合（第2回） 配布資料
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平成３０年１１⽉１２⽇ 
未来投資会議 産官協議会 

「FinTech／キャッシュレス化」会合（第2回） 配布資料
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2464号 判例時報

◎
不
動
産
の
所
有
権
移
転
登
記
の
申

請
の
委
任
を
受
け
た
司
法
書
士
に

注
意
義
務
違
反
が
あ
る
と
し
た
原

審
の
判
断
に
違
法
が
あ
る
と
さ
れ

た
事
例

ー

事
案
の
概
要
等

本
件
は 、

成
り
す
ま
し
で
あ
っ
た
甲
野
名

義
の
土
地
の
売
買
に
係
る
登
記
申
請
を
受
任

し
た
司
法
書
士
で
あ
る
上
告
人
(
Yz)
に
対

し 、
そ
の
依
頼
者
で
は
な
い
も
の
の 、

実
体

と
し
て
は
中
間
省
略
登
記
の
中
間
者
の
立
場

斑苓苓

苓苓苓

心苓苓苓苓苓苓H

民

事

斑苓亜

心苓亜吃一少＿t-全

吃一心苓H

判 決 録

に
あ
っ
た
被
上
告
人
(
X)
が 、

不
法
行
為

に
基
づ
き 、
3

億
4
8
0
0
万
円
の
損
害
賠

償
請
求
を
し
た
事
案
で
あ
る 。

登
記
申
請
を
受
け
た
司
法
書
士
の
専
門
家

と
し
て
の
注
意
義
務
の
存
否
及
び
内
容
が
問

題
と
な
っ
た 。

2

事
実
関
係
の
概
要

甲
野
名
義
の
不
動
産
に
つ
い
て 、

甲
野
の

代
理
人
を
装
う
者 、

CJ 、

X
及
び
Cz
の
間

で 、

第
1

売
買 、

第
2

売
買 、

第
3

売
買
が

行
わ
れ 、

そ
の
登
記
と
し
て 、

X
を
省
略

し 、

甲
野．
cl

間
の
前
件
登
記 、

cl.
cz
間

の
い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
登
記
で
あ
る
後
件
登

記
を
す
る
旨
の
合
意
が
さ
れ
た 。

甲
野•
Cl

間
の
登
記
の
申
請
（
前
件
申
請）
は
弁
護
士

が
受
任
す
る
こ
と
に
な
り 、
そ
の
委
任
状
に

は
甲
野
が
人
違
い
で
な
い
旨
の
公
証
人
の
認

証
が
付
さ
れ
て
い
た 。
こ
の
よ
う
な
取
引
の

枠祖
み
が
決
ま
っ
た
後 、
YZ
は
Cl
及
び
Cz
か

ら
後
件
登
記
の
申
請
（
後
件
申
請）
の
委
任

を
受
け
た 。
な
お 、
YZ
は 、

報
酬
13
万
円
で

受
任
し
た
が 、
YZ
は
甲
野
の
本
人
性
に
つ
い

て
申
請
人
と
な
る
べ
き
者
に
よ
る
申
請
で
あ

る
か
否
か
の
確
認
等
の
依
頼
は
受
け
て
い
な

か
っ
た 。

yz
は 、

前
記
売
買
の
決
済
に
先
立
ち 、

前
件
申
請
及
び
後
件

申請
に
用
い
る
べ
き
書

面
の
確
認
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
会
合
に 、

X
の
代
表
者 、
X
か
ら
3
0
0
0
万
円
余
の

仲
介
料
で
依
頼
さ
れ
た
仲
介
業
者 、
Cz
ら
と

共
に
出
席
し
た
が 、
そ
の
場
で
甲
野
の
印
鑑

証
明
書
と
し
て
提
示
さ
れ
た
2

通
の
書
面
に

記
載
さ
れ
た
生
年
に
食
違
い
が
あ
る
こ
と
等

の
問
題
点
が
発
覚
し
た 。
し
か
し 、
そ
の
後

前
記
各
売
買
契
約
の
決
済
は
予
定
ど
お
り
に

行
わ
れ 、
YZ
は
登
記
所
で
依
頼
ど
お
り
に
前

件
登
記
の

申請
と
後
件
登
記
の
申
請
を
不
登

規
則
67
条
の
連
件
申
請
と
し
て
同

時
に
行
っ

た 。
後
日 、

甲
野
の
印
鑑
証
明
書
が
偽
造
と

判
明
し 、

前
件
申
請
が
申
請
の
権
限
を
有
し

な
い
者
に
よ
る
申
請
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
後
件

申請
が
取
り
下
げ
ら
れ
た 。

3

1
審
及
び
原
審
の
判
断

l
審
（
東
京
地
判
平
29
.

11
.

14
民
集

74
.
3
.
l
7
8 、

本
誌
2
3
9
2
.

20)

は 、
YZ
に
は
司
法
書
士
と
し
て
の
注
意
義
務

違
反
は
な
か
っ
た
と
し
て
X
の
請
求
を
棄
却

し
た
が 、
X
が
こ
れ
を
不
服
と
し
て
請
求
額

元
金
を
6

億
4
8
0
0
万
円
か
ら
3

億
4
8

0
0
万
円
に
減
縮
し
て
控
訴
し
た
と
こ
ろ 、

原
審
（
東
京
高
判
平
30
.
9.
19
民
集
74
.

3.
2
0
6、

本
誌
2
3
9
2
.

11)

は 、

yz
は 、

後
件
登
記
の
実
現
に
重
大
な
利
害
を

有
す
る
X
に
対
し 、

印
鑑
証
明
書
の
鮒
甑
等

の
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず 、

前
件

申
請
の
本
人
性
に
つ
い
て
更
に
調
査
し 、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て 、

後
件
申
請
が
実
現
さ

れ
な
い
危
険
が
あ
る
こ
と
等
を
警
告
し 、

代

金
決
済
の
中
止
等
を
勧
告
す
べ
き
注
意
義
務

を
負
っ
て
い
た
等
と
し
て
Yz
の
不
法
行
為
責

任
を
認
め 、
5

割
の
過
失
相
殺
を
し
た
上

で 、
YZ
に
対
し 、
X
へ
の
3

億
2
4
0
0
万

円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
限
度

の
損
害
賠
償
金
の
支
払
を
命
じ
た 。

4

本
判
決
の
要
旨

こ
れ
に
対
し 、

YZ
が
上
告
受
理
申
立
て
を

し
た
と
こ
ろ 、

最
高
裁
第
二
小
法
廷
は 、

本

件
を
上
告
審
と
し
て
受
理
し 、

YZ
が 、

前
件

申請
及
び
後
件
申
請
に
用
い
る
べ
き
書
面
の

確
認
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
会
合
に
出
席

し 、

甲
野
の
印
鑑
証
明
書
と
し
て
提
示
さ
れ

た
2

通
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
生
年
に
食
違

い
が
あ
る
こ
と
等
の
問
題
点
を
認
識
し
て
い

た
と
し
て
も 、

①
Yz
が
後
件
申
請
の
委
任
を

受
け
た
当

時、

前
記
各
売
買
契
約
や
各
登
記

の
内
容
等
は
既
に
決
定
さ
れ 、

②
Yz
は 、

甲

野
本
人
の
申
請
で
あ
る
か
の
調
査
等
を
す
る

具
体
的
な
委
任
は
受
け
て
い
な
か
っ
た 、

③

前
件

申請
に
つ
い
て
は
弁
護
士
が
委
任
を
受

け
て
お
り 、

委
任
状
に
は 、

甲
野
が
人
違
い

で
な
い
こ
と
を
証
明
さ
せ
た
旨
の
公
証
人
に

よ
る
認
証
が
付
さ
れ 、

④
X
は
不
動
産
業
者

で
あ
り 、

不
動
産
仲
介
業
者
等
と
共
に
前
記

問
題
点
等
を
確
認
し
て
い
た
等
の
事
情
の
下

で
は 、
X
と
の
関
係
に
お
い
て
Yz
に
正
当
に

期
待
さ
れ
て
い
た
役
割
の
内
容
や
関
与
の
程

度
等
に
つ
い
て
十
分
に
審
理
す
る
こ
と
な

く 、

直
ち
に
Yz
に
前
記
注
意
義
務
違
反
が
あ

る
と
し
た
原
審
の
判
断
に
は
違
法
が
あ
る
と

し 、

前
記
の
点
に
つ
い
て
更
に
審
理
を
尽
く

さ
せ
る
た
め 、

本
件
を
原
審
に
差
し
戻
し

た 。5

説

明

田

司
法
書
士
は 、

他
人
の
依
頼
を
受
け

て 、

登
記
又
は
供
託
に
関
す
る
手
続
に
つ
い

て
代
理
す
る
こ
と
等
を
業
と
し
て
い
る
（
司

法
書
士
法
3

条
1

項
l

号） 。
こ
れ
ら
の
業

務
は
原
則
と
し
て
司
法
書
士
に
独
占
さ
れ 、

正
当
な
事
由
が
な
け
れ
ば
受
任
を
断
る
こ
と
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2464号 判例時報 判例時報 2464号 4
 

が
で
き
な
い
（
同
法
21
条 、
73
条
l

項） 。

司
法
書
士
が 、
こ
の
よ
う
な
登
記

申請
代
理

業
務
を

行
う
場
合
に
お
い
て
登
記
に
必
要
な

書
類
の
形
式
的
事
項
の
調
査
確
認
義
務
を
負

う
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が 、

こ
れ
ら
の
書
類
の
真
否
や
当
該
登
記
が
申
請

人
と
な
る
べ
き
者
に
よ
る
申
請
で
あ
る
か
否

か
と
い
っ
た
登
記
の
背
後
に
あ
る
実
体
的
権

利
関
係
（
以
下
「

本
人
性
等」
と
い
う 。）
に

つ
い
て
ま
で
調
査
確
認
義
務
を
負
う
か
否
か

に
つ
い
て
は 、
そ
の
要
件
や
範
囲
に
つ
い
て

様
々
な
見
解
が
あ
る 。

従
前
は 、

司
法
書
士
は 、

既
に
形
成
さ
れ

た
法
律
関
係
を
登
記
に
迅
速
に
反
映
す
る
こ

と
が
依
頼
者
の
依
頼
の
本
旨
で
あ
り 、
そ
の

注
意
義
務
も
こ
れ
に
尽
き
る
と
解
す
る
立
場

か
ら 、

原
則
と
し
て
本

人
性
等
の
確
認
義
務

を
負
わ
ず 、

例
外
的
に 、

①
依
頼
者
か
ら
特

に
依
頼
さ
れ
て
い
る
場
合 、

②
問
題
が
あ
る

こ
と
が一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
等
特
段
の

事
情
が
あ
る
場
合
に 、
そ
の
調
査
確
認
義
務

を
負
う
と
す
る
見
解
も
多
く
み
ら
れ
た 。
し

か
し 、

近
年 、

司
法
書
士
の
職
域
が
拡
大

し 、
そ
の
職
務
の
公
益
性
や 、

専
門
性
が
強

調
さ
れ
（
今
般
の
司
法
書
士
法
の一
部
改
正

（
令
和
ー

年
法
律
第
29
号 。
令
和
2

年
8
月
1

日
か
ら
施

行）
に
よ
る
同
法
l

条
参
照） 、
こ

れ
に
伴
い 、

司
法
書
士
の
注
意
義
務
に
つ
い

て
も
高
度
な
も
の
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
こ
う
し
て 、

学
説
や
下
級
審
の
裁
判

例
に
お
い
て
は 、

前

記
の
よ
う
な
司
法
書
士
の
職
務
の
公
益
性
や

専
門
性
と
取
引
当
事
者
の
自
己
責
任
と
を
総

前
件
申
請
が
真
正
な

申請
で
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
の
調
査
等
を
す
る
具
体
的
な
委
任
は

受
け
て
お
ら
ず 、
③
前
i

件
申
請
に
つ
い
て
は

弁
護
士
が
委
任
を
受
け
て
お
り 、
そ
の
委
任

状
に
は
公
証

人
に
よ
る
認
証
が
付
さ
れ
て
い

た
上 、

④
X
は
不
動
産
業
者
で
あ
り
不
動
産

仲
介
業
者
等
と
共
に
前
記
問
題
点
等
を
確
認

し
て
い
た
等
の
事
情
が
あ
り 、
こ
の
状
況
で

依
頼
者
等
か
ら
新
た
な
指
示
等
も
な
か
っ
た

と
す
る
と 、

当
時
の
Yz
の
立
場
で
鮒
齢
の
事

実
を
指
摘
す
る
以
上
に
何
を
な
す
べ
き
で
あ

っ
た
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
は 、
な
お
具
体

的
事
実
に
照
ら
し
て
慎
重
な
検
討
が
必
要
な

事
案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。
そ
こ
で 、

本

判
決
は 、

前
記
の
事
情
に
つ
い
て
更
に
審
理

し 、
YZ
が
本
件
の
取
引
全
体
の
中
で
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら 、

当
該
司
法
書
士

の
役
割
の
内
容
や
関
与
の
程
度
等
に
応
じ
て

yz
の
責
任
を
検
討
す
べ
き
と
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る 。

6

本
判
決
の
意
義

本
判
決
は 、

事
例
判
断
で
あ
る
も
の
の 、

登
記

申請
に
お
け
る
実
体
的
権
利
関
係
に
問

題
が
あ
る
場
合
の
司
法
書
士
の
専
門
家
責
任

に
つ
い
て 、

最
高
裁
が
初
め
て
具
体
的
な
規

範
や
考
慮
要
素 、

義
務
の
内
容
を
示
し
た
の

み
な
ら
ず 、

委
任
契
約
の
あ
る
場
合
と
な
い

場
合
で
の
注
意
義
務
の
違
い
に
つ
い
て
も一

定
の
規
範
を
示
し
た
点
に
お
い
て 、

実
務
上

も
理
論
上
も
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
た
め 、

紹
介
す
る
次
第
で
あ
る 。

な
お 、

本
判
決
に
は 、

草
野
耕一
裁
判
官

民
法
7
0
9

条

上
告

人

Yz

同
訴
訟
代
理

人
弁
護
士

平

沼

直

柳

澤

平

沼

大

渡

辺

上

原

裕

石

原

博

末

石

倫

同
訴
訟
復
代
理

人
弁
護
士

坂

口

和

史

被
上
告

人

株
式
会
社
X

同
代
表
者
代
表
取
締
役

p
 

同
訴
訟
代
理

人
弁
護
士

田

中

紘

三

田

中

み
ど
り

田

中

み
ち
ょ

【
主
文】

原
判
決
中 、

上
告

人
敗
訴
部
分
を

破
棄
す
る 。

前
項
の
部
分
に
つ
き 、

本
件
を
東
京
高
等
裁

判
所
に
差
し
戻
す 。

【
理
由】

上
告
代
理

人
平
沼
直

人
ほ
か
の
上

告
受
理
申
立
て
理
由
第
3
に
つ
い
て

1

第
1

審
判
決
別
紙
物
件
目
録
記
載
の
不
動

産
（
以
下
「

本
件
不
動
産」
と
い
う 。）
に
つ
い

て 、

そ
の
所
有
名
義

人
で
あ
る
甲
野
太
郎
を
売

主 、

合
同
会
社
Cl
を
買
主
と
す
る
売
買
契
約
（
以

下
「

第
1

売
買
契
約」
と
い
う 。） 、

Cl
を
売
主 、

八
参
照
条
文
＞

八
当
事
者
＞

大行紀周輔聡人

の
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る 。

（
仮
名）

合
考
慮
し 、

司
法
書
士
は 、

前

記①
②）
の
場

合
に
加
え 、

③
司
法
書
士
の
有
す
べ
き
専
門

的
知
見
や
知
り

得
た
事
実
に
照
ら
し
本

人
性

等
に
つ
い
て
疑
う
べ
き
相
当
な
理
由
が
存
す

る
場
合
に
は 、

本
人
性
等
に
関
し
て
も
調
査

確
認
義
務
を
負
う
と
の
見
解
に
立
つ
も
の

（
東
京
高
判
平
17.
9.
14
判
タ
ー
2
0
6
.

2
l
l

等 、

内
藤
和
道・
銀

行
法
務
21
6
6

4
.

48
等）
や 、

司
法
書
士
を
資
格
者
代
理

人
と
す
る
本

人
確
認
情
報
提
供
制
度
を
導
入

し
た
不
登
法
23
条
4
項
ー

号
の
趣
旨
等
か
ら

司
法
書
士
に
は
事
前
通
知
制
度
に
代
替
し
得

る
だ
け
の
高
度
の
注
意
義
務
が
課
さ
れ
て
い

る
等
と
し
て 、

原
則
と
し
て
本
人
確
認
義
務

が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
が
あ
る
が 、

両
者
は
排
斥
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
（
加
藤

新
太
郎
「

成
り
す
ま
し」
登
情
6
6
6
.

11

等） 。③

こ
の
よ
う
な
中 、

本
判
決
は 、

ま

ず 、

司
法
書
士
の
本

人
性
等
の
調
査
確
認
義

務
に
つ
き 、

登
記
申
請
代
理
を
受
任
し
た
司

法
書
士
は 、
そ
の
職
務
の
公
益
性
や
専
門
性

等
か
ら 、

当
該
登
記

申請
に
用
い
る
べ
き
書

面
相
互
の
整
合
性
の
形
式
的
な
確
認
等
の
過

程
に
お
い
て
当
該
登
記

申請
が

申請
人

と
な

る
べ
き
者
以
外
の
者
に
よ
る
申
請
で
あ
る
こ

と
を
疑
う
べ
き
相
当
な
事
由
が
存
在
す
る
場

合
に
は 、

注
意
喚
起
を
始
め
と
す
る
適
切
な

措
置
を
と
る
べ
き
義
務
を
負
う
こ
と
が
あ
る

と
し
て一
定
の
指
針
を
示
し
て
い
る 。
そ
し

て 、

前
記
義
務
を
負
う
か
ど
う
か
に
つ
い
て

司
法
書
士
の
役
割
に
応
じ
た
適
切
な
判
断
が

さ
れ
る
た
め
の
考
慮
要
素
と
し
て 、

委
任
契

約
が
あ
る
場
合
は 、

委
任
の
経
緯
の
他 、

取

引
へ
の
関
与
の
有
無
及
び
程
度 、

委
任
者
の

不
動
産
取
引
に
関
す
る
知
識
や
経
験
の
程

度

他
の
資
格
者
代
理

人
や
不
動
産
仲
介
業

者
等
の
関
与
の
有
無 、

疑
い
の
程
度
等
と
い

う
要
素
を
具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る 。

ま
た 、

従
来 、
こ
れ
ら
の
責
任
論
は
委
任

関
係
に
あ
る
場
合
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が 、

本
件
に
お
け
る
X

は 、

直
接
の
登
記
申
請
代
理
の
委
任
者
で
は

な
く 、

不
法

行
為
責
任
を
問
う
事
案
で
あ
る

こ
と
か
ら
別
途
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る 。
も

っ
と
も 、
X
は
第
三
者
と
は
い
え 、

第
2
売

買
契
約
の
買
主
で
か
つ
第
3

売
買
の
売
主
で

あ
り 、

Y
が
受
任
し
て
い
た
後
件
登
記
と
の

関
係
で
も 、

実
体
と
し
て
は
い
わ
ゆ
る
中
間

省
略
登
記
の
中
間
者
と
い
う
立
場
で
あ
っ

て 、

取
引
に
深
く
関
与
し
て
い
た 。
そ
こ

で 、

原
審
は 、
こ
の
よ
う
な
X
に
つ
き
「

登

記
の
実
現
に
つ
き
当
事
者
に
準
ず
る
重
大
な

利
害
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る」
等
と

し
て 、

委
任
の
あ
る
場
合
に
課
せ
ら
れ
る
注

意
義
務
と
同
様
の
注
意
義
務
を
不
法

行
為
上

の
過
失
を
基
礎
付
け
る
も
の
と
し
た 。
し
か

し 、

専
門
家
の 、

委
任
関
係
に
あ
る
者
に
対

す
る
責
任
と 、

委
任
関
係
に
な
い
者
に
対
す

る
責
任
と
で
は
自
ず
と
程
度
や
内
容
に
違
い

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら 、
「

当
事
者
に
準

ず
る
重
大
な
利
害
関
係」
が
あ
る
だ
け
で 、

同
等
の
注
意
義
務
を
負
う
と
は
い
え
な
い 。

そ
こ
で 、

本
判
決
は 、
こ
の
点
を
明
ら
か
に

す
べ
く 、

委
任
関
係
に
な
く
て
も
責
任
を
負

う
べ
き
第
三
者
の
範
囲
を 、

特
に
「

当
該
登

被
上
告

人
を
買
主
と
す
る
売
買
契
約
（
以
下
「

第

2
売
買
契
約」
と
い
う 。）

及
び
被
上
告

人
を
売

主 、

株
式
会
社
し
を
買
主
と
す
る
売
買
契
約
（
以

下
「

第
3

売
買
契
約」
と
い
う 。）
が
順
次
締
結

さ
れ 、

甲
野
か
ら
cl
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
（
以

下
「

前
件
登
記」

と
い
う 。）

の
申
請
（
以
下

「
前
件
申
請」
と
い
う 。）
及
び
cl
か
ら
中
間
省
略

登
記
の
方
法
に
よ
る
3
へ
の
所
有
権
移
転
登
記

（
以
下
「

後
件
登
記」
と
い
う 。）
の
申
請
（
以
下

「
後
件
申
請」
と
い
う 。）
が
同

時
に
さ
れ
た
が 、

前
件
申
請
に
つ
い
て
申
請
の
権
限
を
有
し
な
い
者

に
よ
る
申
請
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
後 、

後
件

申
請
は
取
り

下
げ
ら
れ
た 。

本
件
は 、

被
上
告

人
が 、

後
件
申
請
の
委
任
を

受
け
た
司
法
書
士
で
あ
る
上
告

人
に
は 、

前
件
申

請
が
そ
の

申請
人

と
な
る
べ
き
者
に
よ
る

申請
で

あ
る
か
否
か
の
調
査
等
を
し
な
か
っ
た
注
意
義
務

違
反
が
あ
る
と
主
張
し
て 、
上
告

人
に
対
し 、

不

法
行
為
に
基
づ
き 、
3

億
4
8
0
0
万
円
の
損
害

賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
事
案

で
あ
る 。

2

原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
等
の
概
要

は 、

次
の
と
お
り
で
あ
る 。

田
ア

被
上
告

人
は
不
動
産
の
売
買 、

管
理
等

を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
り 、
上
告

人
は
司

法
書
士
で
あ
る 。

イ

T
は 、

弁
護
士
で
あ
る
YI
こ
と

W
（
以
下

「
yl
弁
護
士」
と
い
う 。）
が
設
け
た
法
律
事
務
所

（
以
下
「

本
件
法
律
事
務
所」
と
い
う 。）
の
事
務

員
で
あ
る 。

ウ

本
件
不
動
産
の
登
記
簿
上
の
所
有
名
義

人

は 、

平
成
27
年
8
月
当

時、

外
国
籍
の
甲
野
で
あ

り 、

5
は 、

甲
野
の
代
理

人
を
装
っ
て
い
た
者
で

記
に
係
る
権
利
の
得
喪
又
は
移
転
に
つ
い
て

重
要
か
つ
客
観
的
な
利
害
を
有
し 、
こ
の
こ

と
が
当
該
司
法
書
士
に
認
識
可
能
な
場
合
に

お
い
て 、

当
該
第
三
者
が
当
該
司
法
書
士
か

ら一
定
の
注
意
喚
起
等
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
正
当
な
期
待
を
有
し
て
い
る
と
き」
と
限

定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。
な
お 、

本
判
決

も 、

実
体
と
し
て
本
件
の
X
の
よ
う
な
立
場

に
あ
る
者
は
「

当
該
登
記
に
係
る
権
利
の
得

喪
又
は
移
転
に
つ
い
て
重
要
か
つ
客
観
的
な

利
害
を
有
し」
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

ま
た 、

司
法
書
士
が
本

人
性
等
に
つ
い
て

善
管
注
意
義
務
を
負
う
場
合
で
も 、

司
法
書

士
の
当
該
取
引
へ
の
関
与
の
仕
方
が
様
々
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と 、

問
題
に
気
付
い
た

場
合
に
当
然
に一
律
の
更
な
る
調
査
義
務
等

を
負
う
と
は
い
え
ず 、
む
し
ろ 、

当
事
者
の

属
性
や
問
題
の
内
容
等
に
応
じ
て 、

注
意
喚

起
さ
え
す
れ
ば
足
り
る
場
合
も
あ
れ
ば 、

委

任
者
の
依
頼
に
基
づ
き
更
に
調
査
等
を

行
う

べ
き
場
合
も
あ
り

得
る 。
こ
の
点
に
つ
い
て

も 、

原
審
が 、

更
な
る
調
査
や 、

辞
任
の
可

能
性
の
告
知
等
を
含
め
た
勧
告
ま
で
を
含
む

高
度
な
義
務
を
要
求
し
た
の
に
対
し 、

本
判

決
が 、
一
律
の
調
査
確
認
義
務
で
は
な
く 、

事
案
に
応
じ 、

注
意
喚
起
等
で
足
り
る
場
合

も
あ
り

得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
さ
れ
る 。

③

本
件
に
つ
い
て
は 、

確
か
に
印
鑑
証

明
書
の
鮒
顧
の
問
題
は
重
大
で
あ
る
も
の

の 、

①
Yz
が
委
任
を
受
け
た
当

時
売
買
契
約

や
登
記
の
内
容
は
既
に
決
定
さ
れ 、

②
Yz
は

あ
る 。②

ア

5 、

CI 、

被
上
告

人
及
び
し
は 、

平
成

27
年
8
月
頃 、

本
件
不
動
産
に
つ
き 、

甲
野
か
ら

cl
に
対
し
売
り

渡
し
た
上
で
（
第
1

売
買
契

約） 、

Cl
か
ら
被
上
告

人
に
対
し
代
金
6
億
5
0

0
0
万
円
で
売
り

渡
し
（
第
2
売
買
契
約） 、

更

に
被
上
告

人
か
ら
し
に
対
し
代
金
6
億
8
1
0
0

万
円
で
売
り

渡
す
も
の
と
し
（
第
3

売
買
契

約） 、
こ
れ
ら
に
係
る
契
約
書
の
調
印
及
び
代
金

決
済
を
同
年
9
月
10
日
に

行
う
こ
と
を
合
意
し

た 。
不
動
産
仲
介
業
を
営
む
株
式
会
社
い
は 、

被

上
告

人
か
ら
依
頼
を
受
け 、

報
酬
等
を
3
l
o
o

万
円
と
し
て
第
2
売
買
契
約
の
仲
介
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た 。

ィ

Cl 、

被
上
告

人
及
び
し
は 、

第
2
売
買
契

約
及
び
第
3

売
買
契
約
に
係
る
所
有
権
の
移
転
に

つ
い
て
は
中
間
省
略
登
記
の
方
法
に
よ
り
Cl
か
ら

し
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
（
後
件
登
記）
を

行
う
旨
を
合
意
し
た 。
な
お 、

前
件
申
請
に
つ
い

て
は 、

YI
弁
護
士
が
そ
の
委
任
を
受
け
る
も
の
と

さ
れ
て
お
り 、

前
件
申
請
及
び
後
件
申
請
は 、

同

一
の
不
動
産
に
つ
い
て
の
二
以
上
の
権
利
に
関
す

る
登
記
に
つ
い
て 、

前
の
登
記
に
よ
っ
て
登
記
名

義
人

と
な
る
者
が
後
の
登
記
の
登
記
義
務
者
と
な

る
場
合
に 、

登
記
の
前
後
を
明
ら
か
に
し
て
同

時

に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

後
の
登
記
の
申
請

時
に

お
け
る
登
記
識
別
情
報
の
提
供
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
方
法
（
不
動
産
登
記
規
則
67
条 。

以

下 、
こ
の
よ
う
な
申
請
の
方
法
を
「

連
件
申
請」

と
い
う 。）
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た 。

ウ

上
告

人
は 、
そ
の
後 、

Cl
及
び
し
か
ら
報

酬
を
約
13
万
円
と
し
て
後
件
申
請
の
委
任
を
受
け

た 。
上
告

人
は 、
上
記
委
任
を
受
け
た
際
に
は 、

【追加資料】
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前
件
申
請
が
そ
の
申
請
人
と
な
る
べ
き
者
に
よ
る

申
請
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
調
査
等
を
す
る

具
体
的
指
示
を
受
け
な
か
っ
た 。

③
ア

し
の
担
当
者 、
上
告
人 、

被
上
告
人
の

代
表
者 、

い
の
代
表
者 、
T 、

甲
野
と
称
す
る
者

及
び
5
は 、

平
成
27
年
9
月
7
日
午
後
2

時、

本

件
法
律
事
務
所
に
お
い
て 、

前
件
申
請
及
び
後
件

申
請
に
用
い
る
べ
き
書
面
の
確
認
等
が
予
定
さ
れ

て
い
る
会
合
（
以
下
「

本
件
会
合」
と
い
う 。）

に
出
席
し
た 。
上
告
人
は 、

し
か
ら
依
頼
を
受
け

て
本
件
会
合
に
出
席
し
た
も
の
で
あ
り 、

Yl
弁
護

士
は
本
件
会
合
に
出
席
し
て
い
な
か
っ
た 。

イ

甲
野
と
称
す
る
者
は 、

本
件
会
合
に
お
い

て 、

他
の
出
席
者
ら
の
面
前
で 、

自
ら
の
生
年
月

日
に
つ
い
て 、
大
正
13
年
▲
▲
月
▲
▲
日
で
あ
る

と
述
べ
た 。
し
か
し 、
T
が
甲
野
の
平
成
27
年
7

月
26
日
付
け
印
鑑
証
明
書
で
あ
る
と
し
て
5
か
ら

あ
ら
か
じ
め
受
領
し
て
い
た
書
面
（
以
下
「

別
件

印
鑑
証
明
書」
と
い
う 。）
に
は 、

甲
野
の
生
年

月
日
が
「

大
正
15
年
▲
▲
月
▲
▲
日」
と
記
載
さ

れ
て
お
り 、
上
記
出
席
者
ら
か
ら
こ
の
点
の
指
摘

を
受
け
た
甲
野
と
称
す
る
者
が
平
成
27
年
7
月
27

日
付
け
印
鑑
証
明
書
で
あ
る
と
し
て
提
示
し
た
書

面
（
以
下
「

本
件
印
鑑
証
明
書」
と
い
う 。）
に

は 、

甲
野
の
生
年
月
日
が
「

大
正
13
年
▲
▲
月
▲

▲
日」
と
記
載
さ
れ
て
い
た 。
そ
こ
で 、

本
件
法

律
事
務
所
に
お
い
て
別
件
印
鑑
証
明
書
及
び
本
件

印
鑑
証
明
書
の
コ
ピ
ー

を
取
っ
た
と
こ
ろ 、
そ
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
「

複
製」
の
文
字
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た 。
そ
の
た
め 、

5
が
上

記
代
金
決
済
の
日
ま
で
に
新
た
な
印
鑑
証
明
書
を

持
参
す
る
な
ど
と
述
べ 、

他
の
出
席
者
ら
は
こ
れ

に
対
し
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た 。

手
続
の
専
門
家
と
し
て
公
益
的
な
責
務
を
負
わ
せ

て
い
る 。

こ
の
よ
う
な
司
法
書
士
の
職
責
及
び
職
務
の
性

質
と 、

不
動
産
に
関
す
る
権
利
の
公
示
と
取
引
の

安
全
を
図
る
不
動
産
登
記
制
度
の
目
的
（
不
動
産

登
記
法
l

条）
に
照
ら
す
と 、

登
記
申

請等
の
委

任
を
受
け
た
司
法
書
士
は 、
そ
の
委
任
者
と
の
関

係
に
お
い
て 、

当
該
委
任
に
基
づ
き 、

当
該
登
記

申請
に
用
い
る
べ
き
書
面
相
互
の
整
合
性
を
形
式

的
に
確
認
す
る
な
ど
の
義
務
を
負
う
の
み
な
ら

ず 、

当
該
登
記
申
請
に
係
る
登
記
が
不
動
産
に
関

す
る
実
体
的
権
利
に
合
致
し
た
も
の
と
な
る
よ

う 、
上
記
の
確
認
等
の
過
程
に
お
い
て 、

当
該
登

記
申
請
が
そ
の
申
請
人
と
な
る
べ
き
者
以
外
の
者

に
よ
る
申
請
で
あ
る
こ
と
等
を
疑
う
べ
き
相
当
な

事
由
が
存
在
す
る
場
合
に
は 、
上
記
事
由
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
を
始
め
と
す
る
適
切
な
措
置
を
と

る
べ
き
義
務
を
負
う
こ
と
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ

る 。
そ
し
て 、
上
記
措
置
の
要
否 、

合
理
的
な
範

囲
及
び
程
度
は 、

当
該
委
任
に
係
る
委
任
契
約
の

内
容
に
従
っ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
が 、
そ
の
解

釈
に
当
た
っ
て
は 、

委
任
の
経
緯 、

当
該
登
記
に

係
る
取
引
へ
の
当
該
司
法
書
士
の
関
与
の
有
無
及

び
程
度 、

委
任
者
の
不
動
産
取
引
に
関
す
る
知
識

や
経
験
の
程
度 、

当
該
登
記
申
請
に
係
る
取
引
へ

の
他
の
資
格
者
代
理
人
や
不
動
産
仲
介
業
者
等
の

関
与
の
有
無
及
び
態
様 、
上
記
事
由
に
係
る
疑
い

の
程
度 、
こ
れ
ら
の
者
の
上
記
事
由
に
関
す
る
認

識
の
程
度
や
言
動
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮

し
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る 。

し
か
し 、
上
記
義
務
は 、

委
任
契
約
に
よ
っ
て

定
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら 、

委
任
者
以
外
の
第
三

者
と
の
関
係
で
同
様
の
判
断
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
お 、

別
件
印
鑑
証
明
書
と
本
件
印
鑑
証
明
書

は 、
い
ず
れ
も
印
鑑
証
明
書
の
外
観
を
呈
し
て
い

た 。ウ

上
告
人
は 、

本
件
会
合
の
際 、
T
か
ら 、

本
件
印
鑑
証
明
書
の
ほ
か 、

前
件

申請
に
用
い
る

べ
き
書
面
と
し
て 、

前
件
登
記
の

申請
書 、

甲
野

名
義
の
yi
弁
護
士
に
対
す
る
前
件

申請
の
委
任
状

で
あ
っ
て
甲
野
が
公
証
人
の
面
前
で
こ
れ
に
署
名

押
印
し
公
証
人
に
お
い
て
旅
券
及
び
印
鑑
証
明
書

の
提
出
に
よ
り
人
違
い
で
な
い
こ
と
を
証
明
さ
せ

た
旨
の
公
証
人
の
認
証
が
付
さ
れ
た
も
の
（
以
下

「
本
件
委
任
状」
と
い
う 。） 、

yi
弁
護
士
に
お
い

て
平
成
27
年
9
月
7
日
午
後
2

時
30
分
か
ら
本
件

法
律
事
務
所
の
会
議
室
で
甲
野
と
面
談
し
た
こ
と

及
び
甲
野
が
前
件

申請
の
権
限
を
有
す
る
登
記
名

義
人
で
あ
る
と
認
め
た
理
由
等
を
明
ら
か
に
し
た

旨
の
書
面
（
以
下
「

本
件
本
人
確
認
書
面」
と
い

う 。）

等
を
示
さ
れ 、
こ
れ
ら
の
書
面
相
互
の
整

合
性
を
形
式
的
に
点
検
す
る
な
ど
の
確
認
を
し
た

が 、

特
段
の
指
摘
を
し
な
か
っ
た 。

工

T
は 、

平
成
27
年
9
月
8
日 、

東
京
法
務

局
渋
谷
出
張
所
に
お
い
て 、

本
件
不
動
産
に
つ
い

て
不
正
登
記
防
止
申
出
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た 。④
ア

5 、
T 、

cl
の
担
当
者 、

被
上
告
人
の

代
表
者 、

い
の
代
表
者 、
上
告
人
等
は 、

平
成
27

年
9
月
10
日 、

第
1

売
買
契
約 、

第
2

売
買
契
約

及
び
第
3

売
買
契
約
に
係
る
契
約
書
の
調
印
等
を

行
い 、

前
件

申請
及
び
後
件
申
請
に
用
い
る
べ
き

書
面
を
確
認
し
た 。
上
記
書
面
の
中
に
は
本
件
印

鑑
証
明
書
が
含
ま
れ
て
い
た
が 、

同
日 、

被
上
告

人
及
び
し
は 、
こ
の
点
を
改
め
て
指
摘
す
る
こ
と

な
く 、

第
2

売
買
契
約
及
び
第
3

売
買
契
約
に
つ

な
い 。
も
っ
と
も 、
上
記
の
司
法
書
士
の
職
務
の

内
容
や
職
責
等
の
公
益
性
と
不
動
産
登
記
制
度
の

目
的
及
び
機
能
に
照
ら
す
と 、

登
記
申
請
の
委
任

を
受
け
た
司
法
書
士
は 、

委
任
者
以
外
の
第
三
者

が
当
該
登
記
に
係
る
権
利
の
得
喪
又
は
移
転
に
つ

い
て
重
要
か
つ
客
観
的
な
利
害
を
有
し 、
こ
の
こ

と
が
当
該
司
法
書
士
に
認
識
可
能
な
場
合
に
お
い

て 、

当
該
第
三
者
が
当
該
司
法
書
士
か
ら一
定
の

注
意
喚
起
等
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
正
当
な
期
待

を
有
し
て
い
る
と
き
は 、

当
該
第
三
者
に
対
し
て

も 、
上
記
の
よ
う
な
注
意
喚
起
を
始
め
と
す
る
適

切
な
措
置
を
と
る
べ
き
義
務
を
負
い 、
こ
れ
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
不
法
行
為
法
上
の
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る 。
そ
し
て 、

こ
れ
ら
の
義
務
の
存
否 、

あ
る
い
は
そ
の
範
囲
及

び
程
度
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
も 、
上
記
に
挙

げ
た
諸
般
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
が 、

特
に 、

疑
い
の
程
度
や 、

当
該
第
三
者
の
不
動
産

取
引
に
関
す
る
知
識
や
経
験
の
程
度 、

当
該
第
三

者
の
利
益
を
保
護
す
る
他
の
資
格
者
代
理
人
あ
る

い
は
不
動
産
仲
介
業
者
等
の
関
与
の
有
無
及
び
態

様
等
を
も
十
分
に
検
討
し 、
こ
れ
ら
諸
般
の
事
情

を
総
合
考
慮
し
て 、

当
該
司
法
書
士
の
役
割
の
内

容
や
関
与
の
程
度
等
に
応
じ
て
判
断
す
る
の
が
相

当
で
あ
る 。

②

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と 、

前
記
事

実
関
係
等
に
よ
れ
ば 、

被
上
告
人
は 、
上
告
人
と

委
任
契
約
は
締
結
し
て
お
ら
ず 、

委
任
者
以
外
の

第
三
者
に
該
当
す
る
も
の
の 、
上
告
人
が
受
任
し

た
中
間
省
略
登
記
で
あ
る
後
件
登
記
の
中
間
者
で

あ
っ
て 、

第
2

売
買
契
約
の
買
主
及
び
第
3

売
買

契
約
の
売
主
と
し
て
後
件
登
記
に
係
る
所
有
権
の

移
転
に
重
要
か
つ
客
観
的
な
利
害
を
有
し
て
お

い
て
代
金
決
済
を
し
た 。

イ

上
告
人
は 、

同
日 、

東
京
法
務
局
渋
谷
出

張
所
に
お
い
て 、

前
件

申請
と
の
連
件

申請
に
よ

り
後
件
申
請
を
し
た 。
前
件
申
請
の
書
面
中
に
本

件
本
人
確
認
書
面
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た 。

固

上
告
人
は 、

そ
の
後 、

上
記
出
張
所
か

ら 、

本
件
印
鑑
証
明
書
が
偽
造
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
こ
と
等
の
説
明
を
受
け 、

平
成
27
年
10
月

16
日 、

後
件
申
請
を
取
り

下
げ
た 。

前
件
申
請

は 、

同
年
11
月
17
日
付
け
で 、

申
請
の
権
限
を
有

し
な
い
者
に
よ
る

申請
で
あ
る
と
し
て
却
下
さ
れ

た 。3

原
審
は 、
上
記
事
実
関
係
等
の
下
に
お
い

て 、

次
の
と
お
り

判
断
し
て 、

被
上
告
人
の
請
求

を 、
上
告
人
に
対
し
3

億
2
4
0
0
万
円
及
び
こ

れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
限
度

で
認
容
し
た 。

司
法
書
士
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
及
び
使
命
に

も
鑑
み
る
と 、

連
件

申請
に
よ
り
申
請
さ
れ
る
登

記
の
う
ち
後
の
登
記
の
委
任
を
受
け
た
司
法
書
士

は 、

前
の
登
記
の
申
請
の
却
下
事
由
そ
の
他

申請

の
と
お
り
の
登
記
が
実
現
し
な
い
相
応
の
可
能
性

を
疑
わ
せ
る
事
由
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に

は 、

前
の
登
記
の

申請
に
関
す
る
事
項
も
含
め
て

更
に
調
査
を
行
い 、

登
記
申
請
の
委
任
者
の
み
で

な
く

後
の
登
記
の
実
現
に
重
大
な
利
害
を
有
す
る

者
に
対
し 、
上
記
事
由
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
の

説
明 、

当
該
登
記
に
係
る
取
引
の
代
金
決
済
の
中

止
等
の
勧
告 、

勧
告
に
応
じ
な
い
場
合
の
辞
任
の

可
能
性
の
告
知
等
を
す
べ
き
注
意
義
務
を
負
っ
て

い
る。本

件
印
鑑
証
明
書
に
つ
き 、
そ
の
生
年
の
記
載

が
別
件
印
鑑
証
明
書
と
食
い
違
っ
て
お
り 、
こ
れ

り 、
こ
の
こ
と
が
上
告
人
に
と
っ
て
認
識
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。

そ
し
て 、
上
告
人
は 、

甲
野
の
印
鑑
証
明
書
と

し
て
提
示
さ
れ
た
2
通
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
生

年
に
食
違
い
が
あ
る
こ
と
等
の
問
題
点
を
認
識
し

て
お
り 、

相
応
の
疑
い
を
有
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る 。
な
お 、

被
上
告
人
が
そ
の
利
益
を
保

護
す
る
他
の
資
格
者
代
理
人
を
依
頼
し
て
い
た
と

い
う
事
情
は
う
か
が
わ
れ
な
い 。

し
か
し 、
上
告
人
が
委
任
を
受
け
た
当

時
本
件

不
動
産
に
つ
い
て
の一
連
の
売
買
契
約 、

前
件
登

記
及
び
後
件
登
記
の
内
容
等
は
既
に
決
定
さ
れ
て

お
り 、
上
告
人
は 、
そ
も
そ
も
前
件
申
請
が
申
請

人
と
な
る
べ
き
者
に
よ
る
申
請
で
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
の
調
査
等
を
す
る
具
体
的
な
委
任
は
受
け

て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る 。
さ
ら
に 、

前
件
申

請
に
つ
い
て
は 、

資
格
者
代
理
人
で
あ
る
YI
弁
護

士
が
委
任
を
受
け
て
い
た
上 、
上
記
委
任
に
係
る

本
件
委
任
状
に
は 、

印
鑑
証
明
書
等
の
提
出
に
よ

り
委
任
者
で
あ
る
甲
野
が
人
違
い
で
な
い
こ
と
を

証
明
さ
せ
た
旨
の
公
証
人
に
よ
る
認
証
が
付
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る 。
し
か
も 、

被
上
告
人
は
不
動

産
業
者
で
あ
る
上 、
そ
の
代
表
者
自
身
が
被
上
告

人
の
依
頼
し
た
不
動
産
仲
介
業
者
で
あ
る
い
の
代

表
者
や
Cz
の
担
当
者
と
共
に
本
件
会
合
に
出
席

し 、
こ
れ
ら
の
者
と
共
に
印
鑑
証
明
書
の
問
題
点

等
を
確
認
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
し 、

印
鑑
証
明

書
の
食
違
い
は
上
告
人
が
自
ら
指
摘
し
た
こ
と
も

う
か
が
わ
れ
る 。

そ
う
す
る
と 、
上
記
の
状
況
の
下 、
上
告
人
に

と
っ
て
委
任
者
以
外
の
第
三
者
に
当
た
る
被
上
告

人
と
の
関
係
に
お
い
て 、
上
告
人
に
正
当
に
期
待

さ
れ
て
い
た
役
割
の
内
容
や
関
与
の
程
度
等
の
点

ら
の
コ
ピ
ー

を
取
っ
た
と
こ
ろ 、
そ
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
「

複
製」
の
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
の
事
実
は 、

後
件
申
請
と

の
連
件
申
請
に
よ
り

申請
さ
れ
た
前
件
申
請
が
そ

の

申請
人
と
な
る
べ
き
者
以
外
の
者
に
よ
る

申請

で
あ
る
こ
と
を
強
く

疑
わ
せ
る 。
ま
た 、
上
告
人

が
前
件
申
請
に
つ
い
て
YI
弁
護
士
と
直
接
接
触
で

き
て
い
な
い
こ
と
も 、

前
件
申
請
に
問
題
が
あ
る

こ
と
の
重
大
な
兆
候
で
あ
る 。
そ
う
す
る
と 、

後

件

申請
の
委
任
を
受
け
た
上
告
人
は 、

後
件
登
記

の
実
現
に
重
大
な
利
害
を
有
す
る
被
上
告
人
に
対

し 、
上
記
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず 、

前

件
申
請
が
そ
の
申
請
人
と
な
る
べ
き
者
に
よ
る
申

請
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
更
に
調
査
し 、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て 、

後
件
申
請
が
実
現
さ
れ
な
い

危
険
が
あ
る
こ
と
等
を
警
告
し 、

後
件
登
記
に
係

る
取
引
の
代
金
決
済
の
中
止
等
を
勧
告
す
べ
き
注

意
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き 、
上

告
人
は
上
記
注
意
義
務
を
怠
っ
た
も
の
と
し
て 、

被
上
告
人
に
対
し 、

不
法
行
為
責
任
を
負
う 。

4

し
か
し
な
が
ら 、

原
審
の
上
記
判
断
は
是

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 。
そ
の
理
由
は 、

次
の

と
お
り
で
あ
る 。

田

司
法
書
士
法
は 、

登
記
等
に
関
す
る
手
続

の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
こ
と
に
よ
り

国
民
の
権
利
の
保
護
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
(
1

条） 、

登
記
等
に
関
す
る
手
続
の
代
理

を
業
と
す
る
者
と
し
て
司
法
書
士
に
登
記
等
に
関

す
る
業
務
を
原
則
と
し
て
独
占
さ
せ
る
と
と
も
に

(
3

条
1

項 、
73
条
1

項） 、

司
法
書
士
に
対
し 、

当
該
業
務
に
関
す
る
法
令
及
び
実
務
に
精
通
し

て 、
公
正
か
つ
誠
実
に
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
し
(
2

条） 、

登
記
等
に
関
す
る

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
な
く 、
上
記
の
よ
う
な

注
意
喚
起
を
始
め
と
す
る
適
切
な
措
置
を
と
る
べ

き
義
務
が
あ
っ
た
と
直
ち
に
い
う
こ
と
は
困
難
で

あ
り 、
ま
し
て
上
告
人
に
お
い
て
更
に
積
極
的
に

調
査
し
た
上
で
代
金
決
済
の
中
止
等
を
勧
告
す
る

等
の
注
意
義
務
を
被
上
告
人
に
対
し
て
負
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い 。
し
た
が
っ
て 、
上

記
の
点
に
つ
い
て
十
分
に
審
理
す
る
こ
と
な
く 、

直
ち
に
上
告
人
に
司
法
書
士
と
し
て
の
注
意
義
務

違
反
が
あ
る
と
し
た
原
審
の
判
断
に
は 、

判
決
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が

あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る 。

5

論
旨
は
理
由
が
あ
り 、

原
判
決
中 、
上
告

人
敗
訴
部
分
は
破
棄
を
免
れ
な
い 。
そ
し
て 、
上

記
の
点
に
つ
い
て
更
に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た

め 、
上
記
部
分
に
つ
き
本
件
を
原
審
に
差
し
戻
す

こ
と
と
す
る 。

よ
っ
て 、

裁
判
官
全
員一
致
の
意
見
で 、
主
文

の
と
お
り

判
決
す
る 。
な
お 、

裁
判
官
草
野
耕一

の
意
見
が
あ
る 。

裁
判
官
草
野
耕一
の
意
見
は 、

次
の
と
お
り
で

あ
る 。私

は
多
数
意
見
の
結
論
に
賛
同
し 、
そ
れ
に
至

る
理
由
に
関
し
て
も
多
数
意
見
と
お
お
む
ね
見
解

を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が 、

原
判
決
を
破
棄

し
て
こ
れ
を
原
審
に
差
し
戻
す
こ
と
に
し
た
趣
旨

に
つ
き
思
う
と
こ
ろ
を
敷
術
し
て
お
き
た
い 。

l

最
初
に
二
つ
の
言
葉
を
定
義
す
る 。
以
下

に
お
い
て 、
「

職
業
的
専
門
家」
と
は
長
年
の
研

さ
ん
に
よ
っ
て
習
得
し
た
専
門
的
知
見
を
有
償
で

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
計
を
営
ん
で
い
る
者

の
こ
と
で
あ
り 、
「

依
頼
者」
と
は
職
業
的
専
門

家
と
契
約
を
締
結
し
て
同
人
か
ら
専
門
的
知
見
を
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提
供
す
る
旨
の
約
束
を
取
り
付
け
た
者
の
こ
と
で

あ
る 。職

業
的
専
門
家
は
社
会
に
と
っ
て
有
用
な
存
在

で
あ
り 、
そ
の
有
用
性
は
社
会
の
複
雑
化
と
社
会

生
活
を
営
む
上
で
必
要
と
さ
れ
る
情

報
の
高
度
化

が
進
む
ほ
ど
高
ま
る
も
の
で
あ
る 。
そ
う
で
あ
る

以
上 、

専
門
的
知
見
を
依
頼
者
以
外
の
者
に
対
し

て
提
供
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て

職
業
的
専
門
家
が
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
は
特
段

の
事
情
が
な
い
限
り
否
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
る 。
な
ぜ
な
ら 、

職
業
的
専
門
家
が
同
人
か
ら

の
知
見
の
提
供
を
求
め
て
い
る
者
に
遭
遇
し
た
場

合
に
お
い
て 、
た
と
え
そ
の
者
が
依
頼
者
で
な
く

と
も
当
該
職
業
的
専
門
家
は
知
見
の
提
供
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
と

す
れ
ば 、

知
見
を
求
め
る
人
々
の
側
に
お
い
て
は

わ
ざ
わ
ざ

報
酬
を
支
払
っ
て
依
頼
者
と
な
ろ
う
と

す
る
必
要
性
が
消
失
し 、
そ
の
結
果
と
し
て 、

職

業
的
専
門
家
の
側
に
お
い
て
は
安
定
し
た
生
活
基

盤
の
形
成
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る 。
の
み
な
ら
ず 、

職
業
的
専
門
家
が
依
頼
者
に

提
供
す
る
役
務
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
職

業
的
専
門
家
と

依
頼
者
の
間
に
お
い
て
高
度
な
信

頼
関
係
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
こ

ろ 、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
職
業
的
専
門
家

は
依
頼
事
項
に
関
し
て
依
頼
者
の
同
意
を
得
ず
に

依
頼
者
以
外
の
者
に
対
し
て
助
言
す
る
こ
と
は
な

い
と
い
う
行
動
原
理
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず 、
こ
の
点
か
ら
も
職
業
的
専
門
家
が
依
頼
者
以

外
の
者
に
対
し
て
知
見
の
提
供
を
怠
っ
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
は
否
定
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
る 。

し
か
し
な
が
ら 、

あ
ら
ゆ
る
法
理
が
そ
う
で
あ

を
判
定
す
る
た
め
の
決
め
手
と
な
る
情

報
は一
般

に
入
手
可
能
で
は
な
く 、

そ
う
で
あ
る
と
す
れ

ば 、

司
法
書
士
が
こ
の
問
題
に
関
し
て
職
業
的
専

門
家
と
し
て
の
見
解
を
責
任
を
も
っ
て
述
べ
る
こ

と
は
そ
も
そ
も
困
難
な
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念

を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
り 、

②
の
事
実
は 、

本
件

に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
偽
造
の
手
口
は
人
物
の
同

一
性
を
判
別
し
て
こ
れ
に
認
証
を
与
え
る
こ
と
の

職
業
的
専
門
家
で
あ
る
公
証
人
を
も
欺
き
得
る
程

に
巧
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る 。

①
の
点
に
関
し
て
更
に
い
え
ば 、
上
告

人
が
本
件
会
合
に
お
い
て
い
か
な
る
意
見
を
述
べ

る
べ
き
で
あ
っ
た
か
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
は 、

自
称
甲
野
は
本
人
で
は
な
い
と
い
う
事
後
的
に
明

ら
か
と
な
っ
た
事
実
を
い
わ
ゆ
る
「

後
知
恵」
と

し
て
用
い
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る 。

本
件
会
合
の

時
点
に
お
い
て
は
自
称
甲
野
の
本
人

性
は
定
か
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら 、

上
告

人
が
自
称
甲
野
の
本
人
性
に
疑
問
を
挟
む
意
見
を

述
べ
る
に
当
た
っ
て
は 、

仮
に
Cz
や
被
上
告
人
が

上
告
人
の
意
見
を
尊
重
し
て
取
引
を
中
止
し 、
し

か
る
後
に
自
称
甲
野
が
本
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て 、

取
引
の
中
止
に

よ
っ
て
利
益
を
逸
し
た
と
主
張
す
る
や
も
知
れ
ぬ

cz
や
被
上
告
人
に
対
し
て
い
か
に
し
て
自
分
が
述

べ
た
意
見
の
正
当
性
を
示
し
得
る
か
に
つ
い
て
憂

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。
差
戻

審
に
は 、

以
上
の
諸
点
を
勘
案
し
た
上
で 、

本
件

に
お
い
て
上
告
人
に
は
い
か
な
る
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
現
実
的
に
可
能
で
あ
っ
た
の
か
を
見
極
め

た
上
で
し
か
る
べ
き
結
論
を
導
き
出
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
う
次
第
で
あ
る 。

（
裁
判
長
裁
判
官

三
浦
守

裁
判
官

上
告
受
理
申
立
理
由
書

理
由
要
旨

l

司
法
書
士
は 、

登
記
申
請
代
理
に
お
い

て 、

当
事
者
の
持
参
し
た
登
記
関
係
書
類
に
つ

き 、

特
段
の
事
情
の
な
い
限
り 、

調
査・
確
認
義

務
を
負
わ
な
い
と
す
る
の
が 、

確
立
し
た
判

例
で

あ
る
が 、

原
判
決
は 、
こ
の
点
に
つ
き 、
「

相
応

の
注
意
義
務」
が
あ
る
と

判
示
し
て
お
り 、

明
ら

か
に
判

例
に
違
反
す
る 。
ま
し
て 、
い
わ
ゆ
る
連

件
申
請
に
お
い
て
は 、

後
件
の
担
当
司
法
書
士

は 、

前
件
に
つ
い
て
は 、

当
事
者
か
ら
特
別
な
依

頼
の
な
い
限
り 、

調
査・
確
認
義
務
を
負
わ
な
い

と
す
る
判

例
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

原
判
決

は 、

当
事
者
か
ら
の
特
別
な
依
頼
は
な
い
と
認
定

し
な
が
ら 、
し
か
も
当
事
者
で
な
い
第
三
者
に
対

し
て
も 、

上
記
相
応
の
注
意
義
務
を
負
担
す
る
と

の
判

例
違
反
及
び
民
法
7
0
9

条
の
「

過
失」
の

解
釈
を
誤
る
法
令
違
反
を
犯
し
て
い
る
（
本
文
第

3
第
2
項•
4
項） 。

ま
た 、

原
判
決
は 、

過
失
の
評
価
根
拠
事
実
と

し
て ‘

申
立
人
が
前
件
の
登
記
申
請
に
つ
い
て
弁

護
士
法
違
反
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た

事
実
を
認
定
す
る
が 、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
断
じ

て
な
く 、
そ
れ
を
裏
付
け
る
証
拠
は
ま
っ
た
く
な

い 。
そ
も
そ
も 、
こ
の
点
に
つ
い
て
は 、

相
手
方

に
お
い
て
明
確
に
主
張
す
ら
さ
れ
て
お
ら
ず 、

原

原
審
に
お
け
る
人
証
調
べ
に
お
い
て
も
全
く

取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く 、

原
審
に
お
い
て
新
た

な
証
拠
調
べ
も
な
い
の
で
あ
り 、

原
判
決
に
は
審

理
不
尽
の
違
法
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。

そ
し
て 、

原
判
決
は 、

前
件
担
当
の
弁
護
士
事
務

菅
野
博
之

草
野
耕

岡
村
和
美）

る
よ
う
に
上
記
の
原
則
に
も
ま
た

例
外
と
し
て
扱

わ
れ
る
べ
き
特
段
の
状
況
と
い
う
も
の
が
存
在
す

る 。
対
応
可
能
な
職
業
的
専
門
家
が一
人
し
か
い

な
い
状
況
に
お
い
て
知
見
の
提
供
を
必
要
と
す
る

突
発
的
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は
そ
の
典
型
で
あ

ろ
う
が 、

他
の

例
と
し
て 、

次
の
三
つ
の
条
件
が

同
時
に
成
立
す
る
場
合
も
特
段
の
状
況
と
評
価
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う 。

①

法
的
に
は
依
頼
者
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
職
業
的
専
門
家
か
ら
知
見
の
提
供
を
受
け
得
る

と
真
摯
に
期
待
し
て
い
る
者
が
い
る
こ
と 。

②

そ
の
者
が
そ
の
よ
う
な
期
待
を
抱
く
こ
と

に
正
当
事
由
が
認
め
ら
れ
る
こ
と 。

③

そ
の
者
に
対
し
て
職
業
的
専
門
家
が
知
見

を
提
供
す
る
こ
と
に
対
し
て
真
の
依
頼
者
（
も
し

い
れ
ば）
が
明
示
的
又
は
黙
示
的
に
同
意
を
与
え

て
い
る
こ
と 。

上
記
の
場
合 、

職
業
的
専
門
家
た
る
者
は 、
そ

の
者
の
期
待
ど
お
り
に
知
見
を
提
供
す
る
か 、
し

か
ら
ざ
れ
ば 、

時
機
を
失
す
る
こ
と
な
く
そ
の
者

に
対
し
て
自
分
に
は
そ
れ
を
行
う
意
思
が
な
い
旨

を
告
知
す
る
法
律
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
解

す
べ
き
で
あ
る 。
な
ぜ
な
ら 、

職
業
的
専
門
家
が

そ
の
よ
う
な
配
慮
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
社
会

は
よ
り

安
全
で
公
正
な
も
の
に
な
り

得
る
の
で
あ

っ
て 、
し
か
も 、
そ
の
よ
う
な
配
慮
を
尽
く
す
こ

と
を
職
業
的
専
門
家
に
求
め
る
こ
と
は
決
し
て
同

人
ら
に
対
す
る
過
大
な
要
求
で
あ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る 。

2

以
上
の
考
え
方
を
本
件
に
当
て
は
め
て
考

え
る 。ま

ず 、
上
告
人
は
司
法
書
士
で
あ
り 、

司
法
書

士
は
登
記
実
務
に
関
す
る
職
業
的
専
門
家
で
あ

る 。
し
た
が
っ
て 、

前
項
で
述
べ
た
原
則
に
よ
っ

て
上
告
人
は
依
頼
者
以
外
の
者
に
対
し
て
専
門
的

知
見
の
提
供
を
怠
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
法
的

責
任
を
負
う
こ
と
は
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
否

定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る 。

し
か
る
に 、

原
判
決
が
上
告
人
の
違
法
行
為
と

認
定
し
た
も
の
は
被
上
告
人
に
対
し
て
適
切
な
知

見
の
提
供
を
怠
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り 、

他

方 、
上
告
人
の
依
頼
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る

者
は
Cl
と
し
だ
け
で
あ
っ
て 、

被
上
告
人
は
上
告

人
の
依
頼
者
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い 。
以
上
の

事
実
に
照
ら
す
な
ら
ば 、

特
段
の
事
情
が
認
め
ら

れ
な
い
限
り
上
告
人
の
被
上
告
人
に
対
す
る
法
的

責
任
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り 、
こ
の
点
を
看

過
し
た
点
に
お
い
て
原
判
決
は
重
大
な
法
令
解
釈

上
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

ヽ
�

゜

\
v

し
か
し
な
が
ら 、

本
件
会
合
は
登
記

申請
に
用

い
る
べ
き
書
面
の
事
前
確
認
等
を
行
う
目
的
で
開

催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が 、

同
会
合
に
は
甲
野
と

称
す
る
者
（
以
下
「

自
称
甲
野」
と
い
う 。）

も

出
席
し
て
お
り 、

原
判
決
の
認
定
し
た
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
本
件
会
合
に
先
立
っ
て
T
は
被
上
告
人
の

代
表
者
に
対
し
て
自
称
甲
野
の
本
人
性
を
確
認
す

る
た
め
に
買
主
及
び
買
主
側
司
法
書
士
に
対
し
て

自
称
甲
野
と
面
談
す
る
事
前
の
機
会
を
設
け
る
旨

発
言
し
て
い
る 。
こ
れ
ら
の
事
実
と
本
件
会
合
に

出
席
し
た
司
法
書
士
は
上
告
人
だ
け
で
あ
っ
た
こ

と
を
併
せ
て
考
え
る
と 、

被
上
告
人
は 、

本
件
会

合
に
出
席
し
た
上
告
人
が
登
記
実
務
の
専
門
家
と

し
て
の
知
見
を
用
い
て
自
称
甲
野
の
本
人
性
に
関

す
る
助
言
を
真
の
依
頼
者
で
あ
る
し
は
も
と
よ
り

被
上
告
人
に
対
し
て
も
行
っ
て
く
れ
る
も
の
と
真

所
に
は
事
務
職
員
に
支
配
さ
れ
た
1

名
の
弁
護
士

が
在
籍
す
る
の
み
で
あ
る
と
客
観
的
に
明
白
な
事

実
誤
認
を
犯
し 、

弁
護
士
事
務
所
が
地
面
師
事
件

の
温
床
と
な
っ
て
い
る
と
の
公
知
の
事
実
と
い
え

な
い
事
項
を
公
知
と
誤
認
す
る
な
ど 、

極
め
て
不

合
理
な
判
断
を
し 、
そ
の
結
果
上
記
事
実
の
有
無

の
判
断
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
っ
て 、

採
証
法
則
な

い
し
経
験
則
に
違
反
す
る
違
法
が
あ
る 。
（
本
文

第
3

第
3

項） 。

さ
ら
に 、

原
判
決
に
は 、

本
件
印
鑑
登
録
証
明

書
に
は
本
件
透
か
し
文
字
が
現
れ
て
い
な
い
と
認

定
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

提
出
さ
れ
た
相
手
方

の
甲
号
証
に
は
透
か
し
文
字
が
現
れ
て
い
る
な
ど

客
観
的
に
明
白
な
事
実
誤
認
が
あ
り 、

採
証
法
則

な
い
し
経
験
則
に
違
反
す
る
違
法
が
あ
る 。
そ
し

て 、

提
出
さ
れ
た
甲
号
証
に
は
複
製
の
文
字
が
現

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

原
審
が 、

本
件
印

鑑
登
録
証
明
書
の
原
本
の
取
り
寄
せ
を
行
う
こ
と

な
く 、

職
権
で
調
査
嘱
託
を
行
う
に
と
ど
ま
っ
た

点
は 、

審
理
不
尽
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
（
本
文

第
3

第
5

項） 。

加
え
て 、

原
判
決
は 、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
記

載
内
容
（
西
暦
で
の
表
示
の
有
無
等）

及
び
司
法

書
士
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
確
認
方
法
に
つ

い
て 、

独
自
の
誤
っ
た
認
識
を
基
に
注
意
義
務
違

反
の
判
断
を
行
っ
て
お
り 、

経
験
則
の
認
定
及
び

適
用
に
お
い
て
重
大
な
違
法
を
犯
し
た
も
の
で
あ

る
（
本
文
第
3

第
6
項） 。

2

因
果
関
係
に
つ
い
て
は 、

不
法
行
為
事
件

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

明
確
な
判
示
を
欠
い

て
い
る
上
に 、

申
立
人
が
前
件
担
当
の
弁
護
士
本

人
に
対
し
事
務
職
員
に
丸
投
げ
し
て
い
な
い
か
を

確
認
す
れ
ば 、

本
件
詐
欺
事
件
は
阻
止
で
き
た
と

摯
に
期
待
し 、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
は
真
の
依
頼・

者
で
あ
る
Cz
も
明
示
又
は
黙
示
の
同
意
を
与
え
て

い
た
可
能
性
を
否
定
し
得
な
い 。
し
た
が
っ
て 、

cz
が
上
告
人
の
依
頼
者
と
な
る
に
当
た
っ
て
被
上

告
人
が
果
た
し
た
役
割
や
被
上
告
人
と
Cz
と
の
間

の
人
的
な
い
し
は
経
済
的
関
係
等
に
照
ら
し
て
被

上
告
人
が
上
記
の
よ
う
な
期
待
を
抱
く
こ
と
に
正

当
事
由
が
あ
っ
た
と
い
え
る
と
す
れ
ば
上
告
人
の

被
上
告
人
に
対
す
る
法
的
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
可

能
性
も
決
し
て
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る 。

3

以
上
の
理
由
に
よ
り 、

私
は
原
判
決
を
破

棄
し
て
こ
れ
を
原
審
に
差
し
戻
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
も
の
で
あ
る
が 、

差
戻
審
に
お
い
て
審
理

を
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
事
項
は
前
項
で
述
べ
た

諸
点
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い 。
な
ぜ
な
ら

ば 、

仮
に
上
告
人
が
被
上
告
人
に
対
し
て
自
称
甲

野
の
本
人
性
に
関
し
て
司
法
書
士
と
し
て
の
専
門

的
知
見
に
基
づ
い
た
助
言
を
す
べ
き
法
律
上
の
義

務
を
負
っ
て
い
た
こ
と
が
肯
定
さ
れ
た
と
し
て

も 、
上
告
人
が
そ
の
よ
う
な
義
務
に
違
反
し
た
か

否
か
は
記
録
上
定
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
か

ら
で
あ
る 。
こ
の
点
に
関
し
て 、

差
戻
審
の
注
意

を
喚
起
す
べ
く
二
つ
の
事
実
に
言
及
し
て
お
き
た

い 。
す
な
わ
ち 、
↑
米
件
に
お
い
て
は
東
京
法
務

局
渋
谷
出
張
所
の
説
明
に
よ
っ
て
本
件
印
鑑
証
明

書
が
偽
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
さ
れ
て
い

る
が 、

本
件
印
鑑
証
明
書
の
偽
造
性
が
ど
の
よ
う

な
理
由
に
よ
っ
て
判
明
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
記

録
上
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
及

び
②
本
件
委
任
状
に
は
印
鑑
証
明
書
等
の
提
出
に

よ
っ
て
人
違
い
で
な
い
こ
と
を
証
明
さ
せ
た
旨
の

公
証
人
の
認
証
が
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
の
二

つ
で
あ
る 。

①
の
事
実
は 、

印
鑑
証
明
書
の
真
偽

判
示
す
る
が 、

当
該
前
件
担
当
弁
護
士
の
証
人
尋

問
の
結
果
及
び
社
会
通
念
に
照
ら
し
て 、

同
人
が

「
事
務
職
員
に
丸
投
げ
し
て
い
た」
と
回
答
し
た

り 、
そ
の
よ
う
に
疑
わ
れ
る
返
事
を
し
た
り
す
る

は
ず
が
な
く 、

原
判
決
の
判
断
は
採
証
法
則
な
い

し
経
験
則
に
違
反
す
る
（
本
文
第
4) 。

3

原
判
決
は 、

司
法
書
士
の
責
任
を
否
定
し

た
り 、
1

割
5

分
程
度
の
責
任
割
合
に
限
定
し
て

き
た
判

例·
裁
判

例
に
違
反
し
て 、
5

割
も
の
責

任
を
負
わ
せ
た
判

例
違
反
が
あ
る 。
し
か
も 、

本

件
に
お
い
て
は 、

相
手
方
は
前
件
が
事
務
職
員
に

よ
っ
て
勝
手
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
悉
し
て

い
た
こ
と 、

経
済
的
出
捐
を
ま
っ
た
く
せ
ず
に
巨

額
の
利
益
を
得
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と 、

申
立
人

は
本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
に
つ
い
て
疑
問
を
提
示

し
た
が 、

相
手
方
の
仲
介
人
ら
の
調
査
に
任
せ
る

こ
と
と
な
っ
た
経
緯
等
々
に
照
ら
し
て 、
5

割
の

過
失
相
殺
で
は
到
底
足
り
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
り 、

民
法
7
2
2

条
2
項
の
適
用
に
お
い
て
損

害
の
衡
平
な
分
担
の
原
則
に
違
背
す
る
違
法
が
あ

る
（
本
文
第
5) 。

4
一
介
の
司
法
書
士
に
対
し 、

不
動
産
取
引

の
リ
ス
ク
と
責
任
を
負
わ
せ
て 、

元
本
だ
け
で
も

3
億
2
4
0
0
万
円
と
い
う
到
底 、

個
人
が
負
担

で
き
な
い
よ
う
な
支
払
い
を
命
じ
る
こ
と
は 、

法

的
正
義
に
著
し
く

反
す
る
も
の
と

確
信
す
る 。

よ
っ
て 、

本
件
は
法
令
の
解
釈
に
関
す
る
重
要

な
事
項
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て 、

原
判
決
に
は
判

決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
違
反

が
あ
り 、

原
判
決
は
破
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ン
。し目

次

第
1

本
件
訴
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の
経
過
…
…
…
…
…
…
…
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の
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と
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…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
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を
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し
た

司
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書
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負
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務
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誤
り
…
…
…
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複
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い
う
疑
問

が
解
消
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
の

判
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違
法
…
…
…
…
…
…
…
…
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注
意
義
務
違
反
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認
定
に
係
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判

断
の
違
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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果
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…
…
…
…
…
…
…
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1
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…
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司
法
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担
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害
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い
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…
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…
…
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小
括
…
…
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…
…
…
…
…
…
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て
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論
…
…
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申
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は 、

本
件
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受
理
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て
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理
由
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き 、

以
下
の
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お
り 、

主
張
す
る 。

第
1

本
件
訴
訟
の
経
過

原
告
（

相
手
方
）

は 、

平
成
28
年
1

月
12
日 、

被
告
yi
及
び
被
告
（

申
立
人
）

Yz
に
対
し 、

連
帯

し
て 、
6
億
4
8
0
0
万
円
等
の
支
払
い
を
求
め

る
訴
訟
を
東
京
地
方
裁
判
所
に
提
起
し
た 。

方
代
表
者
で
あ
り

本
件
取
引
の
担
当
で
あ
っ
た
P

は 、

yl
弁
護
士
に
「一

度
も
会
っ
て
な
い」
(
P

本
人
3

頁
11
行
目
）

と
述
べ
て
お
り 、
上
記
9
月

3
日
の
売
買
契
約
の
際
に
も
yl
は
実
際
に
は
立
ち

会
っ
て
い
な
か
っ
た
（
原
判
決
書
12
頁
19
行
目

〈
間
冒〉） 。

5

平
成
27
年
9
月
7
日 、

げ
法
律
事
務
所
に

お
い
て 、

甲
野
本
人
と
買
主
側
と
の
事
前
面
談
及

び
登
記
申
請
書
類
の
事
前
確
認
の
機
会
が
持
た
れ

た
（

原
判
決
書
9

頁
10
S

11
行
目

〈
6
国
9
声
暉〉
）。

こ
の
面
談
の
席
上 、

自
称
甲
野
は 、
生
年
月
日

を
尋
ね
る
質
問
に
対
し 、

大
正
13
年
▲
▲
月
▲
▲

日
で
あ
る
と
回
答
し
た 。
し
か
し 、
T
が
当
日
所

持
し
て
い
た
平
成
27
年
7
月
26
日
付
け
印
鑑
登
録

証
明
書
（

甲
16
号
証
）

の
生
年
月
日
は
大
正
15
年

▲
▲
月
▲
▲
日
と
記
載
さ
れ
て
い
た
（
原
判
決
書

9
頁
17
S

20
行
目

〈
疇
塩
芦
暉
〉
）。
こ
れ
に
対

し 、

自
称
甲
野
又
は
5
は 、
生
年
月
日
が
大
正
13

年
▲
▲
月
▲
▲
日
と
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
平

成
27
年
7
月
27
日
付
け
の
別
の
印
鑑
登
録
証
明
書

（

甲
8

号
証
2
枚
目
）

を
取
り
出
し
て
示
し
た

（

原
判
決
書
9

頁
21
S

22
行
目

〈
亭
＼

聾
蒻〉
）。

こ
こ
で
生
年
の
鮒
顧
を
最
初
に
指
摘
し
た
の

は 、

申
立
人
で
あ
っ
た
が 、

原
判
決
は
こ
の
重
要

な
事
実
を
認
定
事
実
の
項
目
か
ら
欠
落
さ
せ
て
い

る 。相
手
方
代
表
者
P
も 、
「

や
司
法
書
士
の
ほ
う

が 、
こ
れ
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
言

い
ま
し
た」
(
P

本
人
9

頁
17
行
目
）

と
明
確
に

陳
述
し
て
い
る 。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

原
判
決
は 、
「
9
月

7
日
事
前
面
談
の
席
上 、

買
主
側
の
立
場
で
出
席

し
た
関
係
者
ら
が 、
生
年
の
異
な
る
2
通
の
印
鑑

3
 

2
 

第
2

第
3

登
録
証
明
書
が
存
在
す
る
と
い
う
問
題
点
を
指
摘

し
た
事
実
は
認
め
ら
れ
る」
（

原
判
決
書
20
頁
22

行
目

〈
麟
2
冒〉
）

と
の
事
実
認
定
を
示
し
て
い

る 。
し
か
し
な
が
ら 、
上
記
相
手
方
の
陳
述
に
も

反
し 、
こ
れ
を
裏
付
け
る
的
確
な
証
拠
も
な
い 。

6

そ
の
た
め 、
そ
の
場
で 、

両
方
の
印
鑑
登

録
証
明
書
の
コ
ピ
ー

を
と
っ
て
み
た
と
こ
ろ 、
い

ず
れ
の
印
鑑
登
録
証
明
書
に
つ
い
て
も 、

本
来
現

れ
る
は
ず
の
「

複
製」
の
文
字
が
現
れ
な
か
っ
た

（
原
判
決
書
9

頁
22
S

24
行
目

〈
亨
耀
声
麟〉
）。

T
と

5
が
yl
事
務
所
の
コ
ピ
ー

機
で
コ
ピ
ー

を
と

っ
た
も
の
で
あ
る
（

証
人
T
27
頁
最
終
行
S

28
頁

1
行
目
）。

し
か
し 、
こ
れ
は
T
と

5
が
生
年
の
鮒
翻
す
る

2
通
の
印
鑑
登
録
証
明
書
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た

こ
と
か
ら 、
そ
の
場
を
取
り

繕
う
た
め
に
つ
い
た

嘘
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
な
ぜ
な
ら 、

甲
16

号
証
（

大
正
15
年
生
の
も
の
）

と
甲
8

号
証
の
2

枚
目
（

大
正
13
年
生
の
も
の
）

を
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
分
か
る
と
お
り 、
い
ず
れ
の
印
鑑
登
録
証
明

書
も
「

複
製」
の
文
字
が
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る 。

後
日 、

別
の
コ
ピ
ー

機
で
と
っ
た
ら
「

複

製」
の
文
字
が
出
て
来
た
と 、

あ
た
か
も
瑕
疵
が

治
癒
さ
れ
た
か
の
如
き
体
（

て
い
）

を
装
う
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る 。
そ
し
て 、

実
際
に
そ
の

と
お
り
の
経
過
を
た
ど
っ
た
わ
け
で
あ
る 。

7

結
局 、

5
が
決
済
日
ま
で
に
甲
野
名
義
の

新
し
い
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
っ
て
く
る
と
い
う

話
に
な
っ
た
が
（
原
判
決
書
9

頁
最
終
行
＼

10
頁

1
行
目

〈
1
頂
3
叩
暉〉
）、

ぶ
に
お
い
て
本
件
申

請
ま
で
に
正
式
な
書
類
を
整
え
る
こ
と
に
な
っ

た」
(
1

審
判
決
書
15
頁
8

行
目

〈
聾
障
訂〉
）

の

で
あ
る 。

第
1

審
（

原
原
審
）

判
決
は 、

平
成
29
年
11
月

14
日 、

被
告
YI
が
原
告
に
対
し
6

億
4
8
0
0

万

円
等
を
支
払
う
こ
と
を
命
じ
る
も
の
で
あ
っ
た

が 、

原
告
の
被
告
や
に
対
す
る
請
求
は
棄
却
さ
れ

た 。こ
の
判
決
に
対
し
て 、

原
告
（

控
訴
人
）

は 、

平
成
29
年
11
月
22
日 、

被
告
（

被
控
訴
人
）

W
に

対
し 、
6

億
4
8
0
0

万
円
等
の
支
払
い
を
求
め

て 、

東
京
高
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
が 、

被
告
Yl

は 、

控
訴
し
な
か
っ
た
た
め 、

被
告
YI
に
つ
い
て

は
6
億
4
8
0
0

万
円
等
の
敗
訴
判
決
が
確
定
し

た 。そ
の
後 、

控
訴
人
（
相
手
方）
は 、

平
成
29
年

12
月
25
日 、

請
求
金
額
を
6
億
4
8
0
0

万
円
か

ら
3

億
4
8
0
0

万
円
に
減
縮
し
た
た
め 、

被
控

訴
人
（

申
立
人
）

は 、

平
成
30
年
2
月
26
日 、

第

1
回
口
頭
弁
論
期
日
に
お
い
て 、

控
訴
人
の
請
求

の
減
縮
に
同
意
し
た 。

控
訴
審
（

原
審）
判
決
は 、

平
成
30
年
9
月
19

日 、

第
1

審
（

原
原
審
）

判
決
を
変
更
し
て 、

被

控
訴
人
が
控
訴
人
に
対
し
3

億
2
4
0
0

万
円
等

を
支
払
う
こ
と
を
命
じ
た 。

第
2

本
件
地
面
師
事
件
の
経
緯

1

平
成
27
年
4
月
こ
ろ 、

YI
弁
護
士
が
開
設

す
る
げ
総
合
法
律
事
務
所
の
事
務
員
で
あ
る
T
の

も
と
に 、

株
式
会
社
い
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
5

か
ら 、

本
件
不
動
産
の
売
却
話
が
持
ち
込
ま
れ

た 。
本
件
不
動
産
の
所
有
者
は 、

甲
野
太
郎
で
あ

る 。こ
の
点 、

原
判
決
は 、

上
記
5
に
つ
き 、
「

空

手
の
達
人
で 、

甲
野
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て

い
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た」
（

原
判
決
書
6
頁
15

行
目

〈
聾
叡
紘
29
m
□

2
〉)
と
事
実
認
定
す
る

が 、

5
が
空
手
の
達
人
で
あ
る
こ
と
が
本
件
事
案

と
如
何
な
る
関
係
が
あ
る
の
か 、
そ
れ
以
降
の
判

決
文
に
も一
切
の
記
述
を
欠
い
て
お
り 、

不
可
解

と
の
印
象
を
拭
え
な
い 。
ま
た 、

原
判
決
は 、
こ

の
事
実
を
認
定
す
る
の
に 、
乙
11
号
証
と
T
の
証

言
を
引
用
す
る
が 、
乙
11
号
証
に
は
関
連
す
る
記

載
が
見
ら
れ
ず 、
T
が 、
「

5
目
体
が
大
学
時
代

に
空
手
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
と
い
う
話
は
し

た
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す」
（

証
人
T
7

頁
20

行
目
）

と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い 。

ま
た 、

原
判
決
は 、

5
が
T
に
話
を
持
ち
込
む

際
に 、
「

T
が
Yl
弁
護
士
の
名
前
を
使
っ
て」
（

原

判
決
書
6
頁
6
行
目

〈
聾
霜
m〉)

取
引
を
す
る

よ
う
依
頼
し
た
と
認
定
す
る
が 、

引
用
す
る
乙
11

号
証
に
も
T
の
証
言
に
も 、
そ
の
よ
う
な
事
実
は

出
て
来
な
い 。

2

本
件
不
動
産
の
買
主
と
し
て
は 、

最
初
は

株
式
会
社
E
が 、

次
い
で
株
式
会
社
F
が
候
補
に

上
っ
た
が 、

最
終
的
に
は 、
い
ず
れ
も
破
談
と
な

っ
た
（

原
判
決
書
6
頁
19
S

20
行
目

〈
這
犀
罪
s
3

段
2〉) 。

行
目3

株
式
会
社
い
の
代
表
取
締
役
5
は 、
T
と

は
旧
知
の
関
係
に
あ
っ
た
者
で
あ
る
が 、

5
は 、

T
が
本
件
不
動
産
の
取
引
に
絡
ん
で
い
る
こ
と
を

察
知
し
て 、

平
成
27
年
8
月
18
日
頃 、

T
に
対

し 、

買
王
側
の
仲
介
を
し
た
い
旨
申
し
出
た
（

原

判
決
書
7

頁
15
S

17
行
目

〈
1
S
5
戸
麟〉
）。
そ
し

て 、

5
は 、

買
王
候
補
と
し
て
相
手
方
を
T
に
紹

介
し
た
（

原
判
決
書
7

頁
21
S

22
行
目

〈
4
如
直

S
12〉) 。

行
目こ

の
点 、
1

審
判
決
は 、
「

5
は 、

原
告
か

ら 、

本
件
不
動
産
の
購
入
に
つ
い
て
依
頼
を
受
け

て
い
た」
(
l

審
判
決
書
13
頁
23
行
目

〈
3
訟
碩

相
手
方
代
表
者
P
も 、

新
し
い
印
鑑
登
録
証
明

書
に
つ
い
て
は 、
「

5
さ
ん
が
行
く
ん
じ
ゃ
な
く

て 、

新
し
い
印
鑑
証
明
を
と
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

と
い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た」
(
P

本
人
10
頁
11

行
目
）

と
陳
述
し 、

5
が
5
に
指
示
し
た
も
の
で

あ
る
（

P
の
陳
述
書
で
あ
る
甲
25
号
証
7

頁
19
行

目
「

⑫
氏
は
そ
の
決
済
日
に
新
し
い
印
鑑
証
明
を

取
っ
て
来
る
と
言
っ
た 。」
）。
ま
た 、
P
は 、
9

月
7
日
の
後 、

5
か
ら
(
P
本
人
10
頁
7
S
8

行

目
）、
「
T
氏
が
職
権
で
役
所
に 、

印
鑑
証
明
2
通

出
て
き
た
の
で
確
認
を
し
に
職
権
で
行
か
せ
る
と

い
う
話
は
聞
き
ま
し
た」
(
P
本
人
10
頁
l

行
目
）

と
陳
述
し
て
お
り 、

5
が
T
に
指
示
を
出
し
て
役

所
に
「

行
か
せ
る」
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る 。

8

平
成
27
年
9
月
10 、

代
金
決
済
の
た
め 、

し
の
本
社
に 、

5 、
T 、

Cl
の
Ql 、
P 、

5 、

相

手
方
ほ
か
が
集
ま
っ
た
（
原
判
決
書
12
頁
4
\
7

行
目

〈
胃
罰
暉〉
）。

原
判
決
は 、
「

5
は 、

新
し
い
甲
野
名
義
の
印

鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
を
受
け
て
お
ら
ず 、
9
月

7
日
に
コ
ピ
ー

を
し
て
も
複
製
の
文
字
が
現
れ
な

い
と
い
う
疑
問
は
解
消
さ
れ
て
い
な
か
っ
た」

（
原
判
決
書
12
頁
14
行
目

〈
聾
認
巴
）

と
認
定
す

る
が 、
翌
8
日
に
5
が
自
分
の
会
社
の
コ
ピ
ー

機

で
は
複
写
の
文
字
が
現
れ
た
と
T
や
P
に
報
告
し

て 、
10
日
の
決
済
ま
で
に
は
問
題
は
解
消
さ
れ
た

と
い
う
認
識
に
至
っ
て
い
た 。
こ
の
点 、
T
は 、

「
事
実
と
し
て
は 、

と
に
か
く

翌
日
に
な
っ
て
自

分
(
II

5。
引
用
者
補
）

の
ほ
う
の
複
写
で
は
出

ま
し
た
か
ら
こ
れ
で
や
り
ま
す
と 、
そ
う
い
う
話

だ
っ
た」
（

証
人
T
28
頁
10
行
目
）、
「

5
君
の
ほ

う
で
こ
れ
で
や
り
ま
す
と
い
う
話
が
あ
っ
た
ん
で

す」
（

同
頁
7

行
目
）

と
証
言
し
て
い
る 。

ま

〉
）

と
正
し
く

認
定
し
て
い
る
が 、

な
ぜ
か

2
 
2

 

行
目

原
判
決
で
は 、
こ
の
事
実
の
認
定
が
欠
落
し
て
い

る 。相
手
方
代
表
者
P
は 、
1

審
被
告
Yl
訴
訟
代
理

人
の
反
対
尋
問
に
対
し
て 、

5
に
本
件
不
動
産
の

購
入
に
つ
い
て
依
頼
し
た
経
緯
を
詳
細
に
陳
述
し

て
い
る
(

P

本
人
6
頁
19
行
目
＼
7

頁
17
行

目
）。
P
は 、

⑬と
の
関
係
に
つ
き 、
「

先
輩
で
元

同
じ
会
社
で
仕
事
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す」

(
P

本
人
10
頁
23
行
目
）、

ま
た 、

知
り

合
っ
て

「
も
う
27 、
8

年
た
つ
と
思
い
ま
す」
（

同
11
頁
10

行
目
）

と
述
べ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
な
P
と

5
の
人
的
関
係
の
存
在
を
抜

き
に
し
て 、

本
件
取
引
に
お
い
て
5
が
中
心
的
な

役
割
を
果
た
せ
た
事
実
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い 。な

お 、
T
は
尋
問
に
お
い
て
他
者
の
呼
称
に
つ

い
て
は
敬
称
な
く
呼
び
捨
て
に
す
る
か
「

さ
ん」

付
け
に
し
て
い
る
が 、

5
（

及
び
そ
の
部
下
の

J)

と
と
も
に
相
手
方
代
表
者
P
に
つ
い
て
も

「
君」

付
け
す
る
場
合
が
あ
り

(
T
6
頁
25
行

目
•

9
頁
2

行
目
等
）、
T
．
p
.

5
の
親
し
い

関
係
が
推
知
さ
れ
る 。

4

本
件
不
動
産
の
売
買
に
つ
い
て
は 、

登
記

名
義
人
で
あ
る
甲
野
か
ら
合
同
会
社
Cl
に 、

Cl
か

ら
相
手
方
に 、

相
手
方
か
ら
Cz
に
売
買
す
る
形
を

取
る
こ
と
に
な
り 、

平
成
27
年
8
月
7
日
付
け
の

甲
野•
Cl
間
の
売
買
契
約
書
（
甲
9

号
証）
を
受

け
て 、

同
年
9
月
3
日 、

Cl．
相
手
方
間
の
売
買

契
約
が
締
結
さ
れ
た
（

甲
3

号
証
）。

cl．
相
手
方
間
の
売
買
契
約
で
は 、

5
が
代

表
取
締
役
を
務
め
る
い
が
媒
介
業
者
と
な
り 、

Yl

が
立
会
人
と
な
っ
て
い
る
（

甲
3

号
証） 。

相
手

た 、
P
は 、

5
か
ら 、
T
が
法
務
局
で
は
な
く

役

所
に
行
っ
て 、

印
鑑
登
録
証
明
書
に
つ
い
て
は 、

「
問
題
な
い
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い
ま
す」
(
P

本
人
10
頁
6
行
目
）

と
陳
述
し
て
い
る 。

そ
の
た
め 、
10
日
当
日
は
滞
り
な
く
決
済
が
終

了
し
た
(
P
の
陳
述
書
で
あ
る
甲
25
号
証
7

頁
24

行
目
＼
8

頁
5

行
目
）。

な
お 、

申
立
人
の
記
憶
で
は 、

席
上 、

5
と
T

か
ら 、

本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
は
5
の
会
社
の
コ

ピ
ー

機
で
は
複
製
の
文
字
が
出
た
こ
と 、

役
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
に
は
問

題
が
な
い
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た 。
上
述
の
と
お

り 、

本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ピ
ー

に
は
も
と

も
と
複
製
の
文
字
が
現
れ
て
い
た
の
で
あ
り 、

当

日
も
そ
れ
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
加
え

て 、

印
刷
機
メ
ー

カ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
コ

ピ
ー

機
に
よ
っ
て
は
透
か
し
印
刷
の
複
製
の
文
字

が
出
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り

(
htt
ps
 ://
w
w
w .
e
ps
o
n .j
p/
pr
o
d
ucts/
 

bizprinter/pxs860/f ·eat
ure|6 .
ht
m) 、

5
が

別
の
コ
ピ
ー

機
で
複
製
の
文
字
が
出
た
と
言
っ
た

ぴ
ょ
う

こ
と
は一
見
信
憑
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る 。

ま
た 、

原
判
決
が
複
製
の
文
字
が
現
れ
な
い
印

鑑
登
録
証
明
書
を
登
記
所
に
提
出
し
た
と
甚
だ
し

い
事
実
誤
認
を
来
し
た
理
由
は 、

恐
ら
く
甲
11
号

証
5

枚
目
の
印
鑑
登
録
証
明
書
に
よ
っ
た
た
め
と

推
測
さ
れ
る 。
こ
れ
は 、

登
記
所
に
お
い
て
カ
メ

ラ
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら 、

複

製
の
透
か
し
文
字
が
複
写
機
に
よ
っ
て
コ
ピ
ー
さ

れ
た
場
合
に
し
か
現
れ
な
い
以
上 、

複
製
の
文
字

が
現
れ
て
い
な
く
て
当
然
で
あ
る 。
登
記
所
に
お

い
て
は 、
コ
ピ
ー

機
に
よ
る
写
し
は
認
め
ず 、

写

真
機
に
よ
る
撮
影
の
み
を
許
す
運
用
と
の
こ
と
で

【追加資料】
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9

同
日 、

本
件
登
記

申請
が 、

前
件
を
甲
野

↓
Cl 、

後
件
を
Cl
↓

し
と
す
る
連
件
申
請
と
し
て

な
さ
れ
た
が 、
14
日 、

東
京
法
務
局
渋
谷
出
張
所

か
ら
申
立
人
に
電
話
が
あ
り 、
そ
の
結
果 、

本
件

前
件

申請
が
却
下
を
免
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

を
知
り 、

申
立
人
は 、

同
月
16
日 、

本
件
後
件
申

請
を
取
り

下
げ
た 。

第
3

過
失

1

原
判
決
の
判
示

・

原
判
決
は 、
「

連
件
申
請
の
う
ち
本
件
後
件
申

請
を
代
理
す
る
司
法
書
士
は 、

本
件
前
件
申
請
に

却
下
事
由
（
登
記
義
務
者
の
本
人
性
を
含
む 。）

そ
の
他
の
問
題
が
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て 、

相

応
の
注
意
を
払
う
べ
き
義
務
を
負
う」

（
原
判
決

書
15
頁
6
行
目

〈
麟
匹
罰i〉)
と
こ
ろ 、
「

第
1

審

被
告
が
本
件
前
件
申
請
に
つ
い
て
違
法
行
為
（
無

資
格
者
T
が
弁
護
士
YI
の
名
前
を
借
り
て
申
請
代

理）
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
優
に

認
定
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る」
（
同
16
頁
10

行
目

〈
鰐
6
頭
m〉)
か
ら 、
「

通
常
の
案
件
よ
り
も

警
戒
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て 、

慎
重
に
本
件
前
件
申

請
及
び
本
件
後
件

申請
に
問
題
が
な
い
か
を
点
検

す
べ
き
注
意
義
務
を
負
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る」
（
同
頁
22
行
目

〈
虹
霜
印〉）

と
こ
ろ 、
「

第

1
審
被
告
は 、

YI
弁
護
士
と
面
談
も
試
み
ず 、

電

話
そ
の
他
で
接
触
を
と
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
の

で
あ
り 、
こ
の
点
に
最
初
の
注
意
義
務
違
反
が
あ

る」
（
同
頁
25
行
目

〈
馴
攣
闘〉）
と
し
た 。

そ
し
て 、

第
ー
に
（
原
判
決
書
17
頁
7

行
目

〈
麟
翡
町〉） 、

「
何
ら
疑
問
が
解
決
さ
れ
て
い
な

い
本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
を
添
付
書
類
と
す
る
前

件
登
記

申請
が
さ
れ
る
の
を
漫
然
と
見
過
ご
し
て

ば
後
件
申
請
代
理
人
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い 。
ま
た 、

後
件

申請
代
理
人
が
前
件
の

登
記

申請
に
つ
い
て
疑
義
を
呈
す
れ
ば 、

後
件
申

請
代
理
人
に
望
む
べ
く
は
そ
こ
ま
で
で
あ
っ
て 、

そ
れ
で
も
前
件
登
記
申
請
を
行
う
か
否
か 、

実
体

的
な
取
引
を
実
行
す
る
か
否
か
は 、
ま
さ
に
取
引

に
関
与
し
た
当
事
者
の
判
断
に
こ
そ
委
ね
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る 。

な
お 、
上
記
「

特
約」
に
つ
い
て
は 、

原
判
決

も
本
件
で
の
特
約
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
（
原

判
決
書
8
頁
18
行
目

〈
聾
叫
冒〉「
第
1

審
被
告
が

委
任
さ
れ
た
の
は 、

本
件
後
件
申
請
の
登
記

申請

代
理
事
務
だ
け
で
あ
り 、

本
件
前
件
申
請
の
売
主

で
あ
る
甲
野
の
本
人
性
の
裏
付
け
調
査
そ
の
他
の

実
体
的
な
調
査
確
認
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
指
示
は
な
く 、」） 。

③

登
記
申
請
代
理
業
務
に
お
い
て
司
法
書
士

が
負
う
べ
き
注
意
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
判
断
を

示
し
た
最
高
裁
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ 、

上
述
の
と
お
り 、

原
判
決
は 、
こ
の
点
に
関
し 、

従
来
の
高
裁
判
例
と
相
反
す
る
判
断
を
示
し
た
も

の
で
あ
る 。
第
1

審
判
決
は 、

従
前
の
確
立
し
た

高
裁
判
例
に
従
っ
て
請
求
棄
却
の
判
断
を
示
し
て

い
る 。
登
記

申請
代
理
業
務
を
受
任
し
た
司
法
書

士
が
い
か
な
る
不
法
行
為
上
の
注
意
義
務
を
負
う

べ
き
か
と
い
う
点
に
お
い
て 、

本
件
が
民
法
7
0

9
条
の
解
釈
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
含
む
も
の

で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い 。

そ
し
て 、

連
件
申
請
の
場
合
に
お
い
て 、

後
件

申請
を
担
当
す
る
司
法
書
士
が 、

前
件

申請
に
対

し
て
「

相
応
の
注
意
義
務」
を
負
う
と
す
る
原
判

決
は 、

独
自
の
見
解
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り 、

民

法
7
0
9

条
の
「

過
失」
の
解
釈
を
誤
っ
た
違
法

2

あ
る 。

ー

が
あ
る 。

3

申
立
人
が
本
件
前
件

申請
に
つ
い
て
違
法

行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
否
か
に
つ

い
て
の
判
断
の
違
法

田

原
判
決
は 、

申
立
人
が
本
件
前
件
申
請
に

つ
い
て
違
法
行
為
（
無
資
格
者
で
あ
る
T
が
yi
の

名
前
を
借
り
て
代
理
行
為
を
行
う
と
い
う
弁
護
士

法
72
条
違
反
行
為）
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

た
と
認
定
す
る
が 、

申
立
人
は 、

本
件
前
件

申請

に
つ
い
て
無
資
格
者
T
が
YJ
弁
護
士
の
名
前
を
借

り
て
申
請
代
理
を
行
っ
て
い
る
な
ど
と
は 、
ま
っ

た
く
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た 。
こ
の
点
に
つ
い
て

は 、

司
法
書
士
と
し
て
の
職
業
倫
理
に
誓
っ
て 、

か
つ 、

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
良
心
に
誓
っ

て 、

絶
対
に
違
法
行
為
の
存
在
な
ど
知
ら
な
か
っ

た 。そ
も
そ
も 、

申
立
人
が
本
件
前
件
申
請
に
つ
い

て
違
法
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
否

か
の
点
に
つ
い
て 、

相
手
方
も
明
確
に
主
張
す
ら

し
て
お
ら
ず 、
立
証
も
行
っ
て
い
な
い 。
原
原
審

に
お
け
る
人
証
調
べ
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く

取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
上 、

原
審
に
お
い
て
も
こ
の

点
に
つ
い
て
新
た
な
証
拠
調
べ
は一
切
実
施
さ
れ

て
い
な
い 。

こ
の
よ
う
に 、

原
判
決
は 、

十
分
な
審
理
を
尽

く
さ
な
い
ま
ま 、

突
如
と
し
て 、

申
立
人
が
本
件

前
件
申
請
に
つ
い
て
違
法
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
た
と
の
事
実
認
定
を
し 、
そ
の
結
果 、

「
通
常
の
案
件
よ
り
も
警
戒
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

て 、

慎
重
に
本
件
前
件
申
請
及
び
本
件
後
件
申
請

に
問
題
が
な
い
か
を
点
検
す
べ
き
注
意
義
務」
を

負
う
と
の
帰
結
を
導
い
て
い
る 。
か
か
る
原
判
決

の
判
断
に
は
明
ら
か
に
審
理
不
尽
の
違
法
が
あ

●
:
'

い
た」
（
同
21
頁
5

行
目

〈
麟
圏
冒〉）
過
失
が
あ

り 、

第
2
に
（
同
17
頁
24
行
目

〈
”
619
直
釦
〉） 、

「
本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
の
住
所
の
末
尾
の
「

号」

の
記
載
を
漫
然
と
見
過
ご
し」
（
同
20
頁
14
行
目

〈
罰
直
町〉）
た
過
失
が
あ
っ
た
と
す
る 。

2

従
前
の
高
裁
判
例
と

相
反
す
る
判
断

田

ま
ず 、

登
記
が
A
↓
B
↓
C
と

移
転
す
る

場
合
に 、
B
C
間
を
担
当
す
る
後
件
申
請
代
理
人

は 、

原
則
と
し
て 、

前
件

申請
た
る
A
B
間
の
A

の
本
人
性
や
添
付
書
類
の
真
正
に
つ
い
て 、

調

査・
確
認
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い 。
こ
れ

は 、

高
等
裁
判
所
に
お
い
て 、

確
立
し
た
判
例
と

な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
丙
ー

号
証
と
し
て
提

出
し
た
東
京
高
裁
平
成
24
年
4
月
17
日
判
決 。
丙

4
号
証
の
東
京
地
裁
平
成
25
年
5
月
30
日
判
決
は

控
訴
取
下
げ
に
よ
り

確
定 。
東
京
地
裁
平
成
27
年

12
月
21
日
判
決・
判
夕
l
4
2
5

号
2
8
2
頁
は

控
訴
状
却
下
に
よ
り

確
定 。
な
お 、

連
件

申請
の

後
件
担
当
司
法
書
士
の
説
明
義
務
違
反
を
否
定
し

た
東
京
高
裁
平
成
25
年
7
月
11
日
判
決・
判
例
体

系） 。こ
れ
に
対
し
て 、

原
判
決
は 、

後
件

申請
代
理

人
は 、

前
件
申
請
に
つ
い
て
「

相
応
の
注
意
義

務」
を
負
う
と
判
示
す
る
が 、
理
論
的
な
根
拠
に

欠
け 、

規
範
と
し
て
も
ど
の
よ
う
な
注
意
義
務
で

あ
る
の
か
曖
昧
で
あ
る 。
こ
う
し
た
「

相
応
の
注

意
義
務」
を
負
う
と
す
る
高
裁
判
例
は
1

件
も
見

当
た
ら
な
い 。

原
判
決
は 、
「

第
1

審
被
告
の
上
記
主
張
自

体 、
「

原
則
と
し
て」
の
留
保
を
付
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
か
ら 、
上
記
①
で
述
べ
た
当
裁
判
所

の
認
識
と
実
質
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
解

さ
れ
る」
（
原
判
決
書
22
頁
l

行
目

〈
雙
霜
132〉 。

な
お 、
「

上
記
田」
に
お
い
て
相
当
の
注
意
義
務

が
判
示
さ
れ
て
い
る）

と
述
べ
る
が 、

申
立
人

は 、
上
記
判
例
に
従
い 、
「

何
ら
か
の
特
約」
（
丙

1
号
証
3

頁
29
行
目）
の
あ
る
場
合
を
例
外
と
す

る
趣
旨
で
あ
り 、

予
備
的
に
上
記
判
例
の
原
審
で

あ
る
東
京
地
裁
平
成
23
年
12
月
13
日
判
決
の
よ
う

に
前
件
に
「一

見
し
て
明
白
に
そ
の
適
正
な
作
成

を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
事
情
が
あ
る
な
ど
特
段
の
事

情」
（
丙
ー

号
証
3

頁
33
行
目）
が
あ
る
場
合
を

例
外
と
す
る
趣
旨
で 、

原
則
と
し
て
と
い
う
趣
旨

の
主
張
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
（
平
成
28
年
3
月
31

日
付
け
被
告
Yz
第
1

準
備
書
面
3

頁
ア） 。

②

連
件
申
請
で
な
い
通
常
の
単
独

申請
の
場

合
で
す
ら 、
「

司
法
書
士
は
そ
の
職
務
の
性
格
か

ら
み
て 、

依
頼
人
か
ら
そ
の
交
付
を
受
け
た
登
記

申
請
に
添
付
す
べ
き
書
類
が
偽
造
の
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
の
調
査
義
務
は 、

特
段
の
事
情
が
な
い

限
り
こ
れ
を
負
わ
な
い
も
の
で
あ
る」
（
東
京
高

裁
昭
和
48
年
1

月
31
日
判
決・
判
夕
3
0
2

号
1

9
7

頁）
こ
と
は 、

確
立
し
た
判
例
と
な
っ
て
い

た
も
の
で
あ
る
か
ら 、

相
応
の
注
意
義
務
を
し
か

も
連
件

申請
の
場
合
に
負
わ
せ
る
原
判
決
は 、
あ

ま
り
に
独
自
の
見
解
に
基
づ
く
も
の
と
断
ぜ
ざ
る

を
得
な
い 。

東
京
高
裁
平
成
17
年
9
月
14
日
判
決・
判
タ
ー

2
0
6

号
2
1
1

頁
は 、
「一

審
原
告
は 、
こ
の

点 、

司
法
書
士
に
登
記
申
請
を
依
頼
す
る一
般
市

民
の
常
識
と
し
て
は 、

登
記
業
務
全
般
を
依
頼
す

れ
ば 、

本
人
の
意
思
確
認
を
含
め
て
書
類
の
真
正

に
つ
い
て
も
依
頼
し
た
と
考
え
る
の
が
通
常
で
あ

り 、

仮
に
特
段
の
依
頼
等
が
な
い
限
り 、

司
法
書

士
が
書
類
の
真
正
に
つ
い
て
基
本
的
に
責
任
を
負

わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば 、
一
般
市
民
の
司

り 、
そ
の
結
果
法
令
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の
で
あ

る 。
②

仮
に
上
記
①
の
点
を
措
く
と
し
て
も 、

例

え
ば
次
の
よ
う
な
諸
点
に
お
い
て 、

申
立
人
が

T
•

YI
の
違
法
行
為
を
知
っ
て
い
た
と
は 、

到

底 、

認
め
ら
れ
な
い 。

ア

ま
ず 、

申
立
人
に
は 、
T
•

YI
の
違
法
行

為
を
知
り
な
が
ら
敢
え
て
登
記
の
代
理
申
請
を
す

る
動
機
も
利
益
も
な
い 。

申
立
人
の
「

報
酬
も 、
一
般
的
な
登
記
申
請
代

理
の
場
合
と
異
な
ら
な
い
約
13
万
円
で
あ
っ
た」

（
原
判
決
書
8
頁
21
行
目

〈
聾
国
冒〉）
と
は 、

原

判
決
も
認
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が 、
6
億
8
1

0
0
万
円
の
不
動
産
価
格
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
低

廉
な
報
酬
額
で
あ
る
（
平
成
14
年
に
廃
止
さ
れ
た

司
法
書
士
の
報
酬
基
準
の
最
低
額
を
下
回
る
報
酬

額
で
あ
る） 。
こ
れ
に
対
し
て 、

相
手
方
の
得
る

利
益
は 、

Cl
か
ら
6
億
5
0
0
0
万
円
で
取
得
し

た
本
件
不
動
産
を
6
億
8
1
0
0
万
円
で
Cz
に
転

売
し
て
お
り 、
そ
の
利
益
は
3
1
0
0
万
円
に
も

上
る 。
し
か
も 、

相
手
方
は 、

Cz
と
Cl
間
の
中
間

取
得
者
で
あ
っ
て 、

実
質
的
に
は
仲
介
の
立
場
に

あ
り 、
も
ち
ろ
ん
自
己
資
金
ゼ
ロ
で
3
1
0
0
万

円
も
の
儲
け
に
あ
ず
か
る
の
で
あ
る 。
こ
の
点 、

原
判
決
は 、
「

差
額
3
1
0
0
万
円
は 、

買
主
側

の
仲
介
業
者
と
な
る
い
(
5)
ほ
か
に
支
払
う
仲

介
手
数
料
分
を
加
算
し
た
も
の
で
あ」
（
原
判
決

書
9

頁
2
行
目

〈
鰐
匹
冒〉）

る
と
申
立
人
の
認

識
と
は
異
な
る
認
定
を
す
る
が 、

宅
建
業
法
で
定

め
ら
れ
た
上
限
額
で
あ
る
2
1
0
6
万
円
(
6

億

5
0
0
0
万
円
x
3
%
＋
消
費
税）
を
l
o
o
o

万
円
も
超
過
す
る
違
法
な
金
額
で
あ
る 。
相
手
方

代
表
者
P
は 、
こ
れ
を
2
社
に
「
2
1
0
0
万
円

法
書
士
に
対
す
る
信
頼
は
失
墜
す
る
な
ど
と
主
張

す
る 。
し
か
し 、

登
記
は
形
式
的
な
事
項
に
関
し

て
も
極
め
て
専
門
的
技
術
的
な
側
面
を
有
し 、

登

記
申
請
の
方
法
に
つ
い
て
は
不
動
産
登
記
法
（
全

部
改
正
前
の
旧
法） 、

不
動
産
登
記
令
（
全
部
改

正
前
の
不
動
産
登
記
法
施
行
令） 、

不
動
産
登
記

規
則
（
全
部
改
正
前
の
不
動
産
登
記
法
施
行
細

則）

な
ど
の
関
係
法
令
に
細
か
い
規
定
が
あ
っ

て 、

必
要
書
類
の
徴
求
や

申請
書
類
の
作
成
に
限

っ
て
も 、

法
律
的
な
知
識
や
実
務
に
精
通
し
た
司

法
書
士
の
役
割
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
て 、

司
法

書
士
が
基
本
的
に
は
書
類
の
真
正
に
つ
い
て
責
任

を
負
わ
な
い
と
解
し
た
か
ら
と
い
っ
て 、
一
般
市

民
の
司
法
書
士
に
対
す
る
信
頼
が
失
墜
す
る
と
の

非
難
は
当
た
ら
な
い」
と

判
ホ
し
て
い
る 。

そ
も
そ
も 、

売
買
契
約
な
り

不
動
産
取
引
の
相

手
方
が
本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
は 、

取
引
当
事
者

の
責
任
に
お
い
て
調
査
し
て 、
そ
の
危
険
は
取
引

当
事
者
が
負
う
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る 。
そ
う
し
て
成
立
し
た
実
体
的
な
権
利
変
動
の

結
果
を
登
記
に
表
示
す
る
た
め
の

申請
行
為
の
代

理
を
行
う
の
が
司
法
書
士
で
あ
っ
て 、

司
法
書
士

に
取
引
当
事
者
の
本
人
性
に
つ
い
て
の
責
任
を
認

め
る
根
拠
と
し
て
は 、

司
法
書
士
が
登
記
申
請
の

た
め
に
本
人
確
認
し
た
り 、

添
付
書
類
を
確
認
し

た
り
し
た
際
に 、

登
記
申
請
と
い
う
表
示
行
為
上

の
責
任
を
取
引
の
実
体
に
ま
で
及
ぼ
す 、
つ
ま
り

間
接
的・
反
射
的
な
効
果
を
認
め
る
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い 。
連
件
申
請
の
場
合 、

後
件
申
請
代
理

人
は
前
件
の
本
人
性
や
添
付
書
類
を
確
認
す
る
義

務
や
慣
行
が
元
々
な
く 、

手
続
面
か
ら
実
体
面
に

間
接
的・
反
射
的

な
効
果
を
認
め
る
基
礎
を
欠
い

て
い
る
以
上 、
よ
ほ
ど
例
外
的
な
場
合
で
な
け
れ

と
1
0
0
0
万
円」
(
p
16
頁
24
行
目）

ず
つ
支

払
っ
た
と
述
べ
る
が 、

媒
介
業
者
は
5
の
い
l

社

で
あ
り

（
甲
3

号
証
7

枚
目） 、

宅
地
建
物
取
引

士
の
J
は
い
の
社
員
で
あ
る 。
仮
に
い
と

他
社
と

の
共
同
仲
介
で
あ
っ
て
も 、
上
限
額
は
同
じ
で
あ

る 。
い
ず
れ
に
し
て
も 、

相
手
方
な
り

5
に
は
莫

大
な
経
済
的
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
た 。

イ

つ
ぎ
に 、

申
立
人
は 、

平
成
27
年
9
月
7

日
の
1

度
し
か
げ
総
合
法
律
事
務
所
を
訪
問
し
た

こ
と
が
な
く 、

YI
の
事
務
員
で
あ
る
T
と
も
同
日

と
同
月
10
日
の
2
回
し
か
会
っ
た
こ
と
が
な
い
以

上 、

到
底 、
無
資
格
者
の
T
が
YI
弁
護
士
の
名
前

を
借
り
て

申請
代
理
を
行
っ
て
い
る
な
ど
と
は 、

想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た 。

yl
弁
護
士
が
担
当
す
る
前
件
に
つ
い
て
は 、

9
月
3
日
に
同
弁
護
士
が
立
会
い
売
買
契
約
が
締

結
さ
れ
て
お
り 、
7
日
に
申
立
人
が
同
事
務
所
を

訪
問
し
た
際
に
は
既
に
同
日
付
け
の
公
証
人
に
よ

る
認
証
書
が
作
成
さ
れ
て
い
た
た
め 、

事
務
職
員

が
対
応
す
る
こ
と
に
何
ら
違
和
感
は
持
た
な
か
っ

た 。
こ
れ
に
対
し
て 、

相
手
方
代
表
者
の
P
は 、

何
度
も
げ
事
務
所
を
訪
問
し
て
お
り 、
な
ん
と
し

た
こ
と
か 、
9
月
7
日
以
前
に 、
T
が
YI
を
操
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
(
p
14
頁
24
行

目
「
9
月
7
日
の
前」
•
3

頁
17
行
目
「

後
ろ
で

言
葉
は
悪
い
け
ど
操
っ
て
る」） 。

ま
た 、

原
判
決
は 、
T
の
専
横
を
強
調
す
る
た

め
か 、

相
手
方
さ
え
主
張
し
て
い
な
い
「

本
件
法

律
事
務
所
に
所
属
す
る
弁
護
士
は
Yl
（
昭
和
14
年

生）
一
人
だ
け
で
あ」
（
原
判
決
書
4
頁
22
行
目

〈
間
信臼〉）

る
と
認
定
す
る
が 、

あ
ま
り
に
も

明
白
で
重
大
な
事
実
誤
認
で
あ
る 。
YI
の
陳
述
書

に
は 、
「

居
候
弁
護
士
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
G
君

【追加資料】
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が
応
募
し
て
W
事
務
所
に
入
っ
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り 、

同
年
1

月
初
旬
頃
か
ら
勤
務
し
だ
し
ま
し

た 。
そ
し
て 、

同
時
期
に
女
性
事
務
員
を一
人
追

加
し
て 、

W
事
務
所
は
所
長
の
私 、

居
候
弁
護
士

の
G
君 、

事
務
長
の
H
氏 、

事
務
員
の
男
性
ス
タ

ッ
フ
T
及
び
女
性
事
務
員
二
人
の
体
制
で
業
務
を

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た 。
以
上
が
本
件
取
引
の

あ
っ
た
当

時
の
事
務
所
の
体
制
で
あ」
（
乙
12

号

証
2
頁
9)
る
と
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
お
り 、

平

成
27
年
度
の
日
弁
連
の
会
員
名
簿
（
平
成
27
年
4

月
1
日
現
在）
で
は 、

登
録
番

号
x
x
x
x
x
の

G
弁
護
士
が
x
x
町
の
ー
ビ
ル
に
所
在
し
た
ザ
総

合
法
律
事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
容
易
に

確
認
で
き
る
の
で
あ
る 。
実
際 、

申
立
人
も
9
月

7
日
に
B
事
務
所
の
奥
の
会
議
室
に
通
さ
れ
た

際 、

弁
護
士
ら
し
き
人
物
を
見
掛
け
て
い
る 。

原

判
決
に
は
看
過
で
き
な
い
思
い
込
み
が
あ
る 。

ウ

こ
れ
に
対
し
て 、

原
判
決
は 、
9
月
7

日 、

申
立
人
が
「

本
件
前
件
申
請
の
た
め
の
必
要

書
類
が
形
式
に
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

た」
（
原
判
決
書
10
頁
4
行
目
〈

聾
匹
冒〉） 。
な

お 、
「

形
式
的」
の
「

的」
が
脱
字）
と
し
て 、

「
YI
作
成
名
義
の
平
成
27
年
9
月
7
日
付
け
本
人

確
認
情
報
（
甲
7)」

（
原
判
決
書
11
頁
8

行
目

〈

間
開〉）
を
挙
げ
る
が 、

申
立
人
は
確
認
し

て
い
な
い 。
「

同
日
付
け
の
比
公
証
人
作
成
の
甲

野
太
郎
本
人
に
相
違
な
い
こ
と
の
認
証
書
（
甲
7

号
証
4
枚
目）
を
確
認
し
た
に
過
ぎ
ず 、

被
告
Yl

弁
護
士
作
成
の
本
人
確
認
情
報
等
の
交
付
は
受
け

て
い
な
い」
（
平
成
28
年
3
月
31
日
付
け
被
告
第

l
準
備
書
面
2
頁
20
行
目） 。

公
証
人
の
認
証
が
あ
る
以
上 、

本
人
確
認
情
報

は
「

必
要
書
類」
で
も
な
く 、

実
際 、

登
記
所
に

も
な
じ
み
が
な
い 。
試
み
に
第一
法
規
の
判

例
情

報
で
「

警
戒
の
レ
ベ
ル」
と
入
力
し
て
検
索
し
て

も 、

判
決
文
中
に
ヒ
ッ
ト

す
る
も
の
は
1

件
も
な

か
っ
た
の
で
あ
る 。
さ
ら
に 、

新
日
本
法
規
の
ウ

エ
ス
ト
ロ
ー

ジ
ャ
パ
ン
で
も
検
索
語
と
し
て
該
当

な
し
で
あ
っ
た 。

こ
の
よ
う
に 、

原
判
決
の
判
示
す
る
注
意
義
務

の
内
容
に
は
法
解
釈
論
と
し
て
妥
当
性
が
見
出
し

難
く 、
こ
の
点
に
お
い
て 、

本
件
は
民
法
7
0
9

条
の
過
失
の
解
釈
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
含
む

事
件
と
い
う
べ
き
で
あ
る 。

図

と
こ
ろ
で 、

原
判
決
は 、
「

第
1

審
原
告

は 、

本
件
後
件
申
請
の
当
事
者
（
登
記
権
利
者 、

登
記
義
務
者）
で
は
な
く 、

第
1

審
原
告
と
第
ー

喜
告
の
間
に
は
委
任
関
係
が
存
在
す
る
わ
け
で

も
な
い 。

第
1

審
原
告
は 、
そ
の
意
味
で
は
第
三

者
で
あ
る
が 、

中
間
省
略
登
記
の
中
間
買
受
人
と

し
て 、

最
終
買
受
人
で
あ
る
Cz
へ
の
所
有
権
移
転

登
記
の
実
現
に
つ
き
当
事
者
に
準
ず
る
重
大
な
利

害
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る 。
上
記
田
で
述

べ
た
司
法
書
士
と
し
て
の
注
意
義
務
は 、

不
法
行

為
の
過
失
を
基
礎
付
け
る
も
の
と
し
て 、

委
任
関

係
に
な
い
第
1

審
原
告
と
の
関
係
で
も
妥
当
す
る

も
の
で
あ
る」
（
原
判
決
書
19
頁
18
行
目
〈

鱈319

開〉）
と

判
示
す
る
が 、

相
手
方
は 、

本
件
に

お
い
て
登
記
権
利
者
で
も
義
務
者
で
も
な
い
以

上 、

当
事
者
に
準
ず
る
重
大
な
利
害
関
係
が
あ
る

と
い
う
だ
け
で 、
「

本
件
前
件
申
請
に
却
下
事
由

（
登
記
義
務
者
の
本
人
性
を
含
む 。）
そ
の
他
の
問

題
が
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て 、

相
応
の
注
意
を

払
う
べ
き
義
務
を
負
う」
（
原
判
決
書
15
頁
6
行

目
〈

開
叫
臼〉
で
述
べ
ら
れ
た
上
記
「

上
記
田
で

述
べ
た
司
法
書
士
と
し
て
の
注
意
義
務」）
と
解

提
出
さ
れ
て
い
な
い
（
原
判
決
書
13
頁
15
行
目

〈

開
開〉） o

yl
の
本
人
確
認
情
報
に
は 、
「

銀

座
公
証
人
役
場
へ
本
人
に
赴
い
て
も
ら
い」
（
甲

7

号証2
頁
7

②)

と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か

ら 、
こ
れ
が
7
日
の
事
前
面
談
の
席
上
で
用
意
さ

れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は

時
間
的
余
裕
か
ら
し

て
困
難
で
あ
る 。
T
も 、
「

本
件
に
お
い
て
は 、

銀
座
公
証
役
場
に
お
い
て
公
証
人
民
氏
が
本
人
確

認
し
て
公
証
し
た
も
の
に
よ
り
登
記
申
請
は
し
て

い
る
の
で 、

本
来 、

本
人
確
認
情
報
は
登
記
に
不

要
で
し
た
が 、

本
件
仲
介
者
が
20
年
来
知
己
の
あ

る
5
で
あ
っ
た
た
め 、

当
事
務
所
の
認
識
及
び
ニ

人
の
公
証
人
の
認
識
が一
致
し
た
た
め
親
切
に
交

付
し
た
も
の
で
し
た」
（
乙
11

号証4
頁
16
行
目）

と
陳
述
し
て
お
り 、

申
立
人
の
目
に
触
れ
た
可
能

性
は
低
い 。

い
ず
れ
に
し
て
も 、

原
判
決
が
「

前
記
本
人
確

認
情
報
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と

(
YI
に
よ
る
確
認

と
い
う
架
空
の
事
実
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と）

を
指
摘
し
な
か
っ
た」
（
原
判
決
書
11
頁
17
行
目

〈

麟
紅
罰〉）
と
あ
た
か
も
過
失
が
あ
る
か
の
如

く
判
示
す
る
の
は 、

飛
躍
が
あ
り

過
ぎ
る 。
な

お 、

原
判
決
は 、

申
立
人
が
本
件
本
人
確
認
情
報

を
「

事
前
に
確
認
し
て
い
た」
（
原
判
決
書
16
頁

9
行
目
〈

罰
闘〉）

と
判
示
す
る
が 、
そ
れ
を

裏
付
け
る
証
拠
は
何
も
な
い
し 、
7
日
付
け
の
本

人
確
認
情
報
で
当
日
の
銀
座
公
証
役
場
で
の
認
証

に
つ
い
て
ま
で
記
載
さ
れ
た
も
の
が
事
前
に
作
成

さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
し 、

仮
に
そ
う
で

あ
れ
ば 、
そ
れ
は
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
い
た

案
文
に
と
ど
ま
ろ
う 。

工

ま
た 、

原
判
決
は 、
「

本
件
の
よ
う
な
い

わ
ゆ
る
地
面
師
詐
欺
事
案
で
は 、

名
義
の
管
理
が

す
る
こ
と
に
は
論
理
の
飛
躍
が
あ
る 。

前
記
第
2
項
②
に
お
い
て
も
述
べ
た
と
お
り 、

や
は
り
登
記
の
代
理
申
請
に
お
け
る
司
法
書
士
の

注
意
義
務
は 、

自
ら
担
当
す
る
登
記
に
限
定
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り 、

登
記
申
請
当
事
者
か
ら
依
頼
が

あ
れ
ば
特
約
に
基
づ
く

注
意
義
務
を
新
た
に
負
担

す
る
も
の
で
あ
っ
て 、

登
記
申
請
当
事
者
以
外
の

者
と
の
関
係
で
は 、

前
件
登
記
が
却
下
さ
れ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
よ
う
な

例
外
的
な
場
合
に
限
り

不
法
行
為
が
成
立
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る 。こ
の
よ
う
に 、

登
記
申
請
代
理
業
務
を
受
任
し

た
司
法
書
士
が
委
任
者
以
外
の
者
に
対
し
て
負
う

べ
き
注
意
義
務
の
内
容
と
い
う
見
地
か
ら
み
て

も 、

本
件
は
民
法
7
0
9

条
の
「

過
失」
の
解
釈

に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る 。

③

な
お 、

原
判
決
は 、
「

連
件
登
記
の
前
件

申
請
の
代
理
行
為
を
資
格
者
代
理
人
の
名
前
だ
け

を
借
り
て
無
資
格
者
が
実
質
的
に
遂
行
し
て
い
る

こ
と
が
後
件
申
請
代
理
人
た
る
司
法
書
士
に
判
明

し
た
と
い
う
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は 、
そ
も
そ

も
本
件
後
件
申
請
の
確
実
な
実
現
が
保
障
で
き
な

い
と
し
て
後
件
申
請
の
代
理
人
を
辞
任
す
べ
き
で

あ
る」
（
原
判
決
書
21
頁
19
行
目
〈

麟
膚
芦〉）
と

も
判
示
す
る
が 、
上
記
事
実
は
何
ら
「

判
明」
し

て
い
な
い
こ
と
は
お
く
と
し
て 、

実
体
的
に
甲
野

が
替
え
玉
で
な
け
れ
ば 、

仮
に
T
が
実
際
に
は
登

記
手
続
を
進
め
て
い
た
と
し
て
も 、
そ
れ
が
弁
護

士
法
に
違
反
す
る
の
か
否
か
少
な
く
と
も
微
妙
で

あ
る
こ
と
に
加
え 、
そ
の
点
だ
け
で
あ
れ
ば 、

前

件
の
登
記
は
間
違
い
な
く

通
る
た
め 、

弁
護
士
と

は
違
っ
て
司
法
書
士
法
21
条
に
よ
り
受
任
義
務
が

ル
ー

ズ
な
弁
護
士
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
く 、
そ
れ
が
詐
欺
そ
の
他
の
不
正
の
温
床
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は 、

不
動
産
取
引
に
関
わ
る
者
に

と
っ
て 、

広
く

知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る」

（
原
判
決
書
16
頁
17
行
目
〈

聾
翡
5〉）
と
判
ホ
す

る
が 、

不
動
産
業
者
に
と
っ
て
は
公
知
の
事
実
で

あ
る
可
能
性
を
否
定
は
し
な
い
が 、
や
は
り

公
知

の
事
実
と
は
認
め
ら
れ
ず 、

少
な
く
と
も
司
法
書

士
に
と
っ
て
は
弁
護
士
が
地
面
師
に
利
用
さ
れ
よ

う
な
ど
ま
っ
た
く

流
布
し
た
知
識
な
ど
で
は
な

い 。
相
手
方
代
表
者
P
は 、

不
動
産
業
者
で
あ
る

が 、

申
立
人
代
理
人
の
質
問
に
対
し
て 、
「

危
な

い
取
引」
と
い
う
感
じ
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
(
p
15
頁
2
S
8

行
目） 。

な
お 、

原
判
決
は 、
「

第
1

審
被
告
は 、

YI
と

面
談 、

電
話
に
よ
る
会
話
そ
の
他
の
い
か
な
る
方

法
に
よ
っ
て
も
接
触
し
た
こ
と
が
な
く 、

本
件
前

件
申
請
が
有
資
格
者
で
あ
る
YI
の
意
思
に
基
づ
い

て
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
無
資
格
者
で
あ
る
T

に
丸
投
げ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と）
を一
回
も
確
認

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た」
（
原
判
決
書
11
頁
19
行

目
〈

鰐
9
頭
町
〉）

と
判
示
す
る 。

し
か
し
な
が

ら 、

原
判
決
は 、

前
述
し
た
と
お
り 、
「

第
1

審

被
告
が
本
件
前
件
申
請
に
つ
い
て
違
法
行
為
（
無

資
格
者
T
が
弁
護
士
Yl
の
名
前
を
借
り
て
申
請
代

理）
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
優
に

認
定
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る」
（
同
16
頁
10

行
目

〈
麟
618
頭
印〉） 、
つ
ま
り 、

申
立
人
に
「

無
資

讐
で
あ
る
T
に
丸
投
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と」
の

認
識
が
あ
っ
た
と
認
定
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か

ら 、
そ
の
点
の
確
認
義
務
が
あ
る
か
の
如
き
判
示

に
は
理
由
の
麒
顧
が
あ
る 。
ま
た 、
一
般
的
に 、

弁
護
士
が
事
務
職
員
に
丸
投
げ
し
て
い
な
い
か
否

課
さ
れ
て
い
る
司
法
書
士
が
辞
任
す
る
こ
と
は
で

き
な
い 。

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
平
成
16
年
6
月
8
日

判
決
（
判
タ
ー
1
5
9

号
ー
3
0

頁）
は 、

売
買

契
約
に
よ
っ
て
所
有
権
が
移
転
す
る
か
ど
う
か
確

実
で
は
な
い
こ
と
を
も
っ
て
登
記
申
請
の
嘱
託
を

拒
む
正
当
理
由
は
な
い
と

判
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る 。

同
判
決
の
解
説
に
は 、
「

司
法
書
士
に
は 、

登
記
手
続
代
理
関
係
業
務
に
つ
い
て 、
正
当
な
事

由
の
な
い
限
り 、

嘱
託
に
応
ず
る
義
務
が
課
さ
れ

て
お
り 、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は 、

懲
戒
の
対

象
と
な
る
ほ
か 、

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
と
さ
れ
て

い
る
（
こ
の
点
は 、

現
行
司
法
書
士
法
に
お
い
て

も
変
わ
り
が
な
い 。） 。
司
法
書
士
に
こ
の
よ
う
に

厳
格
な
嘱
託
に
応
ず
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
の

は 、

本
来 、

国
か
ら
独
占
業
務
資
格
を
付
与
さ
れ

て
い
る
資
格
者
は 、

公
共
的
役
割
を
担
っ
て
お

り 、
正
当
な
事
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

例

え
ば 、

資
格
者
の
趣
味
嗜
好
に
よ
り 、

嘱
託
を
拒

む
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
と
こ
ろ 、

登
記
手
続
代

理
関
係
業
務
は 、

新
た
な
利
害
関
係
や
法
律
関
係

を
創
造
す
る
も
の
で
は
な
く 、

当
事
者
の
依
頼
の

趣
旨
を
法
律
的
に
構
成
す
る
こ
と
が
業
務
の
中
心

に
な
る
た
め 、

司
法
書
士
に
対
し
て
正
当
な
事
由

が
な
い
場
合
に
お
い
て
嘱
託
に
応
ず
る
義
務
を
負

わ
せ
て
も 、

嘱
託
の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な

事
態
に
至
る
お
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
（
小
林
昭
彦・
河
合
芳
光・
注

釈
司
法
書
士
法
ー
9
0
S
1
9
2
頁）」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り 、

司
法
書
士
実
務
に

お
い
て
も
よ
ほ
ど
登
記
が
完
了
し
な
い
こ
と
が
確

実
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
辞
任
す
る
と
い
う
選
択

肢
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い 。

か
に
つ
い
て
の
確
認
義
務
な
ど
想
定
で
き
な
い 。

オ

以
上
の
次
第
で
あ
る
か
ら 、

本
件
に
お
い

て 、

申
立
人
が
本
件
前
件
申
請
に
弁
護
士
法
72
条

違
反
行
為
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
認

定・
判
断
す
る
証
拠
は
な
く 、

明
ら
か
な
事
実
誤

認
や
公
知
の
事
実
の
誤
認
を
犯
し
て
い
る
原
判
決

の
判
断
は
不
合
理
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

っ
て 、

原
判
決
の
判
断
に
は 、

採
証
法
則
な
い
し

経
験
則
ひ
い
て
は
自
由
心
証
主
義
（
民
事
訴
訟
法

2
4
7

条）
の
制
約
に
違
背
す
る
重
大
な
違
法
が

あ
る 。③

し
た
が
っ
て 、

申
立
人
が
本
件
前
件

申請

に
つ
い
て
違
法
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

た
と
認
定
し
た
原
判
決
の
判
断
に
は 、

審
理
不
尽

の
違
法 、

及
び
採
証
法
則
な
い
し
経
験
則
違
背
の

違
法
が
あ
り 、
そ
の
結
果 、

申
立
人
が
負
う
べ
き

注
意
義
務
の
認
定
に
お
い
て
法
令
の
解
釈
を
誤
っ

た
違
法
が
あ
る 。

4

登
記

申請
代
理
業
務
を
受
任
し
た
司
法
書

士
が
負
う
べ
き
注
意
義
務
の
内
容
に
関
す
る
解
釈

の
誤
り

①

原
判
決
は 、
「

通
常
の
案
件
よ
り
も
警
戒

の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て 、

慎
重
に
本
件
前
件
申
請
及

び
本
件
後
件

申請
に
問
題
が
な
い
か
を
点
検
す
べ

き
注
意
義
務
を
負
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る」

（
原
判
決
書
16
頁
22
行
目
〈

鰐
霜
m〉) 、

あ
る
い

は 、
「

通
常
の
案
件
よ
り

警
戒
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

て 、

本
件
前
件
申
請
に
も
問
題
が
な
い
か
慎
重
に

点
検
す
べ
き
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た」
（
同
20

頁
3

行
目
〈

鴨
疇
m〉)
と
判
平
す
る
が 、

注
意

義
務
の
設
定
と
し
て
あ
ま
り
に
抽
象
的
で
曖
昧
で

あ
る 。
「

警
戒
の
レ
ベ
ル」
と
い
う
言
葉
自
体 、

法
律
用
語
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん 、

日
常
語
と
し
て

④

こ
の
よ
う
に 、

原
判
決
は 、

司
法
書
士
の

業
務
に
対
す
る
基
本
的
理
解
を
誤
り 、
そ
れ
ゆ
え

に
か 、

登
記

申請
代
理
業
務
を
受
任
し
た
司
法
書

士
が
誰
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
注
意
義
務
を
負
う

か
に
つ
い
て 、

独
自
の
誤
っ
た
解
釈
を
展
開
し
て

い
る 。
し
た
が
っ
て 、

本
件
は 、

登
記
申
請
代
理

業
務
に
お
け
る
司
法
書
士
の
注
意
義
務
に
関
し

て 、

民
法
7
0
9

条
の
「

過
失」
の
解
釈
に
関
す

る
重
要
な
事
項
を
含
む
事
件
で
あ
り 、

後
件
申
請

の
代
理
人
が
当
事
者
で
な
い
第
三
者
に
対
し
て
も

「
相
応
の
注
意
義
務」
を
負
う
と
す
る
原
判
決
に

は 、

当
該
「

過
失」
の
解
釈
を
誤
っ
た
顕
著
か
つ

重
大
な
違
法
が
存
す
る 。

5

印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ピ
ー

に
複
製
の
文

字
が
現
れ
な
い
と
い
う
疑
問
が
解
消
さ
れ
た
か
否

か
に
つ
い
て
の
判
断
の
違
法

原
判
決
は 、
9
月
10
日
の

時
点
に
お
い
て 、

「

9
月
7
日
に
コ
ピ
ー

を
し
て
も
複
製
の
文
字
が

現
れ
な
い
と
い
う
疑
問
は
解
消
さ
れ
て
い
な
か
っ

た」
（
原
判
決
書
12
頁
14
行
目
〈

麟
917
頭
印〉）
と
の

認
定
に
基
づ
き 、
「

何
ら
疑
問
が
解
決
さ
れ
て
い

な
い
本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
を
添
付
書
類
と
す
る

前
件
登
記
申
請
が
さ
れ
る
の
を
漫
然
と
見
過
ご
し

て
い
た」
（
原
判
決
書
21
頁
5

行
目
〈

讐
圏
罰〉）

過
失
が
あ
る
と
認
定
す
る
が 、
上
記
第
2
「

本
件

地
面
師
事
件
の
経
緯」
第
6
項
及
び
第
8

項
に
お

い
て
述
べ
た
と
お
り 、
「

複
製」
の
透
か
し
の
文

字
は
現
れ
て
お
り

（
相
手
方
提
出
の
甲
8

号証の

2
枚
目 、

甲
16

号証） 、

当
事
者・
関
係
者
の
間

で
は
疑
問
は
解
消
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。
こ
の

点
に
お
い
て 、

原
判
決
の
判
断
は 、

採
証
法
則
な

い
し
経
験
則
に
違
背
す
る
違
法
が
あ
る 。

ま
た 、

万
が一

、

原
判
決
が 、

前
記
甲

号証に
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も
か
か
わ
ら
ず 、

透
か
し
が
現
れ
て
い
な
い
と
強

弁
す
る
の
で
あ
れ
ば 、
か
か
る
事
実
の
重
要
性
及

び
偽
造
文
書
に
係
る
認
定
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み 、

本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
の
原
本
を
登
記
所
な
い
し

警
察
か
ら
取
り

寄
せ
て
検
証
す
べ
き
で
あ
っ
た

が 、

原
審
は 、

職
権
で
調
査
嘱
託
を
行
っ
た
の
み

で 、
し
か
も
同
嘱
託
に
お
い
て
透
か
し
に
関
す
る

質
問
も
な
さ
れ
な
か
っ
た 。

書
類
原
本
を
確
認
す

れ
ば
透
か
し
文
字
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
は
ず
で
あ
っ
て 、

職
権
で
調
査
嘱
託
を
行
う
に

と
ど
ま
っ
た
原
審
に
は
審
理
不
尽
の
違
法
が
あ

り 、
そ
の
結
果
法
令
の
解
釈・
適
用
を
誤
っ
た
も

の
で
あ
る 。

な
お 、

原
判
決
は 、
「

決
済
日
ま
で
に
こ
の
新

し
い
印
鑑
登
録
証
明
書
が
追
完
さ
れ
な
か
っ
た」

（
原
判
決
書
21
頁
I

行
目

〈
門
罪
町〉）
と
述
べ
る

が 、
上
述
の
と
お
り 、
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ
た

か
ら
で
あ
る 。
そ
も
そ
も 、
「

本
件
前
件
申
請
に

は 、
公
証
人
の
認
証
付
き
の
委
任
状
が
添
付
さ
れ

て
い
る
た
め 、

本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
は 、

代
理

権
証
明
情

報
（
不
動
産
登
記
令
7

条
1

項
2

号）

と
し
て
必
須
の
添
付
書
類
と
は
い
え
な
い
（
不
動

産
登
記
規
則
49
条
2

項
2

号）」
（
原
判
決
書
19
頁

4
行
目

〈
麟
翠
闘〉）

の
で
あ
る
か
ら 、

本
来
的

に 、
「

追
完」
の
必
要
の
な
い
書
類
だ
っ
た
の
で

あ
り 、

登
記

申請
の
代
理
人
に
過
ぎ
な
い
司
法
書

士 、
し
か
も
前
件
の
書
類
が
形
式
的
に
揃
っ
て
い

る
か
否
か
を
確
認
す
る
任
務
に
あ
る
申
立
人
に
と

っ
て
は 、

注
意
の
対
象
と
は
な
り

難
か
っ
た
の
で

あ
る 。
そ
の
意
味
で 、

原
判
決
が
「

本
件
印
鑑
登

録
証
明
書
が
必
須
の
添
付
書
類
で
あ
る
か
否
か
は

本
質
的
な
問
題
で
は
な
い」
（
原
判
決
書
19
頁
10

行
目

〈
麟
419
頭
印〉）
と
す
る
の
は 、

不
動
産
登
記

居
を
定
め
る
武
蔵
野
市
で
は 、

確
か
に
全
域
に
お

い
て
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が 、

例
え
ば

東
京
都
の
国
分
寺
市
で
は
18
町
の
う
ち
6
町
し
か

実
施
さ
れ
て
い
な
い
し
（
平
成
26
年
9
月
13
日
現

在） 、

新
宿
区
で
す
ら
面
積
比
で
76
.

01
％
の
実

施
率
に
過
ぎ
な
い
（
平
成
30
年
8
月
13
日
現
在） 。

工

以
上
よ
り 、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
住
所
の

末
尾
の
「

号」
の
記
載
を
見
落
と
し
た
こ
と
を
注

意
義
務
違
反
の
根
拠
と
す
る
原
判
決
の
判
断
は 、

経
験
則
の
認
定
及
び
適
用
を
誤
っ
た
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い 。

③

ま
た 、

原
判
決
は 、
「
日
本
に
在
留
す
る

外
国
人
に
つ
い
て
わ
が
国
の
市
町
村
が
発
行
す
る

証
明
書
そ
の
他
の
書
類
に
つ
い
て
は 、
生
年
月
日

の
う
ち
年
の
表
記
を
西
暦
で
表
記
す
る
（
大
正 、

昭
和 、

平
成
な
ど
の
元
号
で
表
記
し
な
い 。）
こ

と
が
比
較
的
多
い
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
る」

（
原
判
決
書
17
頁
17
行
目

〈
虹
罪
町
〉）

と
も
い

う 。
印
鑑
登
録
の
元
と
な
る
住
民
基
本
台
帳
に
つ

い
て 、

平
成
25
年
に
書
か
れ
た
文
献
を
参
照
し
て

も 、

平
成
24
年
2
月
に
総
務
省
か
ら
外
国
籍
住
民

の
生
年
月
日
は
西
暦
で
表
示
す
る
よ
う
通
達
が
な

さ
れ
た
が 、
そ
れ
で
も
和
暦
で
表
示
さ
れ
て
い
る

自
治
体
が
あ
り 、

逆
に
日
本
国
籍
者
に
つ
い
て
も

西
暦
で
記
載
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
り 、

決
し
て
公
知
の
事
実
な
ど
で
は
な
い 。

申
立
人
及
び
同
担
当
訴
訟
代
理
人
に
お
い
て
は 、

外
国
人
に
つ
い
て
は
西
暦
で
表
示
す
る
と
の
知
識

は
な
か
っ
た 。
加
え
て 、

甲
野
が
長
年
日
本
に
在

留
す
る
ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
と
い
う
こ
と
も 、
そ

の
是
非
は
当
然
な
が
ら
別
に
し
て 、

和
暦
で
の
表

示
に
違
和
感
を
覚
え
な
か
っ
た一
因
で
あ
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い 。

法
及
び
司
法
書
士
の
業
務
に
対
し
て
正
し
い
認
識

を
持
つ
も
の
で
は
な
い 。

6

注
意
義
務
違
反
の
認
定
に
係
る
判
断
の
違

法
①

原
判
決
は 、
「

本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
の

住
所
の
末
尾
の
「

号」
の
記
載
を
漫
然
と
見
過
ご

し」
（
原
判
決
書
20
頁
14
行
目

〈
麟
四
戸〉）
た
過

失
が
あ
っ
た
と
す
る 。

ア

し
か
し
な
が
ら 、

認
証
を
行
っ
た
2
名
の

公
証
人 、

破
談
に
な
っ
た
F
等
の
関
係
者
（
原
判

決
書
6
頁
③
〈
閤
戸
叩〉
参
照） 、

本
件
関
係
者
の

誰
も
「

号」
の
欠
落
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る 。

申
立
人
に
お
い
て
も 、

本
件
訴
訟
提
起
後 、

「
複
数
の
ベ
テ
ラ
ン
司
法
書
士
に
本
件
印
鑑
証
明

を
偽
造
だ
と
明
か
し
た
上
で
示
し
て
み
た
が 、
こ

の
点
に
気
付
く
こ
と
は
出
来
ず 、
い
わ
ば
盲
点
で

あ
っ
た」
（
平
成
28
年
3
月
31
日
付
け
被
告
や
第

l
準
備
書
面
3

頁
22
行
目）
と
主
張
し
て
い
た
も

の
で
あ
る 。

こ
れ
に
対
し
て 、

原
判
決
は 、
「

本
件
不
動
産

の
登
記
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
第
1

審
被
告
が
登

記
事
項
証
明
書
を
手
元
に
用
意
し
て
い
る
の
は
当

然
で
あ
る
か
ら 、

極
め
て
簡
単
に
確
認
で
き
る
こ

と
で
も
あ
る 。
そ
し
て 、

本
件
不
動
産
の
登
記
記

録
上 、

甲
野
の
住
所
は
「

武
蔵
野
市
a
町
げ
丁
目

C

番
d
号」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る」
（
原
判

決
書
18
頁
9

行
目

〈
順
四
冒
〉）

と
判
示
す
る

が 、
こ
の
段
階
で
甲
野
の
住
所
の
異
同
が
ま
っ
た

く
問
題
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
お
く
と
し

て
も 、

司
法
書
士
が
登
記
と
印
鑑
登
録
証
明
書
を

照
合
す
る
際
に
は 、

登
記
を
見
て
「
a
町
b
の
C

そ
ら

の
d」
と
諮
ん
じ
て 、

印
鑑
登
録
証
明
書
に
「
a

町
b
.
C
.
d」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
確
認

③

以
上
述
べ
た
よ
う
に 、

原
判
決
は 、

印
鑑

登
録
証
明
書
の
記
載
内
容
及
び
司
法
書
士
に
よ
る

印
鑑
登
録
証
明
書
の
確
認
方
法
に
つ
い
て 、

独
自

の
誤
っ
た
認
識
を
有
し
て
お
り 、
こ
れ
を
基
礎
と

し
て
注
意
義
務
違
反
の
認
定
に
お
い
て
誤
っ
た
判

断
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る 。

し
た
が
っ
て 、

原
判
決
の
判
断
は 、

経
験
則
の

認
定
及
び
適
用
に
お
い
て
重
大
な
違
法
が
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る 。

第
4

因
果
関
係

1

原
判
決
に
お
い
て
は 、

因
果
関
係
に
関
す

る
判
ホ
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い 。

強
い
て
言
え
ば 、
「

第
1

審
被
告
は 、

yl
弁
護

士
と
面
談
も
試
み
ず 、

電
話
そ
の
他
で
接
触
を
と

ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り 、
こ
の
点
に
最

初
の
注
意
義
務
違
反
が
あ
る 。

yl
弁
護
士
に
接
触

す
れ
ば 、

yl
が
認
知
症
に
よ
り

判
断
力
が
低
下
し

た
状
態
に
あ
り 、

本
件
前
件
申
請
を
受
任
し
た
事

実
も
な
い
こ
と
が
第
1

審
被
告
に
判
明
し 、

本
件

売
買
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
た
と
推
認
さ
れ

る」
（
原
判
決
書
16
頁
25
行
目

〈
鰐
言
い〉）
と

判

示
す
る
が 、

し
か
し
な
が
ら 、

第
1

審
に
お
い

て 、

yl
は 、

主
尋
問
に
お
い
て 、

甲
野
に
は 、

「
は
い 、

会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す」
(
Yl
l

頁
5

行
目） 、
「
x
x
x
の
ー
ビ
ル
の

時
代
に
会
っ
て
い

ま
す」
（
同
頁
7

行
目） 、
「
1

年
か
1

年
半
ぐ
ら

い
前
で
す
か
ね」
（
同
頁
16
行
目）
と
正
確
に
答

え
て
お
り 、

時・
場
所
と
い
っ
た
見
当
識
に
障
害

は
な
く 、

反
対
尋
問
に
お
い
て
も 、

甲
野
の
外
見

に
つ
い
て
写
真
を
見
ず
に
記
憶
だ
け
で 、
「

頭
の

毛
が
真
っ
黒
だ
っ
た
と
か」
(
yl
12
頁
6
行
目）

と
い
う
誤
導
に
も
引
っ
か
か
ら
ず 、
「
も
う
私
も

真
っ
白
で
す
け
ど 、
こ
れ
よ
り
白
い
よ
う
な 。
90

す
る
と
い
う
作
業
で
あ
る
た
め 、

丁
目・
番・
号

は
視
界
に
な
く 、
ま
し
て
末
尾
の
号
に
意
識
が
向

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い 。

イ

原
判
決
は 、

ま
た 、
「

不
動
産
登
記
記
録

上
の
甲
野
の
上
記
住
所
の
記
載
は
「

武
蔵
野
市
a

町
U
丁
目
C

番
d」
の
と
こ
ろ
で
改
行
に
な
っ
て

お
り 、

本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
を
偽
造
し
た
犯
人

は
住
所
末
尾
の
「

号」
が
次
行
に
送
ら
れ
て
い
る

の
を
見
落
と
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る 。
詐
欺
師

と
し
て
は
お
粗
末
な
仕
事
で
あ
る」
（
原
判
決
書

18
頁
16
行
目

〈
麟
3

闘〉）

と
述
べ
る
が 、

地
面

師
事
件
を
よ
く
知
る
者
た
ち
の
認
識
と
は
ま
っ
た

く
異
な
っ
て
い
る 。

墨
尽
地
裁
平
成
28
年
5
月
25
日
判
決・
東
京
高

裁
平
成
28
年
11
月
16
日
判
決・
訟
務
月

報
62
巻
12

号
2
1
6
2
頁・
2
1
8
6
頁
は 、

印
鑑
登
録
証

明
書
の
横
浜
市
区
長
の
公
印
の
「

浜」
の
字
が
漠

字
と
し
て
存
在
し
な
い
ニ
ス
イ
に
兵
の
字
と
な
っ

て
お
り 、

後
か
ら
見
れ
ば
偽
造
は
明
白
で
あ
っ
た

と
い
う
事
案
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
請
求
棄
却） 。

地
面
師
グ
ル
ー 。

フ
は
公
証
人
や
司
法
書
士 、

仲
介

業
者 、

中
間
取
得
者
ら
が
ど
の
よ
う
な
注
意
の
向

け
方
を
す
る
か
を
知
悉
し
て 、

敢
え
て
後
か
ら
見

れ
ば
明
白
な
偽
造
箇
所
を
残
し
て
お
く
の
だ
と
言

う 。
そ
う
す
れ
ば 、
こ
れ
ら
の
者
に
責
任
追
及
が

な
さ
れ 、

少
な
く
と
も一

時
的
に
自
分
た
ち
へ
の

追
及
が
緩
む
と
考
え 、

あ
る
い
は
賠
償
金
や
保
険

金
を
受
け
取
る
者
が
実
は
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の一

員
で
あ
る
場
合
に
は 、

買
主
か
ら
代
金
を 、

関
係

者
か
ら
保
険
金
等
を
受
け
取
る
こ
と
で 、
二
重
に

詐
取
で
き
る
か
ら
だ
と
言
う 。
実
際 、

東
京
地
裁

平
成
20
年
11
月
27
日
判
決・
判
タ
ー
3
0
1

号
2

6
5

頁
の
事
件
で
は 、

被
告
乙
山
司
法
書
士
は
1

は
い
っ
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す」
（
同

頁
7

行
目）

と
年
齢
は
実
年
齢
の
90
歳
に
合
致

し 、

頭
髪
も
白
髪
で
あ
る
と
正
確
に
記
憶
し
て
お

り
（
甲
7

号
証
6
枚
目
の
パ
ス
ポ
ー
ト

で
は
白

髪 、

同
7

枚
目
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
は
頭
頂
部
は

禿
げ
て
い
る
が
サ
イ
ド
に
は
白
髪
が
残
っ
て
い

る） 、

裁
判
官
の
質
問
に
対
し
て
も 、
「

要
す
る
に

だ
ま
さ
れ
た
の
は
お
ま
え
の
せ
い
だ
と
い
う
こ
と

で
責
任
を
問
わ
れ
て
い
る
と
は
思
っ
て
は
い
ま

す」
(
Yl
16
頁
15
行
目）
と
ま
っ
た
＜

誘
導
な
く

事
案
を
正
確
に
把
握
で
き
て
お
り 、
こ
れ
ら
の
陳

述
を
総
合
す
れ
ば 、

責
任
逃
れ
な
い
し
軽
度
の
認

知
障
害
の
た
め
に
記
憶
に
な
い
と
の
陳
述
が
多
か

っ
た
だ
け
で
あ
り 、

仮
に
申
立
人
が
YI
弁
護
士
に

面
談
し
た
と
こ
ろ
で 、

甲
野
か
ら
間
違
い
な
く

受

任
し
て
い
る
と一
蹴
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容

易
に
想
像
が
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る 。
第
1

審
の
尋

問
後
に
突
如 、

認
知
症
で
あ
る
と
主
張
し
だ
し
た

yI
本
人
で
す
ら 、
「

弁
護
士
と
し
て
筋
が
通
ら
な

い
と
思
っ
て
理
屈
に
合
う
よ
う
に
嘘
の
供
述
を
し

た」
（
乙
23
号
証
7

頁
3
行
目）
と
弁
解
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る 。

し
た
が
っ
て 、

YI
が
認
知
症
に
よ
り

判
断
力
の

低
下
し
た
状
態
に
あ
り 、

本
件
前
件
申
請
を
受
任

し
た
事
実
も
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
す
る
原
判

決
の
判
断
に
は 、

採
証
法
則
な
い
し
経
験
則
に
違

反
し 、

自
由
心
証
主
義
の
制
約
を
逸
脱
し
た
違
法

が
あ
る 。

2

ま
た 、

原
判
決
が
述
べ
る
よ
う
に
「

本
件

売
買
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
た」
と
は 、

考

え
難
い 。
過
日

報
道
さ
れ
た
積
水
ハ
ウ
ス
の
事
件

で
は 、
「

仮
登
記
後
の
5
月
10
S

23
日
に
は 、

本

当
の
土
地
所
有
者
名
義
で
「

売
買
契
約
は
し
て
い

億
7
0
0
0
万
円
余
り
の
賠
償
責
任
保
険
金
を
損

害
保
険
会
社
か
ら
受
領
し
た
が
（
申
立
人
の
保
険

金
上
限
は
1

億
円
で
あ
る
が 、
乙
山
司
法
書
士
は

3
億
円
の
保
険
に
入
っ
て
い
た） 、

そ
の
後
も
地

面
師
事
件
に
関
与
し 、

現
在
で
は
地
面
師
詐
欺
師

ら
と
と
も
に
平
成
29
年
2
月
14
日
に
逮
捕
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る 。
連
件
申
請
の
中
間
取
得
者
も
最

終
買
主
か
ら
受
領
し
た
代
金
を
賠
償
金・
保
険
金

に
よ
っ
て
補
填
す
る
こ
と
で 、

当
初
詐
取
し
た
金

銭
を
最
終
的
に
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の
も
の
と
で
き

る
と
い
う
こ
と
ら
し
い 。

3
の
⑫
は 、
「

や
司
法
書
士
は 、

書
類一
式
の

確
認
と
合
わ
せ
て
二
枚
あ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
を

見
比
べ
て
お
り
ま
し
た」
（
甲
26
号
証
2
頁
12
行

目）
と
陳
述
書
に
記
載
し
て
い
る 。
そ
う
し
て
も

璽子
人
に
は 、
生
年
月
日
が
大
正
13
年
と
15
年
の

相
違
が
あ
る
こ
と
以
外
に
は
異
状
は
感
じ
ら
れ

ず 、

甲
野
な
い
し

5
が
所
持
し
て
い
た
印
鑑
登
録

証
明
書
は
生
年
も
正
し
く

発
行
日
も
後
だ
っ
た
た

め 、
き
ち
ん
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
持

っ
た 。
注
意
が
印
鑑
登
録
証
明
書
が
2
通
あ
る
と

い
う
点
に
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
た
め 、
い
わ
ば
視

野
狭
窄
を
起
こ
し
て 、
ま
す
ま
す
「

号」
の
欠
落

に
気
付
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。
あ
る
い

は 、

通
常
あ
る
べ
き
も
の
が
な
く
な
っ
て
も 、

気

付
く
こ
と
が
難
し
い
こ
と
は 、

丙
10
号
証
で
何
人

も
の
編
集
者
の
目
が
入
っ
て
も
大
き
な
脱
落
に
ま

っ
た
く

気
付
け
な
か
っ
た

例
の
示
す
と
お
り
で
あ

る 。ウ

な
お 、

原
判
決
は 、
「

東
京
都
内
の
市
街

地
で
地
番
に
よ
る
住
所
の
表
示
が
非
常
に
珍
し
く

な
っ
た
今
日
に
お
い
て
は」
（
原
判
決
書
18
頁
3

行
目

〈
聾
躙
町〉）
と
述
べ
る
が 、

甲
野
氏
が
住

な
い」
と
す
る
内
容
証
明
郵
便
4
通
が
同
社
に
届

い
た
が 、

同
社
は
「

怪
文
書
の
類
い」
と

判
断 。

同
社
の
顧
問
弁
護
士
か
ら
は
「

所
有
者」
を
名
乗

る
女
に
つ
い
て
知
人
に
よ
る
本
人
確
認
を
す
る
よ

う
助
言
も
受
け
た
が 、
「

所
有
者
の
機
嫌
を
損
ね

る」
と
見
送
っ
た」
（
平
成
30
年
10
月
16
日
付
け

朝
日
新
聞
夕
刊
社
会
面）

と
報
じ
ら
れ
て
い
る

が 、

本
件
に
お
い
て
も
仮
に
申
立
人
に
お
い
て
YI

に
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
と
い
っ
た
疑
義
を
呈
し

た
と
し
て
も 、

相
手
方
や
し
が
取
引
を
中
止
し
た

か
否
か
は
不
明
で
あ
り 、
む
し
ろ
中
止
し
な
か
っ

た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
と
考
え
る 。

本
件
で

は 、

甲
野
が
高
齢
者
で
あ
る
た
め
意
思
能
力
を
確

認
す
る
必
要
は
あ
っ
た
が 、

終
始 、

甲
野
の
本
人

性
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て 、
そ
れ

を
裏
付
け
る
公
証
人
の
認
証
が
2

度
に
わ
た
っ
て

な
さ
れ
て
い
た 。
そ
し
て 、

積
水
事
件
と
同
様 、

本
件
で
も
弁
護
士
事
務
所
が
舞
台
と
な
っ
て
お
り

（
上
記
新
聞
記
事
に
よ
る
と 、

都
内
の
弁
護
士
事

務
所
で
持
ち
主
の
女
と
面
会
し
て
い
る） 、

甲
野

が
替
え
玉
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
疑
念
は
つ
い
ぞ

生
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

し
た
が
っ
て 、

仮
に
申
立
人
に
過
失
が
あ
っ
た

と
し
て
も 、

申
立
人
の
過
失
と
結
果
の
間
に
高
度

の
蓋
然
性
を
認
め
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
の
で

あ
っ
て 、

申
立
人
が
YI
弁
護
士
に
接
触
す
れ

ば
本

件
売
買
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
た
と
た
だ
ち

に
結
論
付
け
る
原
判
決
の
判
断
に
は 、

経
験
則
に

違
背
す
る
違
法
が
あ
る 。

第
5

過
失
相
殺

1

原
判
決
の
判
示

原
判
決
は 、
「

第
1

審
原
告
は 、

あ
え
て
リ
ス

ク
を
取
っ
て
本
件
の
取
引
を
進
め
た
の
で
あ
り 、

【追加資料】
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結
果
的
に
詐
欺
被
害
に
遭
っ
た
責
め
を
第
1

審
被

告
に
全
面
的
に
転
嫁
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
と
は
い

え
な
い 。
本
件
損
害
賠
償
額
を
定
め
る
に
当
た
っ

て
は
過
失
相
殺
を
免
れ
ず 、

第
1

審
原
告
の
過
失

割
合
は 、
こ
れ
ま
で
に
認
定
し
た
諸
事
情
を
総
合

的
に
勘
案
し
て 、
5

割
と
す
る
の
が
相
当
で
あ

る」
（
原
判
決
書
22
頁
21
行
目

〈
鱈
響
閂
m〉)
と
判

示
す
る 。

2

司
法
書
士
が
負
担
す
べ
き

損害
に
つ
い
て

の
判
断
の
違
法

し
か
し
な
が
ら 、
「

第
1

審
原
告
代
表
者
は 、

不
動
産
業
者
と
し
て
の
自
己
責
任
に
お
い
て 、

本

件
不
動
産
の
所
有
者
で
あ
る
と
自
称
す
る
甲
野
の

本
人
性
を
見
極
め 、

取
引
に
踏
み
切
る
か
ど
う
か

を
決
断
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る」
（
原
判
決
書
22
頁
13
行
目

〈
聾
四
店〉）
と
い

う
不
動
産
取
引
に
お
け
る
責
任
の
原
則
性
に
鑑
み

れ
ば 、

申
立
人
の
責
任
割
合
が
5

割
以
上
と
な
る

こ
と
は 、
あ
り

得
な
い 。

以
下
に
述
べ
る
と
お
り 、

本
来
的
に 、

売
買
契

約
に
よ
り

所
有
権
を
取
得
で
き
る
か
否
か
の
確
認

は 、

売
買
の
当
事
者
が
自
ら
の
危
険
と
責
任
に
お

い
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て 、

仮
に
登
記

申請

代
理
業
務
を
受
任
し
た
司
法
書
士
に
職
業
上
の
注

意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
も 、

当
該
司
法
書

士
が
負
担
す
べ
き
損
害
の
範
囲
は 、

売
買
契
約
の

当
事
者
と
比
し
て
大
幅
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い 。
原
判
決
の
判
断
は 、

従
前
の
裁
判
例
に

相
反
す
る
と
と
も
に 、

経
験
則
に
違
背
し
自
由
心

証王
義
の
内
在
的

制約
を
逸
脱
す
る
違
法
が
あ
る 。

①

過
去
の
裁
判
例

ァ

稟
尽
地
裁
平
成
16
年
11
月
12
日
判
決
は 、

次
の
と
お
り 、

判
示
し
て 、

原
告
の
請
求
を
棄
却

こ
の
判
決
は
控
訴
審
で
変
更
さ
れ
て 、

請
求
棄

却
と
な
っ
た
も
の
の 、

司
法
書
士
賠
償
に
お
け
る

標
準
的
な
過
失
相
殺
率
を
示
す
も
の
と
し
て 、
理

解
さ
れ 、
い
わ
ば
こ
の
種
事
案
に
お
け
る
相
場
を

形
成
し
て
い
る 。

工

大
阪
高
裁
平
成
9

年
12
月
12
日
判
決
（
判

時
l
6
8
3

号
l
2
0

頁）
は 、
「一

審
原
告
は

登
録
を
受
け
た
貸
金
業
者
で
あ
り

（
争
い
が
な

い） 、

し
か
も
不
動
産
担
保
に
よ
る
貸
付
を
主
た

る
業
務
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
（
右
I

審
原

告
代
表
者） 、

担
保
不
動
産
の
価
値
の
把
握
は
自

ら
の
責
任
で
な
す
べ
き
で
あ
り 、
た
や
す
く

登
記

簿
の
記
載
や
K
の
説
明
を
信
じ 、

固
定
資
産
評
価

額
証
明
書
す
ら
点
検
し
な
か
っ
た
の
は
如
何
に
も

軽
率
で
あ
り 、

過
失
は
大
き
い」
と
し
た
上
で 、

「
1

審
被
告
の
債
務
不
履
行
の
内
容 、
1

審
原
告

の
過
失
の
内
容 、

程
度 、

本
件
土
地
は
道
路
で
あ

る
に
も
拘
ら
ず
長
ら
く

取
引
の
対
象
と
さ
れ
て
き

た
こ
と
な
ど
諸
般
の
事
情
を
総
合
す
る
と 、
1

審

被
告
が
1

審
原
告
に
対
し
債
務
不
履
行
に
よ
る
損

害
賠
償
と
し
て
支
払
う
べ
き
金
額
は
3
0
0
万
円

が
相
当
で
あ
る
と
認
め
る」
と
し
て 、
94
％
と
な

る
過
失
相
殺
率
を
示
さ
ず 、
3
0
0
万
円
と
い
う

妥
当
な

賠償
金
額
の
み
を
判
示
し
た 。

オ

以
上
の
と
お
り 、

本
件
に
参
考
と
す
べ
き

従
前
の
裁
判
例
は 、

司
法
書
士
の
負
担
す
べ
き
割

合
を
数
パ
ー

セ
ン
ト
な
い
し
15
パ
ー

セ
ン
ト

程
度

と
し
て
い
る
の
で
あ
り 、

原
判
決
の
異
常
性
は
顕

著
で
あ
る 。
過
失
相
殺
の
割
合
に
つ
い
て
裁
判
所

の
裁
量
が
大
き
い
と
し
て
も 、

原
判
決
は
明
ら
か

に
裁
量
の
範
囲
を
超
え
て
お
り 、

自
由
心
証
主
義

の
制
約
を
逸
脱
し
て
い
る 。

③

本
件
事
案
に
お
け
る
判
断

そ
こ
で 、

本
件
に
つ
き
検
討
す
る 。

ま
ず 、

相
手
方
は 、

不
動
産
業
者
で
あ
り
な
が

ら 、

本
人
確
認
の
た
め
に
何
ら
業
務
を
行
っ
て
い

な
い 。
上
述
の
積
水
ハ
ウ
ス
の
事
件
で
は 、

積
水

ハ
ウ
ス
と
別
の
業
者
の
「

社
長
は
女
の
パ
ス
ポ
ー

ト
を
コ
ピ
ー 。

社
長
は
こ
の
土
地
の
周
辺
住
民
に

コ
ピ
ー

を
見
せ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ 、

女
は
本
当

の
所
有
者
と
は
別
人
と
分
か
っ
た」
（
上
記
朝
日

新
聞） 。

本
件
で
も
相
手
方
は
甲
野
の
パ
ス
ポ
ー

ト
の
コ
ピ
ー

を
入
手
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら 、

自
宅
周
辺
の
聞
き
込
み
を
す
れ
ば 、

別
人
と
判
明

し
た
可
能
性
が
高
い 。
ま
た 、
上
記
東
京
地
裁
平

成
16
年
判
決
で
は 、
「

A
l

の
自
宅
訪
問
を一
度

試
み
て 、
そ
の
際
に
A
が
所
在
し
て
い
な
か
っ
た

の
に 、
そ
の
後
訪
問
し
て
い
な
い
こ
と」
を
も
っ

て
被
害
者
の
過
失
と
し
て
い
る
と
こ
ろ 、

相
手
方

は
9
月
7
日
の
前
に
も
後
に
も一
度
た
り
と
も 、

自
宅
に
も
入
院
中
と
い
う
病
院
に
も
訪
問
し
て
お

ら
ず 、
よ
り

過
失
の
度
合
い
は
大
き
い 。
仮
に
病

院
で
面
会
を
断
ら
れ
た
と
し
て
も 、

病
室
か
ら
受

付
に
折
り

返
し
の
電
話
を
も
ら
う
こ
と
は
で
き

た 。

甲
野
は
L
病
院
に
隣
接
す
る
M
レ
ジ
デ
ン
ス

に
入
居
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る

が 、

事
件
発
覚
後 、

同
レ
ジ
デ
ン
ス
に
甲
野
が
入

居
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
が
容
易
に
取
れ
て
い

る
（
甲
25
号
証
8

頁
9
\

11
行
目） 。
ま
し
て 、

上
述
の
と
お
り 、

相
手
方
は
実
質
的
に
は
仲
介
の

役
割
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

仲
介
の
任
務

を
ま
っ
た
＜

果
た
し
て
い
な
い 。
こ
の
点
で
相
手

方
の
過
失
は
極
め
て
重
大
で
あ
り 、

結
果
へ
の
影

響
も
直
接
的
で
あ
る 。

ま
た 、

相
手
方
は 、
上
述
の
と
お
り 、

資
格
の

な
い
T
が
Yl
弁
護
士
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た
こ
と 、

旧
知
の
間
柄
で
あ
る
5
の
言
を

軽
信
し
て
取
引
に
は
何
ら

問題
が
な
い
と

軽
信
し

し
て
い
る
（
乙
1

号
証
6

頁
21
行
目） 。

「
司
法
書
士
の
職
務
は 、

物
権
変
動
の
当
事
者

で
あ
る
登
記
権
利
者
や
登
記
義
務
者
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て 、

専
門
家
と
し
て 、

当
該
物
権
変
動
に

つ
い
て
の
不
動
産
登
記
の
申
請
行
為
を
行
う
も
の

で
あ
る 。
そ
し
て 、

司
法
書
士
は 、

不
動
産
登
記

の
申
請
行
為
に
つ
い
て
専
門
家
と
し
て
不
動
産
登

記
が
物
権
変
動
と一

致
す
る
よ
う
注
意
す
る
義
務

を
負
う
も
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
権
利

関
係
を
正
し
く

公
示
す
る
と
い
う
不
動
産
登
記
の

目
的
を
果
た
す
た
め
で
あ
っ
て 、

登
記
手
続
の
申

請
を
依
頼
す
る
登
記
権
利
者
と
な
る
べ
き
者
と
の

関
係
に
お
い
て
は 、

司
法
書
士
は 、

本
来
的
に
は

登
記
申
請
に
見
合
う
実
体
法
上
の
物
権
変
動
が
あ

る
か
否
か 、
あ
る
い
は
売
買
契
約
を
す
べ
き
か
否

か
に
つ
い
て
判
断
す
べ
き
立
場
に
は
な
い 。
す
な

わ
ち 、

司
法
書
士
に
対
す
る
不
動
産
登
記
の

申請

の
依
頼
の
前
提
と
し
て 、

売
買
に
よ
る
物
権
変
動

の
事
実
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ 、

当
該
売
買
契
約
の
締
結
に
あ
た
っ
て 、

売
主
に
所

有
権
あ
る
い
は
所
有
者
を
代
理
す
べ
き
権
限
が
存

在
し 、

売
買
契
約
に
よ
り

所
有
権
を
取
得
で
き
る

か
否
か
の
確
認
は 、

当
該
売
買
契
約
の
当
事
者
で

あ
る
買
主
が 、

自
ら
の
危
険
と
責
任
に
お
い
て
行

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て 、

自
ら
は
売
主
（
登
記
義

務
者）
に
対
し
て
売
買
の
意
思
の
有
無
を
確
認
も

せ
ず
に 、

司
法
書
士
に
対
し
て 、

当
該
売
買
の
事

実
を
前
提
と
し
て
そ
の
物
権
変
動
に
つ
い
て
の
登

記
の

申請
行
為
を
依
頼
し
て
お
き
な
が
ら 、

売
買

が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
売
買
契
約
に
基
づ

く
登
記
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
結
果
が
生

じ
た
場
合 、

自
ら
の
依
頼
の
趣
旨
に
沿
っ
て
登
記

申
請
行
為
を
行
っ
た
司
法
書
士
に
対
し
て 、

登
記

義
務
者
の
登
記

申請
意
思
の
確
認
を
怠
っ
た
と
い

う
登
記

申請
行
為
の
瑕
疵
の
み
を
捉
え
て 、

物
権

取
得
が
で
き
な
か
っ
た
損
害
を
司
法
書
士
に
転
嫁

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い 。
司
法
書
士
は 、
そ
の

棗
の
職
分
で
あ
る
登
記
申
請
事
務
以
上
に 、

依

頼
者
か
ら
物
権
変
動
の
前
提
と
な
る
売
買
契
約
等

の
締
結
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
う
よ
う
な
依
頼
を

受
け
た
と
か 、
あ
る
い
は 、

司
法
書
士
が
登
記
義

務
者
に
登
記
申
請
意
思
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い

た
又
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
過
失
が

あ
る
な
ど
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り 、

司
法
書

士
は 、

登
記
義
務
者
の
登
記
申
請
意
思
の
欠
鋏
に

つ
い
て 、

現
実
に
司
法
書
士
に
登
記
申
請
を
依
頼

し
た
登
記
権
利
者
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
と

い
う
べ
き
で
あ
る 。」

イ

連
件
申
請
の
後
件
を
担
当
す
る
司
法
書
士

の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
例
は
存
在
し
な
い
よ

う
で
あ
る 。
東
京
地
裁
平
成
25
年
5
月
30
日
判
決

は 、

連
件

申請
の
前
件
を
担
当
す
る
司
法
書
士
の

責
任
を
認
め
た
が 、
9

割
の
過
失
相
殺
を
行
っ
て

い
る
（
丙
4
号
証
3
6
9

頁） 。

ゥ

墾
尽
地
裁
平
成
16
年
8
月
6
日
判
決
（
判

タ
ー
1
9
6

号
l
2
0

頁）
は 、

連
件
申
請
で
は

な
い 、

通
常
の
単
独

申請
の
事
案
で
あ
る
が 、

次

の
と
お
り 、

判
ホ
し
て
い
る 。

「
被
告
が
自
称
A
に
接
触
す
る
前
に 、

原
告
が

接
触
し
て
お
り 、

被
告
は 、

原
告
か
ら
自
称
A
を

A
本
人
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と 、

原
告
が
被
告
に
対
し 、

自
称
A
が
A
1

で
あ
る
こ

と
の
本
人
確
認
を
十
全
に
行
う
こ
と
を
期
待
し
に

く
い
状
況
に
あ
る
こ
と 、

原
告
が
本
件
契
約
を
締

結
す
る
ま
で
に
何
人
の
不
動
産
ブ
ロ
ー

カ
ー

が
関

与
し
て
い
て 、

原
告
が
本
件
契
約
の
打
診
を
受
け

た
こ
と
等
々 、

相
手
方
の
過
失
は
極
め
て
大
き
い 。

そ
し
て 、

申
立
人
の
報
酬
額
は
上
述
の
と
お
り

13
万
円
と

低
額
で
あ
る
の
に
対
し 、

相
手
方
の
受

け
る
利
益
は 、

相
手
方•
Cl
間
の
転
売
差
益
の
3

1
0
0
万
円
で
あ
る
か 、

Cz
か
ら
さ
ら
に
転
売
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ
る
利
益
か
は
別
に
し

て
（
積
水
事
件
で
も
1
0
0

億
円
の
価
値
の
土
地

を
55
億
円
で
買
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

に 、

原
判
決
認
定
の
と
お
り 、

相
手
方
が
Cz
と
の

共
同
事
業
者
で
あ
れ
ば
数
億
円
の
儲
け
の
可
能
性

も
あ
っ
た 。） 、

経
済
的
負
担
は
な
く
莫
大
な
も
の

で
あ
る
こ
と 、

申
立
人
は
連
件
申
請
の
後
件
担
当

で
あ
り

元
来
前
件
に
関
す
る
業
務
を
何
ら
負
担
し

て
い
な
い
こ
と 、

申
立
人
は
印
鑑
登
録
証
明
書
の

生
年
の
相
違
を
看
過
す
る
こ
と
な
く
指
摘
し
（
上

述
p
陳
述） 、
「
ど
う
な
っ
て
る
の」
(
T
27
頁
13

行
目）
と
質
問
も
し
て
い
る
が 、
こ
の
点
の
調
査

は
5
と
T
が
担
当
す
る
こ
と
に
そ
の
席
上
で
な
っ

た
こ
と
な
ど 、

衡
平
の
理
念
に
照
ら
し 、

大
幅
な

過
失
相
殺
を
な
す
べ
き
で
あ
る 。

さ
ら
に 、

本
件
は 、

Yl 、
T 、

5 、

5
ら
の
故

意
な
い
し
重
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ 、

申
立
人
の
負
担
額
が
3

億
2
4
0
0
万

円
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
社
会
通
念
に
反
す

る 。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は 、

過
失
相
殺
率
も
さ

り
な
が
ら 、

前
述
の
大
阪
高
裁
判
決
（
田
ェ）
の

ご
と
く 、

実
額
を
衡
平
の
理
念
に
適
う
も
の
と
す

べ
き
で
あ
る 。

3

小
括

以
上
の
次
第
で
あ
る
か
ら 、

相
手
方
の
過
失
割

合
を
5

割
と
す
る
こ
と
に
よ
り
申
立
人
に
損
害
の

5
割
を
負
担
さ
せ
た
原
判
決
の
判
断
に
は 、

従
前

の
裁
判
例
と
相
反
す
る
判
断
が
あ
る
上 、

民
法
7

2
2

条
2

項
の
適
用
に
お
い
て 、

経
験
則
に
違
背

て
か
ら
本
件
登
記
申
請
ま
で
は
十
数
日
に
過
ぎ

ず 、

原
告
に
持
ち
込
ま
れ
た
話
も 、

当
初
は
3

億

5
0
0
0

万
円
の
借
入
の
申
込
が
数
日
で
2

億
5

0
0
0

万
円
の
借
入
の
申
込
と
変
更
さ
れ
た
も
の

で 、

最
終
的
に
は
実
質
の
借
入
金
は
2

億
2
7
5

0
万
円
ま
で
減
額
さ
れ 、

再
売
買
予
約
完
結
権
の

行
使
期
限・
価
格
に
鑑
み
る
と 、

利
息
制
限
法
を

遥
か
に
超
え
た
年
利
約
40
パ
ー

セ
ン
ト
の
貸
付
と

実
質
的
に
は
同
じ
契
約
で
あ
る
ば
か
り
か 、

自
称

A
が
相
続
分
な
き
こ
と
の
証
明
書
の
作
成
名
義
人

で
あ
る
母
と
妹
へ
の
連
絡
を
避
け
る
よ
う
原
告
に

申
し
入
れ
て
い
る
な
ど 、

本
件
契
約
は 、

原
告
に

不
合
理
と
も
思
え
る
程
大
き
な
経
済
的
利
益
を
も

た
ら
す
等 、

経
緯 、

内
容
共
に
極
め
て
不
自
然
な

契
約
で
あ
る
の
に 、

原
告
も
運
転
免
許
証
の
み
で

自
称
A
を
A
l
と

軽
信
し 、
A
1

の
自
宅
訪
問
を

一
度
試
み
て 、
そ
の
際
に
A
が
所
在
し
て
い
な
か

っ
た
の
に 、
そ
の
後
訪
問
し
て
い
な
い
こ
と 、

前

記
の
と
お
り

本
件
印
鑑
証
明
書
等
に
透
か
し
が
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
表
面
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
る
と 、
そ
れ
を
光
源
に
か
ざ
し
て

確
認
す
る
こ
と
は
司
法
書
士
等
の
専
門
家
で
は
な

い
原
告
側
に
お
い
て
も
可
能
で
あ
っ
た
の
に
原
告

側
も
し
て
い
な
い
こ
と 、

被
告
の
過
失
は
前
記
の

と
お
り

軽
微
で
あ
る
こ
と 、

被
告
も
運
転
免
許
証

や
電
話
番
号
で一
応
は
自
称
A
の
本
人
確
認
を
し

た
こ
と 、

被
告
が
本
件
契
約
に
お
い
て
得
た
報
酬

は
約
20
万
円
に
過
ぎ
な
い
こ
と
等
の一
切
の
事
情

を
考
慮
す
る
と 、

本
件
は 、

損
害
の
衡
平
な
分
担

の
観
点
か
ら
す
る
と 、
そ
の
損
害
の
大
部
分
を
原

告
が
負
担
す
べ
き
事
案
と
い
え
る 。

し
た
が
っ
て 、
8

割
5

分
の
過
失
相
殺
を
す
る

の
が
相
当
で
あ
る 。」

し
自
由
心
証
主
義
の
内
在
的
制
約
を
逸
脱
し 、

損

害
賠
償
法
に
お
け
る
損
害
の
衡
平
な
分
担
の
原
則

に
も
と
る
重
大
な
違
法
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い 。

第
6

原
審
の
審
理
等
に
つ
い
て

1

原
判
決
は 、

原
原
審
判
決
の
請
求
棄
却
か

ら一
転 、

申
立
人
に
対
し 、
3

億
2
4
0
0
万
円

と
判
決
時
点
で
既
に
15
％
以
上
の
遅
延
損
害
金
を

付
加
し
て 、
そ
れ
ら
の
支
払
を
命
じ
た 。

申
立
人
が
加
入
す
る
司
法
書
士
賠
償
責
任
保
険

の
保
険
金
上
限
額
は
上
限
が
1

億
円
で
あ
り 、
こ

れ
は
標
準
的
な
タ
イ
プ
の
保
険
で
あ
る 。

申
立
人

は 、

相
手
方
訴
訟
代
理
人
の
質
問
に
も
正
直
に
答

え
て
い
る
が
（
申
立
人
本
人
7

頁
22
行
目
S
8

頁

5
行
目） 、
保
険
金
額
の
質
問
は
な
さ
れ
て
い
な
い 。

元
本
の
3

億
2
4
0
0
万
円
に
せ
よ
利
息
を
含

め
た
3

億
7
0
0
0
万
円
に
せ
よ 、

支
払
い
は
不

可
能
で
あ
る
た
め 、

破
産
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る 。

現
に 、

平
成
30
年
9
月
25
日
に
は 、

相
手
方
代

理
人
か
ら 、

申
立
人
代
理
人
に
対
し 、
「

当
職
依

頼
者
は 、

当
職
に
対
し 、

破
産
手
続
開
始
の
申
立

を
最
終
ス
テ
ー

ジ
と
す
る一
連
の
ハ
ー
ド
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
手
法
に
よ
る
回
収
手
続
き
の
開
始
を
求
め

て
お
り
ま
す 。
被
害
感
情
が
強
い
た
め 、

金
額
面

で
の
値
引
き
の
考
え
は
も
っ
て
い
ま
せ
ん」
と
の

通
知
が
な
さ
れ
て
い
る 。

申
立
人
に
お
い
て
本
件

訴
訟
の
経
緯
に
鑑
み
て
最
高
裁
判
所
の
判
断
を
待

っ
て
誠
実
に
対
応
し
た
い
旨
申
し
入
れ
た
が 、
ま

っ
た
＜
聞
き
入
れ
ら
れ
ず 、

平
成
30
年
10
月
19

日 、

相
手
方
は
申
立
人
の
銀
行
預
金
口
座
を
差
し

押
さ
え
る
と
い
う
仮
借
な
い
行
動
に
出
て
い
る
の

で
あ
る
（
本
件
に
つ
い
て
は 、

最
終
買
受
人
の
Cz

か
ら
の
訴
訟
提
起
は
な
く 、

相
手
方
は 、

仲
介
人

【追加資料】
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の
い
な
い
し

5
ゃ
売
主
Cl
を
被
告
と
し
て
い
な
い

と
い
う
い
び
つ
さ
で
あ
る 。

申
立
人
は
精
神
的
に

も
限
界
に
達
し
て
い
た
が 、

平
成
30
年
10
月
25
日

付
け
で
上
記
差
押
え
は
取
り

下
げ
ら
れ
た 。） 。

司
法
書
士
法
5

条
3

号
は 、

破
産
を
欠
格
事
由

と
す
る 。

申
立
人
は 、

昭
和
55
年
に
資
格
を
取
得
し
て
以

来 、
地
道
に
司
法
書
士
と
し
て
の
職
務
に
励
ん
で

き
た 。地

面
師
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
司
法
書
士
が
取

引
当
事
者
の
経
済
的
損
失
を
填
補
す
る
た
め
に 、

か
よ
う
に
多
額
の
債
務
を
負
担
し
て 、

破
産
を
始

め
と
す
る
社
会
的
不
利
益
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か 。

社
会
通
念
や一
般
市
民
の
感
覚
を
持
ち
出
す
ま

で
も
な
く 、

原
判
決
の
結
論
は
妥
当
性
を
欠
き 、

そ
れ
以
上
に
異
常
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
も
の

で
あ
る 。

原
判
決
の
言
渡
し
以
来 、

申
立
人
は
心
身
の
バ

ラ
ン
ス
を
著
し
く

崩
し
て
い
る 。
一
人
の
司
法
書

士
の
人
生
を
絶
望
に
突
き
落
と
し 、

司
法
書
士
の

業
務
や
責
任 、
ひ
い
て
は
専
門
士
業
の
業
務
や
責

任
の
あ
り
方
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
原
審
の
判

断
に
つ
き 、

最
終
的
な
司
法
判
断
を
衷
心
よ
り

望

む
も
の
で
あ
る 。

2

原
審
に
お
い
て
は 、

裁
判
所
か
ら
2、
3

の
釈
明
が
あ
る
以
外
は 、

新
た
な
人
証
調
べ
や
物

証
の
提
出
も
な
く 、

和
解
勧
告
も
心
証
の
開
ホ
も

ま
っ
た
く
な
い
ま
ま 、

終
結
を
迎
え
て
い
る 。

第
1

回
口
頭
弁
論
期
日
で
は 、

裁
判
長
か
ら 、

「
Y
司
法
書
士
は
簡
裁
代
理
権
の
認
定
は
受
け
て

い
る
か」
と
の
質
問
が
あ
っ
た
た
め 、

被
控
訴
人

代
理
人
に
お
い
て 、
「

記
憶
で
は
な
か
っ
た
も
の

と
思
う
が 、
ご
質
問
の
趣
旨
は
？」

（
申
立
人
宛

て
の
第
1

回
期
日
報
告
書
よ
り
引
用）
と

確
認
し

た
と
こ
ろ 、
「

簡
裁
代
理
権
の
研
修
を
受
け
た
か

ど
う
か
と
い
っ
た
趣
旨」
（
あ
ま
り
明
確
に
は
言

わ
な
か
っ
た）
（
上
記
報
告
書）
と
の
遣
り

取
り

を
踏
ま
え
て
（
調
書
上
は 、
「

被
控
訴
人
は 、

司

法
書
士
と
し
て
の
簡
易
裁
判
所
の
代
理
権
の
有
無

及
び
有
す
る
場
合
は
研
修
を
受
講
し
て
い
る
か
を

あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い」
と
要
約
さ
れ
て
い

た） 、

第
2
回
期
日
に
お
い
て 、
「

被
控
訴
人
は 、

司
法
書
士
と
し
て
の
簡
裁
訴
訟
代
理
権
等
関
係
業

務
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い」
と
回
答
し
た 。
結

局 、
こ
の
遣
り

取
り
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ

た
の
か
今
も
っ
て
不
明
で
あ
る 。

ま
た 、

第
1

回
期
日
に
お
い
て 、
「

控
訴
人

は 、

甲
第
11
号
証
及
び
甲
第
12
号
証
の
登
記

申請

が
い
つ 、
ど
の
よ
う
な
話
が
あ
り 、
ど
う
し
た
の

か
具
体
的
な
経
緯
を 、
ま
た
甲
第
11
号
証
及
び
甲

第
12
号
証
を
撮
影
し
た
経
緯
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ

た
い」
と
調
書
上
に
あ
る
が 、
こ
れ
に
対
応
す
る

控
訴
人
の
準
備
書
面
は
陳
述
も
提
出
も
さ
れ
て
い

な
い 。第

1
回
期
日
で
は 、

法
務
局
に
対
す
る
調
査
嘱

託
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が 、

趣
旨
が
不
明
で
あ

り 、

実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
通
例
ど
お
り
法
務
局

な
い
し
警
察
に
対
し
登
記

申請
書
類一
式
の
取
寄

せ
を
す
べ
き
で
あ
り 、
そ
う
す
れ
ば
原
判
決
が
問

題
と
す
る
本
件
印
鑑
登
録
証
明
書
の
透
か
し
文
字

で
あ
る
「

複
製」
の
有
無
も
よ
り
明
ら
か
と
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

第
2
回
期
日
で
は 、

裁
判
長
か
ら 、
「

控
訴
人

は
前
件
が
T
と
い
う
無
資
格
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ

て
い
た
か
ら 、

被
控
訴
人
は
よ
り

慎
重
に
対
処
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
の
か」
（
申
立
人
宛

て
の
第
2
回
期
日
報
告
書
よ
り
引
用）
と
の
質
問

に
対
し 、

控
訴
人
は 、
「
し
な
い 。」
（
同
報
告
書）

と
明
言
し
た
と
こ
ろ 、

裁
判
長
が
「

で
は 、
こ
れ

以
上 、

審
理
す
る
こ
と
は
な
い
が 、

最
高
裁
か
ら

釈
明
義
務
違
反
を
指
摘
さ
れ
て
も
困
る
の
で」

（
同
報
告
書）
と
発
言
し
た
た
め 、

控
訴
人
は 、

「
慌
て
て」
（
同
報
告
書）

検
討
す
る
と
述
べ
た
も

の
で
あ
る 。

と
こ
ろ
が 、

第
3
回
期
日
に
お
い
て 、

提
出
さ

れ
た
準
備
書
面
に
は
そ
の
よ
う
な
主
張
は
な
く 、

裁
判
長
は 、
「

被
控
訴
人
は 、

控
訴
人
の
上
記
準

備
書
面
5

頁
目
下
か
ら
3

行
目
の
点
に
つ
い
て 、

主
張
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い」
（
調
書）
と
述
べ

た 。
「

控
訴
人
の
上
記
準
備
書
面
5

頁
目
下
か
ら

3
行
目」
と
は 、
「

被
控
訴
人
が
先
行
申
請
代
理

人
で
あ
る
YI
弁
護
士
に
対
し
て 、

自
称
「

甲
野」

が
真
実
の
登
記
義
務
者
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
か

否
か
の
問
い
合
わ
せ
質
問
す
ら
し
な
い」
と
の
主

張
で
あ
る 。

こ
れ
に
対
し
て 、

被
控
訴
人
は 、

次
の
と
お
り

（
平
成
30
年
7
月
5
日
付
け
被
控
訴
人
第
1

準
備

書
面
3

頁
5) 、

陳
述
し
て 、

弁
論
は
終
結
し
た 。

「
控
訴
人
は 、
「

被
控
訴
人
が
先
行
申
請
代
理
人

で
あ
る
YI
弁
護
士
に
対
し
て 、

自
称
「

甲
野」
が

真
実
の
登
記
義
務
者
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
か
否

か
の
問
い
合
わ
せ
質
問
す
ら
し
て
い
な
い」
（
上

記
準
備
書
面
5

頁
20
行
目）
と
主
張
す
る
が 、
そ

も
そ
も
本
件
登
記

申請
は 、

前
件
を
YI
弁
護
士
が

担
当
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て 、

後
件
の
み
が

依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

（
甲
26
号
証
ー

頁
下
か

ら
6
行
目
S
2

行
目 。
そ
の
旨
「

や
司
法
書
士
に

説
明」） 、

既
に
YI
弁
護
士
を
立
会
人
と
し
て
売
買

契
約
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
お
り 、

YI
弁
護
士
の

本
人
確
認
情
報
で
は
な
く 、

別
途 、
公
証
人
に
よ

る
認
証
が
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て 、

甲
野
氏

以
上

の
本
人
性
に
対
す
る
疑
い
は
控
訴
人・
被
控
訴
人

は
じ
め
関
係
者
の
誰
に
も
生
じ
て
い
な
か
っ
た
以

上 、
上
記
の
よ
う
な
質
問
は
し
な
い 。

仮
に
「

自
称
「

甲
野」
が
真
実
の
登
記
義
務
者

で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
か
否
か」
質
問
し
た
と
し

て
も 、

YI
弁
護
士
は 、

原
審
尋
問
の
結
果
の
と
お

り 、

甲
野
氏
本
人
に
間
違
い
な
い
と
答
え
た
に
違

い
な
い
か
ら 、

控
訴
人
の
上
記
主
張
は
因
果
関
係

も
認
め
ら
れ
な
い 。」

こ
の
審
理
経
過
か
ら
す
る
と 、

原
判
決
書
3

頁

4
「

当
審
に
お
い
て
追
加・
補
充
さ
れ
た
主
張」

は 、
「

第
1

審
被
告
の
主
張」
と
し
て
は
ま
っ
た

＜
的
確
を
欠
い
て
お
り 、
上
述
の
と
お
り
明
確
に

因
果
関
係
の
主
張
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず 、
こ
れ
を
欠
落
さ
せ
て
い
る 。
ま
た 、
「

第
ー

審
原
告
の
主
張」
に
つ
い
て
は 、

原
判
決
は
第
1

審
原
告
が
主
張
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
判
断

を
及
ぼ
し
て
お
り 、

弁
論
主
義
に
背
馳
す
る 。

い
ず
れ
に
し
て
も 、
か
よ
う
な
原
原
審
以
来
の

審
理
経
過
で
話
合
い
に
よ
る
解
決
の
機
会
さ
え
な

か
っ
た
こ
と
は 、

我
が
国
の
優
れ
た
司
法
制
度
を

信
頼
し
期
待
を
寄
せ
る
者
と
し
て 、

遺
憾
の
極
み

で
あ
る 。

第
7

結
論

よ
っ
て 、

原
判
決
に
は 、

判
例
違
反 、

採
証
法

則
な
い
し
経
験
則
違
反
ひ
い
て
は
自
由
心
証
主
義

の
逸
脱 、

民
法
7
0
9

条
の
「

過
失」
の
解
釈
の

誤
り 、

及
び
損
害
賠
償
法
に
お
け
る
衡
平
の
原
則

違
反
が
あ
り 、

判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
か
ら 、

本
件
に
つ
き

法
令
の
解
釈
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
含
む
事
件

と
し
て
上
告
受
理
の
上 、

原
判
決
を
破
棄
し 、

相

手
方
の
控
訴
を
棄
却
す
る
こ
と
を
求
め
る 。

【追加資料】
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▽
前
訴
に
お
い
て
司
法
書
士
の
不
動

産
登
記
手
続
の
過
失
に
よ
る
損
害

賠
償
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
案
件
に

つ
い
て、

損
害
賠
償
責
任
は
司
法

書
士
の
故
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
で
あ
り、

司
法
書
士
賠
償
責
任

保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
金
請
求

は
免
責
さ
れ
る
と
判
断
し
た
事
例

事
件
の
概
要

鹿
児
島
県
所
在
の
小
規
模
特
定
有
限
会
社

で
あ
る
A
社
（
代
表
取
締
役
B)
は 、

東
京

都
文
京
区
千
駄
木
所
在
の
抵
当
権
の
付
さ
れ

て
い
な
い
土
地
（
本
件
土
地）
を
所
有
し
て

い
た 。
自
称
B
は
A
社
と
C

社
（
代
表
取
締

役
D)

と
の
本
件
土
地
売
買
契
約
を
締
結

し 、

不
動
産
業
者
X
に
転
売
す
る
（
前
記
売

買
契
約
の
買
主
を
C
社
か
ら
X
に
変
更
す
る）

こ
と
に
し
た 。
自
称
B
は 、

本
件
土
地
の
登

記
識
別
情
報
を
有
し
て
お
ら
ず 、

登
記
を
す

る
た
め
に
は
資
格
者
代
理
人
に
よ
る
本
人
確

認
情
報
提
供
制
度
（
不
登
法
23
条
4
項
ー

号）
を
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら 、

C

社
と
と
も
に 、

司
法
書
士
Z

（
千
葉
司
法
書
士
会
所
属）
に 、

本
人
確
認

情
報
を
提
供
す
る
こ
と

及
び
本
件
登
記
申
請

保
険
金
請
求
事
件 、

東
京
地
裁
平
30
団
7

9
8
7

号 、

令
2.
7.
1

民
18
部
判一

元 ‘
棄
却
（
龍疋）

代
理
を
依
頼
し
た 。

自
称
B

は 、

B

名
義
の
印
鑑
登
録
証
明

書 、

運
転
免
許
証 、

健
康
保
険
証
の
ほ
か 、

A
社
の
印
鑑
証
明
書
を
用
意
し 、
N
は
こ
れ

ら
の
偽
造
文
書
の
確
認
及
び
自
称
B
に
対
す

る
人
定
質
問
等
を
行
い 、

自
称
B
が
真
正
の

B

本
人
で
あ
る
旨
の
本
人
確
認
情
報
を
提
供

し
た 。
N
は
登
記
申
請
代
理
を
し 、
X
は
C

社
に
代
金
2

億
円
を
支
払
い
本
件
土
地
所
有

権
移
転
登
記
を
取
得
し
た
が 、

そ
の
後
x

は 、
A
社
か
ら
本
件
土
地
所
有
権
移
転
登
記

の
抹
消
登
記
手
続
請
求
訴
訟
を
提
起
さ
れ
敗

訴
し
て 、

本
件
土
地
所
有
権
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ず 、

売
買
代
金
相
当
額
の
損
害
を

被
っ
た 。
そ
こ
で 、
X
は
Z
に
対
し
て 、

本

件
登
記
手
続
に
お
い
て
自
称
B
が
成
り
す
ま

し
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
た
過
失
が
あ
る
と

し
て 、

不
法
行
為
に
基
づ
き
損
害
賠
償
請
求

訴
訟
を
提
起
し
た 。

同
訴
訟
の
1

審
判
決

（
東
京
地
判
平
28.
9.
2

本
誌
2
3
8
7.

18）
は 、
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
が 、

控
訴

審
判
決
（
東
京
高
判
平
29.
12
.

13
本
誌
2

3
8
7.
13)
は
N
の
過
失
を
肯
定
し
た 。

こ
こ
で 、
X
は 、
2

億
2
4
4
3

万
円
余
及

び
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
命
ず
る
確
定
判
決

を
得
た
（
以
下 、
「

前
訴」
と
い
う） 。

本
件
は 、
こ
う
し
た
事
実
経
緯
の
下
に
お

い
て 、
X
が 、

千
葉
司
法
書
士
会
に
お
い
て

損
害
保
険
会
社
Y
と
の
間
で
z

を
被
保
険
者

と
し
て
締
結
し
て
い
た
賠
償
責
任
保
険
に
基

づ
く

保
険
金
請
求
権
(
2

億
円
と
1
0
0
0

万
円
の
も
の）
を
差
し
押
さ
え 、

転
付
命
令

を
得
た
と
主
張
し
て 、
Y
に
対
し 、

各
保
険

金
請
求
権
に
基
づ
き 、
2

億
l

o
o
o

万
円

及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
た
ケ
ー

ス

で
あ
る 。

こ
れ
に
対
し
て 、
Y
は 、

賠
償
責
任
保
険

普
通
保
険
約
款
の
「

故
意
免
責
条
項」
を
主

張
し
て
争
っ
た 。

本
件
の
争
点
は 、
「

故
意

免
責
条
項」
該
当
性 、

す
な
わ
ち 、
「
N
の

X
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
は
N
の
故
意
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か」 、

具
体
的
に
は 、

「
z

に
お
い
て
自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か」
で
あ
る 。

2

本
判
決
の
内
容

本
判
決
は 、
X
の
請
求
を
棄
却
し
た 。

す
な
わ
ち 、

本
判
決
は 、

田
本
件
事
実
関

係
か
ら
す
る
と 、

司
法
書
士
z

が
売
買
契
約

に
お
け
る
複
数
の
不
自
然
さ
に
疑
念
を
抱
く

こ
と
な
く

所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
進
め
て

い
る
事
実 、

別
件
の
地
面
師
詐
欺
事
件
で
逮

捕
起
訴
さ
れ
公
判
手
続
が
進
行
し
て
い
る
事

実
な
ど
の
間
接
事
実
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か 、

別
件
の
詐
欺
事
件
で
共
犯
者
と
し
て
起
訴
さ

れ
実
刑
判
決
を
受
け
た
F
が
供
述
し
た
司
法

書
士
Z
は
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の一
員
で
あ
っ

た
旨
の
証
言
が
あ
り
そ
れ
に
信
用
性
が
認
め

ら
れ
る
と
し
た
う
え
で 、

③
①
z

は
自
称
B

の
不
自
然
な
言
動
の
事
実
を
認
識
し
て
お

り 、

司
法
書
士
の
職
務
経
験
に
照
ら
し 、

不

審
さ
に
気
付
い
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の
に 、

疑
念
を
抱
く
こ
と
な
く

本
件
登
記
を
進
め
て

い
る
が 、
こ
れ
は
N
の
故
意
を
推
認
さ
せ
る

方
向
の
間
接
事
実
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り 、

②
z

は
F
の
確
定
判
決
で
認
定
さ
れ
て
い
る

と
お
り 、

別
件
で
F
と
共
謀
し
て
金
員
を
詐

取
し
た
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の一
員
で
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
が 、
そ
う
す
る
と 、

別
件
の

後
の
出
来
事
で
あ
る
本
件
土
地
取
引
に
つ
い

て 、

自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で
あ
っ
た
事
実

を
z

が
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
到
底
考

え
ら
れ
な
い
か
ら 、
N
は
こ
の
事
実
を
認
識

し
て
い
た
こ
と
が
強
く

推
認
さ
れ
る
と
判
断

し 、

③
結
論
と
し
て 、
N
は
「
自
称
B
が
成

り
す
ま
し
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た」 、

す
な
わ
ち 、
「

損
害
賠
償
責
任
が
司
法

書
士
の
故
意
に
よ
っ
て
生
じ
た」
も
の
で
あ

る
と
し
て 、

故
意
免
責
条
項
に
よ
り
司
法
書

士
賠
償
責
任
保
険
契
約
に
基
づ
く

保
険
金
請

求
は
免
責
さ
れ
る
と
の
結
論
を
導
い
た 。

3

本
判
決
の
意
義

近
年 、

地
面
師
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
土
地
取

引
詐
欺
の
被
害
を
受
け
る
事
件
が
み
ら
れ
る

が 、

裁
判
例
に
も 、

司
法
書
士
が 、

成
り
す

ま
し
案
件
に
つ
い
て
本
人
確
認
義
務
違
反
を

問
題
と
さ
れ
た
ケ
ー

ス
は
少
な
く
な
い
（
例

え
ば 、

司
法
書
士
の
過
失
が
肯
定
さ
れ
た
近

時
の
裁
判
例
と
し
て 、

東
京
地
判
平
20
.

11
.

27
本
誌
2
0
5
7.
1
0
7 、

宮
崎
地

判
平
22
.
5.
26
本
誌
2
l
l
l
.

45 、

東

京
地
判
平
24
.

12
.

18
判
夕
l
4
0
8
.
3

5
8 、

東
京
地
判
平
26.
11
.

17
本
誌
2
2

4
7.

39 、

東
京
地
判
平
29.
12
.
4
本
誌

2
4
0
2.
39 、

東
京
地
判
令
ー
・

11
.

11

金
法
2
1
4
0.
70
な
ど） 。

本
件
の
前
訴

も
司
法
書
士
z

に
お
い
て
自
称
B
が
成
り
す

【追加資料】

15 / 32



41 2464号 判例時報 判例時報 2464号 40 

ま
し
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
た
過
失
責
任
を

追
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
東
京
高
判

平
29.
12
.

13
は
過
失
を
肯
定） 。

こ
れ
に
対
し
て 、

本
判
決
は 、

前
訴
に
お

い
て
司
法
書
士
の
不
動
産
登
記
手
続
の
過
失

に
よ
る
登
記
権
利
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責

任
が
肯
定
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て 、

損
害
賠

償
責
任
は
司
法
書
士
の
故
意
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
で
あ
り 、

司
法
書
士
賠
償
責
任
保
険

契
約
上
の
「

故
意
免
責
条
項」
に
該
当
す
る

こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な

裁
判
例
は
（
少
な
く
も
公
刊
さ
れ
る
も
の
と

し
て
は）

初
め
て
で
あ
ろ
う 。

そ
の
意
味

で 、

第
ー
に 、

本
判
決
は
画
期
的
な
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き 、
そ
の
事
例
的
意
義
は
大

き
い 。本

判
決
の
要
旨
を
整
理
す
る
と 、

司
法
書

士
が
土
地
売
買
契
約
に
お
け
る
複
数
の
不
自

然
さ
に
つ
き
疑
念
を
抱
く
こ
と
な
く

所
有
権

移
転
登
記
手
続
を
進
め
て
い
る
事
実 、

別
件

の
地
面
師
詐
欺
事
件
で
逮
捕
起
訴
さ
れ
公
判

手
続
が
進
行
し
て
い
る
事
実
な
ど
の
間
接
事

実
の
ほ
か 、

別
件
の
詐
欺
事
件
で
共
犯
者
と

し
て
起
訴
さ
れ
実
刑
判
決
を
受
け
た
者
が
供

述
し
た
司
法
書
士
は
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の一

員
で
あ
っ
た
旨
の
証
言
が
あ
り
そ
れ
を
信
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら 、

司
法
書
士
が 、

本
件
に
お
い
て
も
「

自
称
売
主
会
社
代
表
者

が
成
り
す
ま
し
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
こ
と」 、
す
な
わ
ち 、
「

損
害
賠
償
責
任
が

司
法
書
士
の
故
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と」

を
推
認
す
る
こ
と
が
で
き 、
「

故
意
免
責
条

事
案
の
概
要

本
件
は 、

千
葉
司
法
書
士
会
に
所
属
す
る

司
法
書
士
で
あ
る
z

に
対
し
て
不
法
行
為
に
基
づ

＜

璽吉
賠
償
と
し
て
2

億
2
4
4
3

万
0
8
6
3

円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
命

じ
る
確
定
判
決
を
有
す
る
原
告
が 、

千
葉
司
法
書

士
会
に
お
い
て
被
告
と
の
間
で
z

を
被
保
険
者
と

し
て
締
結
し
て
い
た
2

本
の
賠
償
責
任
保
険
契
約

に
基
づ
く
z

の
被
告
に
対
す
る
2

億
円
及
び
l
o

0
0
万
円
の
各
保
険
金
請
求
権
を
差
し
押
え 、

転

付
命
令
を
得
た
と
主
張
し
て 、

被
告
に
対
し 、

同

各
保
険
金
請
求
権
に
基
づ
き 、
2

億
l
o
o
o
万

円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成
30
年
3
月
1
日
（
原

告
が
保
険
金
支
払
期
限
と
主
張
す
る
日
の
翌
日）

か
ら
支
払
済
み
ま
で
平
成
29
年
法
律
第
45
号
に
よ

る
改
正
前
の
商
法
5
1
4
条
の
商
事
法
定
利
率
年

6
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め

る
事
案
で
あ
る 。

2

前
提
事
実
（
当
事
者
間
に
争
い
の
な
い
事

実
並
び
に
後
掲
の
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ

り
容
易
に
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
実）

編
注
・

本
誌
で
は
証
拠
の
表
示
）

／
は
省
略
な
い
し
割
愛
し
ま
す

田

当
事
者
等

ア

原
告
は 、

不
動
産
の
売
買 、

賃
貸 、

管

理 、

仲
介
並
び
に
斡
旋
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会

社
で
あ
り 、
か
つ
て
は
X
株
式
会
社
と
い
う
商
号

で
あ
っ
た
が 、

平
成
30
年
10
月
1
日
に
こ
れ
を
現

在
の
も
の
に
変
更
し
た 。

イ

被
告
は 、

損
害
保
険
業
等
を
目
的
と
す
る

株
式
会
社
で
あ
り 、

後
記
図
の
と
お
り
千
葉
司
法

書
士
会
と
の
間
で
2

本
の
賠
償
責
任
保
険
契
約
を

え 。第
2

項」
に
よ
り
司
法
書
士
賠
償
責
任
保
険
契
約

に
基
づ
く

保
険
金
請
求
は
免
責
さ
れ
る
と
し

た
も
の 、
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

第
2
に 、

本
判
決
の
示
す ‘

®
経
験
則
上

故
意
を
推
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
間

接
事
実
と
®
そ
の
他
の
証
拠
（
別
件
の
詐
欺

刑
事
事
件
で
共
犯
者
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
者

の
証
言）
に
対
す
る
証
拠
評
価
に
基
づ
く

認

定
判
断
の
枠
組
み
は 、

実
務
的
に
参
照
価
値

が
高
い 。

す
な
わ
ち 、

前
掲
東
京
高
判
平
29
.

12
.

13
は 、

司
法
書
士
z

に
お
い
て 、
B
の
成
り

す
ま
し
を
疑
う
に
足
り
る
事
情
（
過
失
の
評

価
根
拠
事
実）
が
あ
る
と
認
め 、
こ
う
し
た

疑
念
性
が
肯
定
さ
れ
る
以
上 、

不
登
規
則
72

条
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
本
人
確
認
で
は
足

り
ず 、
さ
ら
に
調
査
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず 、
こ
れ
を
怠
っ
た
過
失
が

あ
る
と
判
ホ
し
た
が 、

本
判
決
は 、

®
に
つ

い
て
は 、

過
失
の
評
価
根
拠
事
実
は 、

故
意

を
推
認
さ
せ
る
方
向
の
間
接
事
実
に
あ
た
る

と
判
示
し
つ
つ 、

固
A
社
は
本
件
土
地
を
抵

当
権
の
な
い
状
態
で
所
有
し 、

駐
車
場
と
し

て
収
益
を
上
げ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず 、

自
称
B
が
休
眠
会
社
で
あ
る
と
述
べ
た

事
実 、

⑮
売
買
代
金
振
込
先
口
座
と
し
て
ゆ

う
ち
ょ

銀
行
の
B
個
人
名
義
を
指
定
し
た
こ

と
は 、

代
表
者
個
人
が
会
社
財
産
を
横
領
す

る
可
能
性
が
想
起
さ
れ 、

通
常
想
定
さ
れ
る

鹿
児
島
県
内
の
地
方
銀
行
等
で
な
い
の
は
極

め
て
ま
れ
で
あ
る
事
実 、

囮
自
称
B
が
売
買

残
代
金
5
0
0
0
万
円
の
送
金
を
確
認
し
な

締
結
し
て
い
る 。

ゥ

z

は 、

千
葉
司
法
書
士
会
に
所
属
す
る
司

法
書
士
で
あ
る 。

工

C
株
式
会
社
（
以
下
「

C」
と
い
う 。）

は 、

不
動
産
の
売
買 、

仲
介
並
び
に
管
理
等
を
目

的
と
す
る 、

東
京
都
豊
島
区
内
に
本
店
を
置
く

株

式
会
社
で
あ
り 、

D
は
C
の
代
表
取
締
役
で
あ

る 。オ

A
有
限
会
社
（
以
下
「

A」
と
い
う 。）

は 、

製
材
及
び
木
材
の
売
買
及
び
こ
れ
に
附
帯
す

る一
切
の
事
業
を
目
的
と
す
る 、

鹿
児
島
市
内
に

本
店
を
置
く

特
例
有
限
会
社
で
あ
り 、
B
は
A
の

代
表
取
締
役
で
あ
る 。

②

賠
償
責
任
保
険
契
約

ア

千
葉
司
法
書
士
会
は 、

被
告
と
の
間
で 、

別
紙
保
険
契
約
目
録
記
載
l

及
び
2
の
各
賠

償責

任
保
険
契
約
（
以
下 、

併
せ
て
「

本
件
各
保
険
契

約」
と
い
う 。）
を
締
結
し
て
い
た 。

イ

本
件
各
保
険
契
約
に
は 、

概
要 、

以
下
の

定
め
が
あ
る 。

m

保
険
金
を
支
払
う
場
合
（
司
法
書
士
特

別
約
款
l

条
2
号）

被
告
は 、

被
保
険
者
が
司
法
書
士
と
し
て
の
業

務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り 、

職
業
上
相
当
な
注
意

を
用
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
業
務
の
委
託
者
に

財
産
的
損
害
を
与
え
た
こ
と
に
よ
り 、

被
保
険
者

が
当
該
委
託
者
に
よ
り

提
起
さ
れ
た
損
害
賠
償
請

求
に
つ
い
て 、

被
保
険
者
が
法
律
上
の
損
害
賠
償

責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
損
害
に
対

し
て 、

保
険
金
を
支
払
う 。

り

保
険
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
（
普
通
保

険
約
款
6

条
1

号）

被
告
は 、

保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
の
故
意

に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
被
る
損
害
に
対
し
て
は 、

保
険
金
を

支
払
わ
な
い
（
以
下
「

本
件
故
意
免
責
条
項」
と

い
う 。） 。団

保
険
期
間
と
保
険
責
任
の
関
係
（
司
法

書
士
特
別
約
款
4
条
1

項）

被
告
は 、

保
険
期
間
中
に
日
本
国
内
に
お
い

て 、

被
保
険
者
に
対
し 、

損
害
賠
償
の
請
求
が
な

さ
れ
た
場
合
に
限
り

保
険
金
を
支
払
う 。

図

保
険
金
の
請
求
（
普
通
保
険
約
款
26
条

2
項）被

告
に
対
す
る
保
険
金
の
請
求
権
は 、

被
保
険

者
が
損
害
賠
償
請
求
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
法

律
上
の
損
害
賠
償
責
任
の
額
に
つ
い
て 、

被
保
険

者
と
損
害
賠
償
請
求
権
者
と
の
間
で
判
決
が
確
定

し
た
時
か
ら
発
生
し 、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る 。困

保
険
金
の
支
払
（
普
通
保
険
約
款
27

条）
被
告
は 、

被
保
険
者
が
保
険
金
請
求
の
手
続
を

し
た
日
か
ら
そ
の
日
を
含
め
て
30
日
以
内
に
保
険

金
を
支
払
う 。

③

原
告
の
Z
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権

ア

原
告
は 、

平
成
27
年
2
月
18
日 、
C
か
ら

別
紙
物
件
目
録
記
載
の
土
地
（
以
下
「

本
件
土

地」
と
い
う 。）
を
代
金
2

億
円
で
購
入
し
（
以

下
「

本
件
売
買
契
約」
と
い
う 。） 、

同
月
19
日 、

C
の
前
主
で
あ
る
A
か
ら 、
い
わ
ゆ
る
新
中
間
省

略
登
記
の
方
法
に

よ
り
直
接
所
有
権
移
転
登
記
を

受
け
た 。司

法
書
士
で
あ
る
Z
は 、

原
告
か
ら
依
頼

イ い
ま
ま 、

登

記申
請
書
類
を
z

に
交
付
し
た

こ
と
は 、

土
地
の
真
の
所
有
者
で
あ
れ
ば
避

け
る
の
が
自
然
で
あ
る
事
実
を 、
N
の
故
意

を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
で
あ
る
と
整
理
し

て
い
る 。
ま
た 、

別
件
の
地
面
師
詐
欺
事
件

で
逮
捕
起
訴
さ
れ
公
判
手
続
が
進
行
し
て
い

る
事
実
も
同
様
の
間
接
事
実
と
な
る 。

さ
ら
に 、

本
判
決
は 、

◎
に
関
し
て 、

別

件
の
詐
欺
事
件
で
共
犯
者
と
し
て
起
訴
さ
れ

実
刑
判
決
を
受
け
た
F
の
証
言
の
信
用
性
に

つ
き 、

田
証
言
の
時
期
（
既
に
実
刑
有
罪
判

決
が
確
定
し
て
い
る
時
期） 、

佃
証
言
の
真

否
（
虚
偽
を
述
べ
て
あ
え
て
z

を
引
き
込
む

合
理
的
理
由
な
し） 、

圃
証
言
の
具
体
性 、

無
矛
盾
性
の
ほ
か 、

佃
地
面
師
詐
欺
に
お
け

る
司
法
書
士
（
役）
の
重
要
性 、

団
z

の
懲

戒
処
分
歴
な
ど
の
客
観
的
事
実
を
勘
案
し

て 、

信
用
で
き
る
と
判
断
し
た 。
そ
し
て 、

z

が
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の一
員
で
あ
っ
た
と

す
る
と 、

別
件
の
後
の
出
来
事
で
あ
る
本
件

土
地
取
引
に
つ
い
て 、

自
称
B
が
成
り
す
ま

し
で
あ
っ
た
事
実
を
z

が
認
識
し
て
い
な
か

っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら 、
N
は

こ
の
事
実
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
強
く

推

認
さ
れ
る
と
推
論
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に 、

本
判
決
の
認
定
判
断
の
枠

組
み
は 、

経
験
則
上
故
意
を
推
認
す
る
こ
と

の
で
き
る
重
要
な
間
接
事
実
と
そ
の
他
の
証

拠
に
対
す
る
証
拠
評
価
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り 、

手
堅
く

模
範
的
な
も
の
と
み
ら
れ
る 。

本
判
決
が
1

審
で
確
定
し
た
こ
と
も 、
そ
の

例
証
と
い
え
よ
う 。

本
判
決
は 、

下
級
審
裁
判
例
で
は
あ
る

が 、

司
法
書
士
賠
償
責
任
保
険
契
約
に
お
け

る
「

故
意
免
責
条
項」
該
当
事
例
の
先
例
と

し
て 、

実
務
上
参
考
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る 。

【
主
文】

保
険
法
17
条

原

告

x

株
式
会
社

同
代
表
者
代
表
取
締
役

Pl
 

同
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

日

高

章

波

田

幸

秀

同
訴
訟
復
代
理
人
弁
護
士

小

林

由

直

被

告

Y
株
式
会
社

同
代
表
者
代
表
取
締
役

2p
 

同
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

小

出

剛

司

原

田

康

史

増

岡

純
一

服

部

浩

司

溝

下

兼一
郎

l

原
告
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄

却
す
る 。

2

訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る 。

【
事
実
及
び
理
由】

第
1

請
求

被
告
は 、

原
告
に
対
し 、
2

億
l
o
0
0
万
円

及
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成
30
年
3
月
1
日
か
ら
支

払
済
み
ま
で
年
6

分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払

を
受
け 、
「
B」
に
つ
き ‘

登
記
識
別
情
報
に
代

わ
る
本
人
確
認
情
報
（
不
動
産
登
記
法
23
条
4
項

1
号）
を
作
成
し
て 、

本
件
土
地
に
つ
い
て
A
か

ら
原
告
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
し
た
（
以

下
「

本
件
登
記
手
続」
と
い
う 。） 。

し
か
し 、

前
記
「
B」
は 、
A
の
代
表
者
で
あ

る
B
本
人
で
は
な
く 、

別
人
に
よ
る
成
り
す
ま
し

で
あ
っ
た
た
め
（
以
下 、

当
該
成
り
す
ま
し
た
人

物
を
「
自
称
B」
と
い
う 。） 、

原
告
は 、
A
が
提

起
し
た
本
件
土
地
に
つ
い
て
の
土
地
所
有
権
移
転

登
記
抹
消
登
記
手
続
請
求
訴
訟
（
東
京
地
方
裁
判

所
平
成
27
年
り
第
6
9
7
7

号）
に
敗
訴
し 、

本

件
土
地
の
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た 。ウ

原
告
は 、

司
法
書
士
で
あ
る
z

に
は 、

本

件
登
記
手
続
に
お
い
て
自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で

あ
る
こ
と
を
看
過
し
た
こ
と
に
過
失
が
あ
る
と
し

て 、

平
成
27
年
5
月
25
日 、
N
を
被
告
と
し
て 、

不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起

し
た
（
東
京
地
方
裁
判
所
平
成
27
年
り
第
1
4
0

0
4
号 。
以
下
「

別
件
訴
訟」
と
い
う 。） 。
東
京

地
方
裁
判
所
は 、

平
成
28
年
9
月
2
日 、
N
の
過

失
を

認定
せ
ず 、

原
告
の
Z
に
対
す
る
請
求
を
棄

却
す
る
判
決
を
し
た
が 、

原
告
が
こ
れ
を
不
服
と

し
て
控
訴
し
た
と
こ
ろ
（
東
京
高
等
裁
判
所
平
成

28
年
困
第
4
5
9
3

号） 、

東
京
高
等
裁
判
所

は 、

平
成
29
年
12
月
13
日 、
N
に
は
A
の
代
表
者

(
B)
に
つ
い
て
本
人
確
認
義
務
を
怠
っ
た
過
失

が
あ
る
と
し
て 、
N
の
不
法
行
為
を
認
定
し 、
N

に
対
し
て
2

億
2
4
4
3

万
0
8
6
3
円
及
び
こ

れ
に
対
す
る
平
成
27
年
2
月
19
日
か
ら
支
払
済
み

ま
で
年
5

分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
を
原
告

八
参
照
条
文
＞

八
当
事
者
＞

（一
部
仮
名）

【追加資料】
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に
支
払
う
よ
う
命
じ
る
判
決
を
し 、

同
判
決
は
平

す
な
わ
ち 、

本
件
売
買
契
約
に
際
し
て 、

自
称

成
29
年
12
月
28
日
に
確
定
し
た 。

B
は 、

東
京
都
文
京
区
千
駄
木
に
所
在
す
る
本
件

④

債
権
差
押
及
び
転
付
命
令
の
発
令
等

土
地
を
抵
当
権
の
負
担
の
な
い
状
態
で
所
有
し
て

ア

原
告
は 、

前
記
③
の
原
告
の
Z
に
対
す
る

駐
車
場
を
運
営
し
て
い
る
A
の
こ
と
を
休
眠
会
社

璽
E

賠
償
請
求
権
を
請
求
債
権 、

本
件
各
保
険
契

で
あ
る
と
述
べ 、
ま
た 、
C
か
ら
の
売
買
代
金
の

約
に
基つ
く
z

の
被
告
に
対
す
る
各
保
険
金
請
求

振
込
先
と
し
て 、
A
名
義
で
は
な
く
B
（
個
人）

権
を
差
押
債
権
と
す
る
債
権
差
押
及
び
転
付
命
令

名
義
の
口
座
を
指
定
し
た
上 、
C
か
ら
の
売
買
代

の
申
立
て
を
行
い
（
千
葉
地
方
裁
判
所
佐
倉
支
部

金
全
額
の
受
領
を
確
認
す
る
前
に
z

に
登
記

申請

平
成
29
年
囮
第
6
2
2

号、

同
年
団
第
14
号） 、

書
類
を
預
け
た
り 、

登
記
識
別
情
報
を
提
示
で
き

平
成
30
年
ー

月
5
日 、

債
権
差
押
及
び
転
付
命
令

な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
の
不
自
然
な
言
動
を
し
て

の
発
令
を
受
け 、

同
転
付
命
令
は
同
月
30
日
に
確

い
た
も
の
で
あ
り 、
N
が
こ
う
し
た
数
多
く
の
不

定
し
た 。

審
な
情
報
に
接
し
な
が
ら 、

疑
念
を
抱
く
こ
と
な

ィ

z

は 、

被
告
に
対
し 、

平
成
30
年
2
月
5

く
本
人
確
認
情
報
を
作
成
し
て
本
件
登
記
手
続
を

日
付
け
の
損
害
賠
償
事
故
発
生
状
況

報
告
書
を
提

進
め
た
の
は 、
N
に
お
い
て
自
称
B
が
成
り
す
ま

出
し 、

同
書
に
お
い
て 、

自
ら
が
司
法
書
士
業
務

し
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な

を
受
任
し
た
本
件
売
買
契
約
に
お
い
て
B
が
成
り

ら
な
い 。

す
ま
し
で
あ
っ
た
と
い
う
損
害
賠
償
事
故
が
発
生

ま
た 、
N
は 、

本
件
売
買
契
約
の
前
に 、

千
葉

し 、

被
告
に
保
険
請
求
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
旨

地
方
法
務
局
に
よ
る
懲
戒
処
分
及
び
千
葉
司
法
書

を
報
告
し
た 。

士
会
に
よ
る
注
意
勧
告
処
分
を
そ
れ
ぞ
れ
複
数
回

3

争
点
及
び
当
事
者
の
主
張

受
け
た
こ
と
が
あ
る
ほ
か 、

本
件
土
地
と
は
別
の

本
件
の
争
点
は 、
N
の
原
告
に
対
す
る
損
害
賠

不
動
産
の
売
買
取
引
を
め
ぐ
り 、

当
該
不
動
産
の

璽只
任
は
N
の
故
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か 、

贈
与
契
約
書
を
偽
造
し
た
り

所
有
者
に
成
り
す
ま

具
体
的
に
は 、
N
に
お
い
て
自
称
B
が
成
り
す
ま

し
た
別
人
を
立
て
た
り
し
て
売
買
代
金
名
下
に
金

し
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
で
あ
る 。

員
を
詐
取
し
た
な
ど
と
し
て 、

詐
欺
等
の
罪
名
で

田

被
告
の
主
張

起
訴
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て 、
こ
れ
ら
の
事
実

z

は 、

自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で
あ
る
こ
と
を

か
ら
も 、
N
に
お
い
て
自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で

認
識
し
て
い
な
が
ら 、
B

本
人
で
あ
る
と
し
て
本

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る

件
登
記
手
続
を
進
め
た
も
の
で
あ
り 、
N
の
原
告

も
の
で
あ
る 。

に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
は
故
意
に
よ
っ
て
生
じ

図

原
告
の
主
張

た
も
の
で
あ
る
か
ら 、

本
件
故
意
免
責
条
項
に
よ

ア

被
告
の
主
張
は
争
う 。

り 、

被
告
は 、
N
に
対
し 、

本
件
各
保
険
契
約
に

z

に
は 、
A
の
代
表
者
(
B)
の
本
人
確
認
に

基つ
く

各
保
険
金
支
払
義
務
を
負
わ
な
い 。

つ
い
て
司
法
書
士
と
し
て
の
注
意
義
務
を
怠
っ
た

分
（
前
記
い 、

団
の
ほ
か 、

業
務
停
止
期
間
中
に

る
よ
う
に
装
い 、
ー

が
東
向
島
物
件
を
J
に
贈
与

z

名
義
で
債
務
整
理
を
受
任
し 、

債
権
者
に
債
務

し 、
F
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
株
式
会
社
E
が

整
理
開
始
通
知
書
を
送
付
し
た
こ
と
を
把
握
し
て

東
向
島
物
件
を
J
か
ら
買
い
取
っ
て
そ
の
所
有
権

い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
す
る
も
の）

を
取
得
す
る
の
で 、

株
式
会
社
E
か
ら
東
向
島
物

固

千
葉
地
方
法
務
局
に
よ
る
平
成
27
年
4

件
を
買
い
取
っ
て
ほ
し
い
旨
の
虚
偽
を
述
べ
て 、

月
17
日
付
け
の
業
務
停
止
2
か
月
の
懲
戒
処
分

株
式
会
社
G
に
東
向
島
物
件
を
買
い
取
ら
せ 、

同

（
前
記
国
を
理
由
と
す
る
も
の）

社
か
ら
株
式
会
社
E
の
口
座
に
代
金
7
0
0
0
万

②

z

に
対
す
る
別
件
詐
欺
事
件
の
嫌
疑

円
を
振
込
入
金
さ
せ 、

同
額
を
詐
取
し
た
（
以
下

ァ

z

は 、

平
成
29
年 、

東
京
都
墨
田
区
東
向

「
東
向
島
事
件」
と
い
う 。） 。

島
八
番
地
等
略
＞
の
土
地
及
び
同
土
地
上
の
建
物

い

F
は 、
N
ら
と
共
謀
の
上 、

平
成
25
年

（
以
下 、

併
せ
て
「

東
向
島
物
件」
と
い
う 。）

及

7
月
中
旬
頃
か
ら
同
年
8
月
上
旬
頃 、

別
人
を
赤

び
東
京
都
港
区
赤
坂
A
番
地
等
略
＞
の
土
地
（
以

坂
物
件
の
所
有
者
に
成
り
す
ま
せ
る
な
ど
し
た

下
「

赤
坂
物
件」
と
い
う 。）
を
め
ぐ
る
い
わ
ゆ

上 、

赤
坂
物
件
を
K
株
式
会
社
に
買
い
取
ら
せ 、

る
地
面
師
詐
欺
事
件
に
つ
い
て 、
そ
れ
ぞ
れ 、

詐

同
社
か
ら
売
買
代
金
名
下
に
合
計
12
億
5
5
3
2

欺
ほ
か
の
罪
名
に
よ
り

東
京
地
方
裁
判
所
に
起
訴

万
6
1
4
0
円
を
詐
取
し
た
（
以
下
「

赤
坂
事

さ
れ
た 。
N
は 、
い
ず
れ
の
公
訴
事
実
も
否
認
し

件」
と
い
う 。） 。

て
無
罪
を
主
張
し 、

現
在 、

同
裁
判
所
に
お
い
て

③

本
件
売
買
契
約
の
締
結
に
至
る
経
緯
及
び

公
判
手
続
が
進
行
中
で
あ
る 。

締
結

時
の
状
況

イ

他
方 、

前
記
ア
の
各
地
面
師
詐
欺
事
件
に

ア

A
は 、

平
成
21
年
10
月
15
日 、

本
件
土
地

お
い
て
は 、

株
式
会
社
E
の
代
表
取
締
役
で
あ
っ

を
売
買
に
よ
り

取
得
し 、

同
日 、

所
有
権
移
転
登

た
F

も
z

の
共
犯
者
と
し
て
東
京
地
方
裁
判
所
に

記
を
備
え
た 。

本
件
土
地
は 、
A
が
所
有
権
を
取

起
訴
さ
れ
た
が 、
F
は 、
い
ず
れ
の
公
訴
事
実
に

得
す
る
前
か
ら
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

つ
い
て
も
こ
れ
を
認
め 、

実
刑
の
有
罪
判
決
が
確

り 、
A
は 、

本
件
土
地
を
購
入
後
も 、

株
式
会
社

定
し
た 。
F
に
対
す
る
確
定
判
決
で
認
定
さ
れ
た

L
と
の
間
で
保
守
管
理
委
託
契
約
を
締
結
し
て 、

詐
欺
罪
に
係
る
犯
罪
事
実
は 、

概
要 、

以
下
の
と

本
件
土
地
で

時
間
貸
し
駐
車
場
を
運
営
し
て
い

お
り
で
あ
る 。

た 。
A
が
前
記
の
と
お
り

本
件
土
地
を
購
入
し
た

m

F
は 、
N
と
共
謀
の
上 、

平
成
24
年
11

後 、

本
件
土
地
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
は

月
下
旬
頃
か
ら
平
成
25
年
1

月
下
旬
頃
ま
で
の

一
度
も
な
か
っ
た 。

間 、

株
式
会
社
G
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
H
に
対

イ

原
告
は 、
C
が
本
件
土
地
の
売
却
先
を
探

し 、

真
実
は 、

東
向
島
物
件
の
所
有
者
で
あ
る
ー

し
て
い
る
と
の
情
報
を
取
得
し
た
こ
と
か
ら 、

平

が
同
人
の
主
治
医
で
あ
っ
た
J
に
対
し
て
東
向
島

成
27
年
2
月
13
日 、

原
告
の
従
業
員
で
あ
っ
た

物
件
を
贈
与
す
る
事
実
は
な
い
の
に 、
こ
れ
が
あ

民
が
東
京
都
豊
島
区
所
在
の
C
の
事
務
所
に
赴

過
失
は
あ
る
も
の
の 、
N
に
お
い
て
自
称
B
が
成

り
す
ま
し
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
は

な
い 。
被
告
が
主
張
す
る
各
事
実
は 、
い
ず
れ
も

z

に
お
い
て
自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
推
認
さ
せ
る
も
の
で
は

な
く 、
N
の
原
告
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
は
故

意
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら 、

本
件

故
意
免
責
条
項
は
適
用
さ
れ
な
い 。

イ

な
お 、

原
告
は 、

前
提
事
実
④
ア
の
転
付

命
令
が
確
定
し
た
平
成
30
年
1

月
30
日 、

被
告
に

対
し 、

本
件
各
保
険
契
約
に
基
づ
く

各
保
険
金
の

支
払
を
請
求
し
て
い
る
か
ら 、

同
各
保
険
金
は 、

本
件
各
保
険
契
約
に
係
る
普
通
保
険
約
款
27
条

（
前
提
事
実
②
イ
困）
に
よ
り 、

同
日
を
含
め
て

30
日
後
で
あ
る
同
年
2
月
28
日
が
支
払
期
限
と
な

る
も
の
で
あ
る 。

第
3

当
裁
判
所
の
判
断

l

認
定
事
実

後
掲
の
証
拠
八
略
＞
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ

れ
ば 、

以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ 、
こ
の
認
定
を

左
右
す
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い 。

田

z

の
経
歴
等

ァ

z

（
昭
和
39
年
8
月
生）
は 、

昭
和
63
年

に
大
学
を
中
退
し
た
後 、

不
動
産
会
社
勤
務
を
経

て 、

平
成
14
年
11
月
5
日
に
司
法
書
士
資
格
を
取

得
し 、

平
成
15
年
2
月
20
日
に
千
葉
司
法
書
士
会

に
入
会
し 、

千
葉
県
船
橋
市
内
に
司
法
書
士
事
務

所
を
開
設
し
て 、

司
法
書
士
業
務
を
行
っ
て
い

た 。ィ

z

は 、

司
法
書
士
業
務
を
行
う
に
当
た

り 、

以
下
の
と
お
り 、

千
葉
地
方
法
務
局
か
ら
3

度
の
業
務
停
止
の
懲
戒
処
分
を
受
け
て
お
り 、
ま

き 、

代
表
取
締
役
で
あ
る
D
と
面
談
し
た 。
そ
の

際 、
D
は 、

圧
に
対
し 、

①
C
は
同
月
6
日
に
A

か
ら
本
件
土
地
を
代
金
1

億
5
0
0
0
万
円
で
購

入
し
た
が 、

代
金
の
う
ち
5
0
0
0
万
円
を
手
付

金
と
し
て
払
っ
た
の
み
で
あ
り 、

残
金
1

億
円
は

原
告
か
ら
受
領
す
る
売
買
代
金
で
支
払
う
予
定
で

あ
る
こ
と 、

②
原
告
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記

は 、
A
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
新
中
間
省
略
登
記
の
方

法
に
よ
る
予
定
で
あ
る
こ
と 、

③
本
件
土
地
が
駐

車
場
と
し
て
賃
貸
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
た 。D

と
恥 、

原
告
の
従
業
員
で
あ
っ
た
氏

Ps

は 、

平
成
27
年
2
月
16
日 、

東
京
都
港
区
所
在
の

原
告
事
務
所
で
打
合
せ
を
行
い 、

原
告
側
は 、
D

に
対
し 、

本
件
土
地
に
つ
い
て
代
金
決
済
後
即

時

の
引
渡
し
を
要
求
す
る
な
ど
し
た 。
ま
た 、

同
打

合
せ
後 、

朽
が
D
に
対
し 、

原
告
側
で
司
法
書
士

を
用
意
す
る
旨
伝
え
た
と
こ
ろ 、
D
は 、

自
分
の

知
り

合
い
で
あ
る
司
法
書
士
が
既
に
本
件
土
地
の

取
引
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で 、
そ
の
司
法
書
士
に

担
当
さ
せ
た
い 、
そ
の
司
法
書
士
は 、
A
と
C
と

の
間
の
売
買
の
際
に
A
の
代
表
者
で
あ
る
B
と
面

談
済
み
で 、

本
人
確
認・
意
思
確
認
済
み
で
あ
る

か
ら 、

担
当
さ
せ
れ
ば
取
引
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む

な
ど
と
述
べ 、
C
と
原
告
と
の
間
の
本
件
土
地
に

係
る
取
引
に
つ
い
て
も
そ
の
司
法
書
士
（
こ
れ
が

z

で
あ
っ
た 。）
に
担
当
さ
せ
る
こ
と
を
求
め 、

原
告
も
こ
れ
を
了
承
し
た 。

ウ

D 、
N
及
び
自
称
B
は 、

平
成
27
年
2
月

18
日 、
C
と
原
告
と
の
間
の
本
件
土
地
の
売
買
契

約
書
等
の
調
印
及
び
そ
の
翌
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
代
金
決
済
手
続
に
関
す
る
打
合
せ
を
行
う
た

た 、

千
葉
司
法
書
士
会
か
ら
3

度
の
注
意
勧
告
処

分
を
受
け
て
い
る 。

m

千
葉
地
方
法
務
局
に
よ
る
平
成
21
年
7

月
7
日
付
け
の
業
務
停
止
2
か
月
の
懲
戒
処
分

（
①
平
成
19
年
10
月 、

登
記
義
務
者
の
本
人
確
認

及
び
登
記
申
請
意
思
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず 、

内
容
虚
偽
の
本
人
確
認
情
報
を
作

成
し
た
こ
と 、

②
平
成
20
年
3
月
20
日
頃 、

登
記

権
利
者
の
本
人
確
認
及
び
登
記
申
請
意
思
確
認
を

十
分
に
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
も

の）

い

千
葉
司
法
書
士
会
に
よ
る
平
成
22
年
6

月
23
日
付
け
の
注
意
勧
告
処
分
（
債
務
整
理
業
務

を
自
己
の
補
助
者
に
任
せ
き
り
に
し
た
こ
と
な
ど

を
理
由
と
す
る
も
の）

団

千
葉
司
法
書
士
会
に
よ
る
平
成
22
年
10

月
27
日
付
け
の
注
意
勧
告
処
分
（
依
頼
者
に
相
談

せ
ず
に
消
費
者
金
融
業
者
と
の
間
で
過
払
金
を
受

領
す
る
和
解
契
約
を
締
結
し 、

受
領
し
た
和
解
金

を
清
算
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
す
る
も

の）

図

千
葉
司
法
書
士
会
に
よ
る
平
成
24
年
6

月
5
日
付
け
の
注
意
勧
告
処
分
（
平
成
23
年
7
月

上
旬
頃 、

所
有
権
移
転
登
記

申請
手
続
を
売
主
側

司
法
書
士
と
し
て
受
任
し
た
際 、

売
買
代
金
全
額

の
支
払
完
了
を
確
認
す
る
こ
と
な
く 、

買
主
側
の

司
法
書
士
に
登
記
申
請
書
類
を
引
き
継
ぎ 、

所
有

権
移
転
登
記
手
続
が
さ
れ
た
が 、
そ
の
後 、

売
買

代
金
の一
部
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

と
す
る
も
の）

困

千
葉
地
方
法
務
局
に
よ
る
平
成
25
年
2

月
28
日
付
け
の
業
務
停
止
ー

年
6
か
月
の
懲
戒
処

め 、

原
告
事
務
所
を
訪
れ
た 。
原
告
側
か
ら
は 、

氏

い
及
び
圧
が
同
打
合
せ
に
立
ち
会
っ
た
が 、

そ
の
際 、
D
が 、

自
称
B
が
登
記
識
別
情
報
を
紛

失
し
た
旨
を
告
げ
た
た
め 、

胚
は 、
N
に
対
し 、

登
記
識
別
情
報
が
な
く
て
も
所
有
権
移
転
登
記
が

問
題
な
く

行
え
る
の
か
と
尋
ね
た 。
こ
れ
に
対

し 、
N
は 、

本
人
確
認
を
し
て
い
る
旨
と 、

自
分

が
作
成
し
た
本
人
確
認
情
報
が
権
利
証
の
代
わ
り

に
な
り 、

登
記
手
続
は
で
き
る
の
で
問
題
な
い
旨

を
述
べ
た 。

胚
は 、

自
称
B
及
び
z

に
対
し
て
身
分
証
明

書
や
関
係
書
類
の
提
示
を
求
め 、

自
称
B
が
提
示

し
た
偽
造
さ
れ
た
自
動
車
運
転
免
許
証
及
び
偽
造

さ
れ
た
健
康
保
険
証
の
ほ
か 、

偽
造
さ
れ
た
A
の

会
社
印
が
押
捺
さ
れ
た
登
記
申
請
書
類
の
コ
ピ
ー

を
取
っ
た 。
そ
し
て 、

原
告
は 、

専
門
家
で
あ
る

z

の
前
記
回
答
を
信
用
し 、
C
と
の
間
で 、

原
告

が
C
か
ら
本
件
土
地
を
代
金
2

億
円
で
購
入
す
る

旨
の
本
件
売
買
契
約
を
締
結
し
た 。

工

原
告
は 、

前
記
ウ
の
平
成
27
年
2
月
18
日

の
打
合
せ
で
決
め
ら
れ
た
と
お
り 、

同
日
中
に 、

同
月
19
日
の
朝
に
C
の
銀
行
口
座
に
2

億
円
が
振

り
込
ま
れ
る
よ
う
に
送
金
手
続
を
し
た 。
い
と
Ps

は 、

同
日
午
前
9

時
過
ぎ 、

C
の
事
務
所
を
訪

れ 、

同
事
務
所
に
い
た
D 、
N
及
び
自
称
B
と
代

金
決
済
の
手
続
を
し 、

原
告
か
ら
C
へ
の
入
金
が

そ
の
場
で
確
認
さ
れ
た 。
そ
し
て 、

自
称
B
は 、

D
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
り
A
に

残
代
金
1

億
円
を
送
金
し
よ
う
と
し
た
際 、
A
は

休
眠
会
社
で
あ
る
と
述
べ 、

ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
B

（
個
人）

名
義
の
口
座
を
指
定
し
た
と
こ
ろ 、

同

1
億
円
の
う
ち
5
0
0
0
万
円
に
つ
い
て
は
同
口
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座
へ
の
送
金
が
で
き
た
も
の
の 、

残
金
5
0
0
0

万
円
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ

で
は
送
金
が
で
き
な
か
っ
た 。
そ
の
た
め 、
D 、

N 、

和
及
び
圧
は 、

同
残
金
の
送
金
の
た
め
に
み

ず
ほ
銀
行
池
袋
西
口
支
店
に
行
く
こ
と
に
し
た

が 、

自
称
B
は
こ
れ
に
同
行
せ
ず 、

同
残
金
の
振

込
み
を
確
認
し
な
い
ま
ま 、

登
記

申請
書
類
を
Z

に
交
付
し 、
D
ら
は 、

同
日 、

み
ず
ほ
銀
行
池
袋

西
口
支
店
に
行
き 、

前
記
残
金
5
0
0
0
万
円

を 、

自
称
B
が
指
定
し
た
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
B

（
個
人）

名
義
の
口
座
に
振
り

込
ん
だ 。
ま
た 、

原
告
は 、

同
日 、
N
に
対
し 、

登
記
費
用 、

報
酬

等
合
計
2
5
6
万
8
6
7
5
円
を
「
z

司
法
書
士

事
務
所

Z」

名
義
の
預
金
口
座
に
振
り

込
ん

だ 。
z

は 、

平
成
27
年
2
月
19
日 、

東
京
法
務
局
台

東
出
張
所
に
お
い
て 、

本
件
土
地
の
所
有
権
を
A

か
ら
原
告
に
移
転
す
る
本
件
所
有
権
移
転
登
記
の

手
続
を
行
い 、

そ
の
際 、

N
は 、

登
記
官
に
対

し 、
A
の
代
表
者
(
B)
に
係
る
虚
偽
の
本
人
確

認
情
報
を
提
供
し 、

同
月
23
日 、
A
か
ら
原
告
へ

の
本
件
土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
が
完
了
し
た 。

2

争
点
に
対
す
る
判
断

田

本
件
売
買
契
約
に
お
け
る
不
自
然
な
事
実

の
存
在
と
そ
の
位
置
付
け

ア

認
定
事
実
③
に
よ
れ
ば 、

自
称
B
は 、

①

A
に
つ
い
て 、

東
京
都
文
京
区
千
駄
木
に
所
在
す

る
本
件
土
地
を
抵
当
権
の
負
担
の
な
い
状
態
で
所

有
し 、
こ
れ
を
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
収
益
を

上
げ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
に 、

休
眠

会
社
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ 、
こ
れ
は
不

自
然
と
い
う
ほ
か
な
く 、

②
C
か
ら
の
売
買
代
金

し 、

職
業
的
規
範
意
識
が
鈍
磨
し
て
い
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
も
照
ら
す
と 、
F
の
前
記

証
言
は
基
本
的
に
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る 。

こ
れ
に
対
し 、

原
告
は 、
F
が 、

同
人
が
代
表

取
締
役
を
務
め
る
株
式
会
社
E
が
被
告
と
な
っ
た

東
向
島
事
件
の
民
事
訴
訟
（
東
京
地
方
裁
判
所
平

成
25
年
り
第
1
9
6
0
0

号
所
有
権
移
転
登
記
抹

消
登
記
手
続
等
請
求
事
件）
に
お
い
て 、

陳
述
書

を
複
数
提
出
し 、

同
事
件
の
被
告
代
表
者
と
し
て

尋
問
を
受
け
て
い
な
が
ら 、

本
件
に
お
け
る
証
人

尋
問
に
お
い
て 、

陳
述
書
を
提
出
し
た
こ
と
や
尋

問
を
受
け
た
こ
と
自
体
を
否
定
す
る
と
い
う
明
ら

か
に
事
実
に
反
す
る
供
述
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら

す
る
と 、
F
の
前
記
証
言
は
信
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
主
張
す
る
が 、

東
向
島
事
件
の
民
事
訴

訟
手
続
は 、
F
が
捜
査
機
関
に
摘
発
さ
れ
る
前
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り 、

同
民
事
訴
訟
手
続
に

お
い
て 、
F
が
事
件
の
核
心
で
な
い
点
に
つ
き
事

実
に
反
す
る
供
述
を
し
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て 、

z

が
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の一
員
と
し
て
東
向
島
事

件
や
赤
坂
事
件
に
関
与
し
た
と
い
う
前
記
証
言
の

根
幹
部
分
の
信
用
性
が
揺
ら
ぐ
も
の
で
は
な
く 、

そ
の
ほ
か 、

前
記
証
言
の
信
用
性
を
左
右
す
る
に

足
り
る
事
情
は 、

本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
認
め

ら
れ
な
い 。

イ

F
の
前
記
証
言
の
信
用
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば 、
N
は 、

認
定
事
実

図
イ
の
F
の
刑
事
裁
判
の
確
定
判
決
で
認
定
さ
れ

て
い
る
と
お
り 、
F
ら
と
共
謀
の
上 、

東
向
島
事

件
に
お
い
て
は
贈
与
契
約
書
を
偽
造
し
て 、

赤
坂

事
件
に
お
い
て
は
所
有
者
に
成
り
す
ま
し
た
別
人

品
田
幸
男

裁
判
官

の
振
込
先
口
座
と
し
て
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
B
（
個

人）

名
義
の
口
座
を
指
定
し
て
い
る
が 、
こ
れ

は 、

個
人
名
義
の
口
座
で
あ
る
と
い
う
点
で
代
表

者
個
人
が
会
社
財
産
を
横
領
す
る
可
能
性
が
当
然

に
想
起
さ
れ
る
ほ
か 、

鹿
児
島
市
内
に
本
店
を
置

く
特
例
有
限
会
社
が
指
定
す
る
振
込
先
と
し
て
通

常
想
定
さ
れ
る
鹿
児
島
県
内
の
地
方
銀
行 、

第
二

地
方
銀
行 、

信
用
金
庫 、

信
用
組
合
等
で
は
な
く

ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
口
座
で
あ
る
と
い
う
点
も
極
め

て
ま
れ
な
事
態
と
い
う
べ
き
で
あ
り 、

③
み
ず
ほ

銀
行
池
袋
西
口
支
店
に
赴
い
て
C
に
よ
る
売
買
残

代
金
5
0
0
0
万
円
の
送
金
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
も
な
く 、
C
の
事
務
所
内
に
お
い

て
登
記
申
請
書
類
を
z

に
交
付
し
て
い
る
が 、
こ

れ
は 、

同
5
0
0
0
万
円
を
受
領
で
き
な
い
ま
ま

に
本
件
土
地
の
所
有
権
登
記
名
義
を
失
う
お
そ
れ

が
あ
る
か
ら 、

本
件
土
地
の
真
の
所
有
者
で
あ
れ

ば
避
け
る
の
が
自
然
と
い
え
る
も
の
で
あ
る 。

イ

証
拠
八
略
＞
に
よ
れ
ば 、
N
は 、

平
成
27

年
2
月
19
日
当

時、
A
が
本
件
土
地
を
抵
当
権
の

な
い
状
態
で
所
有
し 、
こ
れ
を
駐
車
場
と
し
て
利

用
し
て
収
益
を
上
げ
て
い
る
事
実
を
認
識
し
て
い

た
こ
と
が
認
め
ら
れ 、
ま
た 、
N
は 、
そ
の
司
法

書
士
と
し
て
の
職
務
経
験
に
照
ら
す
と 、

自
称
B

が
C
か
ら
の
売
買
代
金
の
振
込
先
と
し
て
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
の
B
（
個
人）

名
義
の
口
座
を
指
定
し
た

こ
と
や 、
C
に
よ
る
売
買
残
代
金
の
送
金
を
確
認

す
る
こ
と
な
く

登
記
申
請
書
類
を
z

に
交
付
し
た

こ
と
の
不
審
さ
に
気
付
い
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の

に 、

前
記
ア
の
①
②
③）
の
各
点
に
つ
い
て
疑
念
を

抱
く
こ
と
な
く

本
件
登
記
手
続
を
進
め
て
い
る
も

の
で
あ
る 。
こ
れ
は 、

別
件
訴
訟
の
控
訴
審
判
決

を
立
て
る
な
ど
し
て 、

各
被
害
者
か
ら
金
員
を
詐

取
し
た
も
の
で
あ
り 、
ま
た 、

地
面
師
グ
ル
ー

プ

の一
員
で
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る 。

そ
し
て 、
N
が
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の一
員
で
あ

っ
た
と
す
る
と 、

東
向
島
事
件
及
び
赤
坂
事
件
の

後
の
出
来
事
で
あ
る
本
件
土
地
の
取
引
に
つ
い

て 、

自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で
あ
っ
た
事
実
を
Z

が
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な

い
か
ら 、

本
件
売
買
契
約
に
お
い
て
も 、
N
は
自

称
B
が
成
り
す
ま
し
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
こ
と
が
強
く

推
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る 。

③

z

の
認
識
に
つ
い
て
（
小
括）

前
記
①
及
び
③
で
説
示
し
た
と
こ
ろ
を
総
合
す

る
と 、
N
は 、

自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
と
優
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
り 、
こ
の
認
定
を
左
右
す
る
に
足

り
る
証
拠
は
な
い 。

3

ま
と
め

以
上
の
と
お
り 、
N
は 、

自
称
B
が
成
り
す
ま

し
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
が
ら 、

同
人
が

A
の
代
表
者
(
B)

本
人
で
あ
る
と
し
て
本
件
登

記
手
続
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら 、
N
の
原
告

に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
は 、

被
保
険
者
で
あ
る

z

の
故
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る 。

し
た
が
っ
て 、

被
告
は 、

原
告
に
対
し 、

本
件

故
意
免
責
条
項
に
よ
り 、

本
件
各
保
険
契
約
に
基

づ
く

保
険
金
支
払
義
務
を
負
わ
な
い 。

第
4

結
論

よ
っ
て 、

原
告
の
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な

い
か
ら
棄
却
す
る
こ
と
と
し
て 、
主
文
の
と
お
り

判
決
す
る 。

（
裁
判
長
裁
判
官

別
紙

保
険
契
約
目
録

l

賠
償
責
任
保
険
（
司
法
書
士
特
別
約
款）

証
券
番
号

八
略
＞

保
険
金
額

l

o
o
o

万
円
（
司
法
書
士
業

務
に
つ
き）

保
険
者

被
告

被
保
険
者

z

契
約
者

千
葉
司
法
書
士
会

保
険
期
間

平
成
26
年
9
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
9
月
1
日
ま
で

2

賠
償
責
任
保
険
（
司
法
書
士
特
別
約
款）

証
券
番
号

八
略
＞

保
険
金
額

2
億
円
（
司
法
書
士
業
務
に
つ

き）

保
険
者

被
告

被
保
険
者

z

契
約
者

千
葉
司
法
書
士
会

賃
期
間

平
成
27
年
3
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
9
月
1
日
ま
で

別
紙

物
件
目
録

所
在

文
京
区
千
駄
木
x
丁
目

地
番

X
番
x

地
目

宅
地

地
積

4
2
2
.

41 2m

品
田
幸
男）

が
指
摘
す
る
と
お
り
z

の
過
失
の
評
価
根
拠
事
実

で
あ
る
と
と
も
に 、
N
の
故
意
（
自
称
B
が
成
り

す
ま
し
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と）
を
推

認
さ
せ
る
方
向
の
間
接
事
実
に
も
当
た
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る 。
そ
し
て 、

原
告
が
本
件
土
地

の
売
買
代
金
名
下
に
金
員
を
詐
取
さ
れ
た
取
引

は 、
A
の
代
表
者
(
B)
の
成
り
す
ま
し
で
あ
る

自
称
B
が
登
場
し 、

偽
造
さ
れ
た
自
動
車
運
転
免

許
証
や
健
康
保
険
証
の
ほ
か 、

偽
造
さ
れ
た
A
の

会
社
印
が
押
捺
さ
れ
た
登
記
申
請
書
類
ま
で
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と 、

自
称
B
を
含
む

複
数
名
が
い
わ
ゆ
る
地
面
師
グ
ル
ー

プ
を
構
成

し 、

組
織
的
に
敢
行
し
た
地
面
師
詐
欺
事
案
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
こ
ろ 、

同
地
面
師
グ

ル
ー

プ
と
し
て
は 、

事
情
を
知
ら
な
い
司
法
書
士

を
同
取
引
に
関
与
さ
せ
た
場
合 、

前

記①
②
⑤）
の

各
点
の
不
審
さ
に
気
付
か
れ
て
詐
欺
が
失
敗
に
終

わ
る
お
そ
れ
が
増
大
す
る
反
面 、

事
情
を
知
る
司

法
書
士
を
関
与
さ
せ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
お
そ
れ
が

な
く
な
る
だ
け
で
な
く 、

同
取
引
の
相
手
方
で
あ

る
原
告
の
信
頼
も
高
ま
っ
て
詐
欺
が一
層
成
功
し

や
す
く
な
る
か
ら 、

関
与
す
る
司
法
書
士
に
は
事

情
を
知
っ
て
お
い
て
も
ら
う
必
要
性
が
高
い 。
同

取
引
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
司
法
書
士
（
な
い
し

は
司
法
書
士
役）
の
役
割
の
重
要
性
を
も
考
慮
す

る
と 、
N
は 、

自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
と
い
う
べ

き
で
あ
っ
て 、
N
が
前

記①
②
⑤）
の
各
点
に
つ
い

て
疑
念
を
抱
く
こ
と
な
く

本
件
登
記
手
続
を
進
め

た
こ
と
が
そ
の
故
意
（
自
称
B
が
成
り
す
ま
し
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と）
を
推
認
さ
せ
る

程
度
は 、

相
当
に
強
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

小
倉
広
太
郎）

裁
判
官
長
谷
川
秀
治
は 、

転
補
の
た
め
署
名
押

印
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 。

（
裁
判
長
裁
判
官

z

の
東
向
島
事
件
及
び
赤
坂
事
件
へ
の
関

る
②
 

与
ア

F
は 、

本
件
の
証
人
尋
問
に
お
い
て 、

大

要 、

平
成
23
年
9
月
か
10
月
頃 、

共
通
の
知
人
の

紹
介
で
z

と
知
り

合
い 、
N
か
ら
地
面
師
に
誘
わ

れ
た 、

N
は
地
面
師
グ
ル
ー

プ
の
一
員
で
あ
っ

て 、

司
法
書
士
と
し
て
虚
偽
の
本
人
確
認
等
に
関

わ
っ
て
お
り 、

東
向
島
事
件
も
赤
坂
事
件
も
z

が

詐
欺
の
ス
キ
ー

ム
を
組
み 、

司
法
書
士
役
と
し
て

関
与
し 、

報
酬
も
得
て
い
た
旨
証
言
し
て
い
る
の

で 、

同
証
言
の
信
用
性
に
つ
い
て
検
討
す
る 。

F
は 、

東
向
島
事
件
及
び
赤
坂
事
件
に
つ
い
て

既
に
実
刑
の
有
罪
判
決
が
確
定
し
て
い
る
上 、

東

向
島
事
件
及
び
赤
坂
事
件
に
お
け
る
自
身
の
役
割

や
そ
れ
に
よ
っ
て
高
額
の
利
得
を
得
て
い
た
こ
と

や
ほ
か
の
詐
欺
事
件
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
な

ど
も
率
直
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と 、

偽

証
罪
の
制
裁
の
下 、

あ
え
て
z

を
引
き
込
む
に
つ

き
虚
偽
を
述
べ
る
合
理
的
な
理
由
は
見
い
だ
し
難

い 。
ま
た 、
F
の
証
言
は
具
体
的
で
あ
っ
て 、

東

向
島
事
件
及
び
赤
坂
事
件
の
い
ず
れ
に
つ
い
て

も 、

各
事
件
の
経
緯
に
照
ら
し
て
矛
盾
す
る
点
は

な
く 、

一
方
で 、

前
記
田
ィ
で
説
示
し
た
と
お

り 、

所
有
者
を
偽
っ
て
土
地
の
売
却
代
金
名
下
に

多
額
の
金
員
を
詐
取
す
る
地
面
師
詐
欺
と
い
う
犯

罪
の
性
質
上 、

司
法
書
士
（
な
い
し
は
司
法
書
士

役）
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
照
ら

す
と 、
N
が
東
向
島
事
件
及
び
赤
坂
事
件
に
つ
い

て
事
情
を
了
解
せ
ず
に
関
与
し
て
い
た
と
は
考
え

難
い
と
こ
ろ
で
あ
る 。
加
え
て 、
認
定
事
実
田
ィ

の
と
お
り 、
N
が
こ
れ
ま
で
非
違
行
為
を
繰
り
返
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不動産所有者に成りすました者に、買主が
売買代金を騙し取られた事案において、所有
権移転登記手続に際し、売主側から依頼を受
けた弁護士が、買主に対し、売主に係る誤っ
た本人確認情報を提供したことについて、過
失相殺を４割とした不法行為責任が認められ
た事例（東京地裁 平成28年11月29日判決 金
融法務事情2067号81頁）

1 　事案の概要

Ｙ（被告・弁護士）は、以前法律事件の委
任を受けたＢ（個人：金融・不動産取引ブロ
ーカー）から、本件不動産（収益物件・共同
住宅）の売買において、売主が立会人となる
弁護士を探しており、引き受けてもらいたい
との依頼を受けた。Ｙはこれを一旦は断った
が、どうしても弁護士の関与が必要として再
度の依頼を受けたことからこれを承諾し、平
成26年２月13日、Ｂ及びＡ（個人）に成りす
ました自称Ａと面会した。自称Ａは、弁護士
の関与を必要としていることについて、不動
産売買が初めてで不安なためと答えた。
同月17日、Ｂより、Ａが本件不動産の登記

識別情報通知を紛失のため、本人確認情報を
作成してほしいと依頼されたＹは、翌日自称
Ａと面談を行い、本人確認資料としてＡ名義
の住民基本台帳カードの提示を受け、氏名、
住所、生年月日を訪ね、自称Ａの回答と同カ
ードの記載内容の一致を確認した。
買主Ｘ（原告・個人）は、「売主は、本件

不動産を相続により取得したが、親族間で揉

め事があり、税金支払いのため売却を急いで
いる、売買代金は現金一括決済が条件、取引
には弁護士が関与する」などを聞き、本件不
動産の購入を申し入れた。
同月26日、Ｘは、Ｙの事務所において、自

称Ａ、Ｙ、Ｂ、媒介業者Ｃ社ら、計約10人の
立ち合いのもと、本件不動産につき売買契約
（売買代金２億５千万円・うち１千万円は、
賃借人の退去完了まで支払を留保）を締結、
自称Ａに現金で２億４千万円を引渡すととも
に、Ｙ作成の本人確認情報、自称Ａ提出の遺
産分割協議書等により、本件不動産の所有権
移転登記を経た。
しかしその翌月、本件不動産の真の所有者

Ａより所有権移転登記の抹消を求められ、結
局Ｘは所有権を取得できなかった。
Ｘは、本件所有不動産の所有権移転登記に

関し、Ａの本人確認情報を提供した弁護士Ｙ
には、住民基本台帳カードや遺産分割協議書
等の偽造に気付かず、誤った本人確認情報を
提供した過失があるとして、不法行為に基づ
き、売買代金相当額、登記移転費用等、計３
億2239万円余の損害賠償を請求した。

2 　判決の要旨

裁判所は、次のとおり、Ｘの請求を一部認
容した。
⑴ 成りすまし被害の予見可能性
自称Ａより本人確認の追加資料として提出

された遺産分割協議書は、相続開始日と被相
続人の死亡日が異なっているなど、本人確認

最近の判例から ⑷－本人確認・地面師－

不動産売買において、偽造された資料等を基に売主に係る誤った本人
確認情報を提供した売主側弁護士に不法行為責任が認められた事例

（東京地判 平28・11・29 金融法務事情2067-81）　笹谷 直生
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に当たり疑義を抱かせる体裁のものであった
こと、売主が現金で２億４千万円を受け取る
とした本件売買契約の決済は、それ自体異例
な決済方法であるし、決済当時78歳の自称Ａ
に多額の現金を交付することは著しく安全を
欠く行為といえ、現金決済はその後の金銭の
流れを調査することが著しく困難になること
などを考慮すると、Ｙには、自称Ａの本人確
認において、成りすましであることを疑うべ
き事情があったといえる。
⑵ 結果回避義務について
Ｙは、自称Ａに住基カード（※）の提示を
求め本人確認を行っており、提示された住基
カードも、登記申請において写しを提出して
法務局より特段の指摘を受けていないことか
ら、Ｙは申請者代理人として通常要求される
程度のものを満たしているといえる。しかし、
前記の本件事情のもとでは、提示を受けた住
基カードが一見して真正なものと判断される
ものであったとしても偽造の可能性を疑うべ
きであり、Ｙは自ら自称Ａの自宅に赴くか自
称Ａの自宅に確認文書を送付して回答を求め
るなどして、本人確認を行う義務があったと
いえる。ただし、Ｘは、本件住基カードの
QRコードの生年月日が住基カード表記の記
載と異なっていたことから、ＹにはQRコー
ドを読み取り確認する義務があったと主張す
るが、QRコードの読取りを行わなかった点
については、注意義務違反にあたるとまでは
評価できない。
また、本件売買契約の締結までに、他の手
段による本人確認を行う時間的余裕がなかっ
たのであれば、本人確認完了までは本人確認
情報の提供に応じられないことを申し入れ、
本人確認情報の提供を拒絶すべき義務があっ
たというべきであり、このような措置を講じ
ることなく登記申請書の作成に関与したＹは、
結果回避義務に違反したというべきである。

⑶ 結論
Ｙの不法行為と相当因果関係のあるＸの損

害は、売買代金相当額、登記移転費用の計２
億4309万円余と認められるところ、本件の取
引事情や、契約当事者は自らの責任において、
契約者が真実の相手方かの確認はすべきであ
るなどの事情を考慮すると、４割の過失相殺
をすることが相当である。

3 　まとめ

本件のような、成りすましによる事件に巻
き込まれないために、本人確認に係る調査方
法として、「犯罪による収益の移転防止に関
する法律」が要請する方法は当然のこと、そ
の他売主所在地（自宅）への訪問確認、同所
へ文書の送付による確認、できれば同伴者を
伴わない売主単独への確認、調査確認者複数
名・複数回による確認等疑わしい度合いに応
じ慎重におこなうべきであることを再度認識
していただきたい。
より慎重に確認すべき事案としては、①決
済を急いでいる場合②家族に内緒であるから
などと売主所在地（自宅）への訪問を拒否す
る場合③売買価格が相場より相当安価に設定
され、一刻も早く取引成立を迫っている場合
④売買代金を現金で支払うよう求めてくる場
合等が考えられる。
本件判決を踏まえれば、本件売買契約の締
結までに、本人確認を完了させる時間的余裕
がないのであれば、仲介業者においても、依
頼者に対し本人確認が完了するまで契約を見
送るようアドバイスをする（これがかなわな
ければ、最終的には媒介を断る）責務がある
ことにも十分留意をしておきたい。
（※）現行の不動産登記規則では、個人番号
カード（効力を失うまでの住基カード）とさ
れている。

（調査研究部調査役）
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所有者に成りすました者に不動産の売買代
金を騙し取られた買主が、売主の誤った本人
確認情報を提供した弁護士に対して損害賠償
を請求した事案の控訴審において、その弁護
士に所有者の成りすましを疑うに足る事情は
なかったとして、買主の請求を一部認容した
原審判決を変更し、その請求を全て棄却した
事例（東京高裁 平成29年６月28日判決 ウエ
ストロー・ジャパン）

１　事案の概要

本件事案は概略すると、買主Ｘ（原告・個
人）が、売主との間で売買契約を締結し、代
金の一部２億４千万円を支払い、所有権移転
登記経たところ、後日、その売主は所有者に
成りすました者（以下「自称Ａ」）であった
ことが発覚、本件不動産の所有権を得られな
かったことから、Ｘが売主の誤った本人確認
情報を提供した弁護士（被告）に不法行為に
基づく損害賠償を請求したものである。詳細
については、RETIO 108号134頁を参照して
いただきたい。
原審は、「自称Ａより提示された遺産分割

協議書に相続開始日等に誤記があるうえ、高
齢者が多額の現金を受領する異例で安全性を
欠くものであったこと等から、成りすましを
疑うべき事情があった」としてＹの注意義務
違反を認め、これと相当因果関係のあるＸの
損害についてＸの過失相殺（４割）後の１億
6044万円余の支払いをＹに命じたが、Ｘ・Ｙ
両者ともこれを不服として控訴した。

２　判決の要旨

裁判所は、次のとおり判示し、原審の判断
を変更し、Ｘの請求を棄却した。
⑴　Ｘは、弁護士であるＹが売主の代理人で
あると認識し、本件売買契約が売主本人の意
思に基づく契約と信頼していたため、Ｙは高
度の注意義務を負うと主張する。
しかし、Ｙは、自称Ａから売買契約への立
会いを求められ、これを承諾したものであり、
依頼内容は必ずしも明らかではない。また、
不動産登記法において、資格者代理人の資格
の差異によって義務の内容が異なるとする定
めはないことから、本人確認に際して、一般
に弁護士が司法書士よりも高度の注意義務を
負うとは認められない。
⑵　Ｘは、自称Ａが成りすましによるもので
あることを疑うに足りる事情があったから、
本人確認資料として提供された住基カードの
QRコードを読み取る作業を行うか、Ａの自
宅に赴いてＡ本人やその近親者と面談をする
等により本人確認を追加して行う注意義務を
負っていたと主張する。
しかし、Ｙは自称Ａと面談し、その際本人
確認資料として提示された住基カード（後日
偽造と判明）を手にとって見た限り違和感は
なく、写真が付け替えられたりした様子や改
ざんされた形跡もなく、他にも不自然な点は
ないと認識した上、Ｙが自称Ａに生年月日等
を尋ねた際にも、正確に回答がなされ、特段
不自然な点はなかったことから本人確認情報

最近の判例から ⑵－地面師事件－

誤った本人確認情報を提供した弁護士に売主の成りすましを疑うに足
る事情はなかったとして、原審判決を変更し賠償請求を棄却した事例

（東京高判 平29・6・28 ウエストロー・ジャパン）　葉山 隆
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を提供したものである。そうすると、Ｙにお
いて知り得た事情に照らし、自称Ａが申請の
権限を有する登記名義人であることを疑うに
足りる事情があるときは格別、そうでない場
合にまで、不動産登記規則に定める方法以外
の本人確認をすべき義務を負うことはないと
いうべきである。
⑶　また、以下の点を踏まえれば、自称Ａが
登記名義人であることを疑うに足りる事情が
あったとは言えず、Ｙにおいて、自称Ａの自
宅を訪問して、Ａ本人ないし近親者に面談す
るあるいは、QRコードを読み取る等、住基
カードの提示を求める方法以外の方法によっ
て本人確認すべき注意義務があったとは認め
られない。
①Ｙが、自称Ａに対し、弁護士関与の必要性
を尋ねたところ、本件不動産が夫の遺産で
あり、不動産の売買が初めてで不安である
こと等を述べたものであり、その内容に特
段不自然な点があるとはいい難いこと。

②自称Ａは、所有権移転登記を受けた２か月
余り後に登記識別情報を紛失したと説明し
たが、かかる事態は頻繁にはないとしても、
およそあり得ない事態とまでは言えないこ
と。

③遺産分割協議書の相続開始日等の日付が誤
っていたとしても、これに押印された印影
は添付された印鑑登録証明書と同一ないし
酷似しており、印鑑登録証明書自体にも不
自然な点はなかったこと。

④本件売買契約の代金額は多額であるにもか
かわらず、現金一括払いであったものの、
Ｙがこれを認識したのは、契約締結の際で
あったこと。

⑤自称Ａは、Ａの年齢より若い風貌であった
とのことだが、外見は個人差があるうえ、
売買契約に立会った者の中に、自称Ａの本
人性に疑念を述べた者はいなかったこと。

⑷　以上によれば、Ｙにおいて、本人確認情
報を作成する際に相応な調査・確認を行って
いると認められ、原判決中Ｙ敗訴部分を取り
消した上、Ｘの請求を棄却することとする。

３　まとめ

本控訴審では、Ｙが行った本人確認方法の
手順等を検討した結果、Ｙには売主成りすま
しを疑う特段の事情はなかったとして、原審
の判断が変更されたものである。その後、本
判決を不服としたＸは最高裁に上告したが、
棄却されている。
司法書士が本人確認等を行う場合の注意義
務の程度について示された判例として、「司
法書士は、登記義務者の代理人と称する者の
依頼を受け所有権移転の登記申請をするにあ
たり、依頼者の代理権の存在を疑うに足りる
事情がある場合には、登記義務者本人につい
て代理権授与の有無を確め、不正な登記がさ
れることがないように注意を払う義務があ
る。」（最三判 昭50・11・28 集民116-557）があ
る。また、「登記確認情報の作成にあたり売
主の成りすましを疑う事情はなかったとし
て、司法書士の注意義務違反を否定した事例」
として、東京地判 平27・11・10（判例時報
2308-90）などが見られる。
昨今、精巧に偽造された本人確認書類等に
よる地面師事件が見られるが、本人確認情報
を提供する司法書士等は、成りすましを疑う
特段の事情がなければ、より詳細な本人確認
作業を行う義務までは負わないとされること
から、取引に司法書士・弁護士等が関与する
場合であっても、本人確認について当事者及
び媒介業者が自身の責任で十分に注意を払っ
たうえで、取引を進める必要があると言えよ
う。
 （調査研究部調査役）
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＜ニュース読者発＞運転免許の代わりに「経歴証明」使える︖ 本⼈確認、⼝座開設時などＯＫ 

2018 年 10 ⽉ 27 ⽇ ⼣刊 

 免許証を返納した⼈に交付される運転経歴証明書。「スマートフ

ォンを購⼊する際、本⼈確認書類として使えなかった」。そんな読

者投稿が９⽉１９⽇付の本紙発⾔欄に載り、それを⾒た読者から

「店員の対応が間違っているのではないか」との意⾒が複数寄せら

れた。運転経歴証明書は、運転免許証代わりに使えないの︖ （⼩

形佳奈） 

 「運転経歴証明書だけでは本⼈確認ができません」。東京都⼤⽥

区の団体役員冨⽥光⼀さん（７７）は九⽉、スマートフォン購⼊の

ため訪れた都内の家電量販店で店員からこう⾔われ、がくぜんとし

た。 

 昨年⼆⽉、運転免許証を返納し、運転経歴証明書を取得した。それまで、交通機関が無料になる都のシルバーパスの交付

や、ゴルフ場での本⼈確認の際には問題なく使えたという。仕⽅なく、パスポートを取りに⾃宅へ。「都公安委員会が発⾏

し、写真⼊りでデザインもほぼ同じ。免許証代わりだと思いますよ」 

 冨⽥さんがスマホを購⼊した「インターネットイニシアティブ（ＩＩＪ）」広報部は取材に「運転経歴証明書には有効期限

がなく、住所変更があっても適切に更新されているか確認できない。このため、住⺠票などの補助書類を併せて提⽰していた

だいている」と説明。同様の対応をする携帯電話事業者は他にもあることが分かった。 

 警察庁によると、運転経歴証明書は⼆〇⼀⼆年から、銀⾏⼝座開設などで本⼈確認書類として使えるようになった。しか

し、携帯電話不正利⽤防⽌法施⾏規則では、本⼈確認書類は「住所や⽣年⽉⽇の記載、写真がある」「官公庁から発⾏された

書類その他」などと規定されているものの、運転経歴証明書とは明記されていない。所管する総務省の担当者は「事業者で運

⽤が異なるため、本⼈確認にどの書類が必要か事前に確認を」と話す。 

 本紙に投稿した冨⽥さんの体験談を読み、「店員の誤りでは」との指摘を寄せた荒川区の佐藤祐⼀郎さん（４３）は「本⼈

確認に使えないこともあるなんて…」。佐藤さんは、脳梗塞を患った⽗（７４）が免許証を返納したのをきっかけに、経営す

る眼鏡店で証明書提⽰者への割引サービスを始めた。「返納を促すのが難しい中で『得るものもある』とＰＲしたかった」と

振り返る。 

                   

地⾯師事件 偽造できぬ証明書ない 詐欺の「道具屋」豪語（2018.10.20） 

⼤⼿住宅メーカー「積⽔ハウス」が東京・⻄五反⽥の⼟地取引を巡って被害にあった地⾯師事件では、⼟地の所有者になりす

ますために偽造したパスポートや印鑑証明書が使われていた。それらの「道具」は、登記申請に関わる司法書⼠の⽬をあざむ

くほどの精巧さだった。「作れないものはない」。今回の事件には関与していないが、印鑑作製などの依頼を請け負っている

という男が、⼿⼝の⼀端を明かした。 

＜情報元＞毎⽇新聞︓https://gendai.ismedia.jp/ 

運転経歴証明書の⾒本＝警察庁のホームページより 

【追加資料】

25 / 32



＜確認＞ 

 

どこがおかしいかわかりましたか︖ 
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作成︓2022年1⽉14⽇

Ｑ１.運転免許証の確認⽅法について再度説明してほしい

※引⽤︓公益社団法⼈ 全⽇本トラック協会  http://www.jta.or.jp/

１）最初の2桁は各都道府県の公安委員会のコードで、初めて免許証の交付を受けた公安委員会の
コードが記載されます。この例の場合は「30」、よって下記より”東京”で取得とわかります。

２）現住所の県と〇〇公安委員会の○○と同じになっているか︖の確認をしましょう。

２）3桁⽬と4桁⽬は、初めて免許を取得
した年の⻄暦の下2桁です。この例の場合は

「97」、よって”1997年に取得とわかります。
※今年は2022年のため「2022-1997＝25」

よって25年前に取得したとわかります。
⽣年⽉⽇と照らし合わせると、何歳の時
に取得したという判断もできます。

※但し、失効を受けた場合は再取得となる
ため、再取得の公安・取得の⻄暦となります。

沖縄
90 91 92 93 94 95九州・沖縄 福岡 佐賀 ⻑崎 熊本 ⼤分 宮崎 ⿅児島

96 97

四国 徳島 ⾹川 愛媛 ⾼知
80 81 82 83

中国 ⿃取 島根 岡⼭ 広島 ⼭⼝
70 71 72 73 74

61 62 63 64 65
奈良 和歌⼭関⻄ 滋賀 京都 ⼤阪 兵庫

50 51 52 53 54 55北陸・中部 富⼭ ⽯川 福井 岐⾩ 愛知

60

三重
46 47 48 49

⼭梨 ⻑野 静岡
30 40 41 42 43 44 45関東甲信越 東京 茨城 栃⽊ 群⾺ 埼⽟ 千葉 神奈川 新潟

福島東北 ⻘森 岩⼿ 宮城 秋⽥ ⼭形
20 21 22 23 24 25

10 11 12 13 14

証明書偽造を⾒破る術・本⼈確認資料の原本確認の対応 研修会アンケートＱ＆Ａ

＜検索キーワード＞

全ト協 運転免許証

北海道 北海道 函館 旭川 釧路 北⾒

３０９７０２６７３０１１

IC
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３）最後の1桁、下1桁の数字は、再発⾏の回数です。
この例の場合、「1」ですので再発⾏を1回受けたことがあるということになります。

４）顔写真左に記載の「運転免許証」の縦⽂字の左側にＩＣチップが埋め込まれている。
懐中電灯、スマートフォンのライト機能を使⽤してＩＣチップの影が⾒える事を確認する。

５）現在の運転免許証には「本籍」の記載はされていない。

Ｑ２.住⺠基本台帳カード（顔写真有）のＱＲコードについて教えてください。

Ａ２．スマートフォン若しくはＱＲコードリーダーでＱＲコードを読み取った結果
イ）有効期限（⻄暦8桁）＋⽣年⽉⽇（6桁）
ロ）⽣年⽉⽇（6桁）
上記の２パターンのどちらかで表⽰されます。（⾃治体によって違いがあるようです）
※例︓２０２０年２⽉２０⽇まで有効  昭和５４年５⽉４⽇⽣ の場合

イ）２０２００２２０５４０５０４ と表⽰されます。
ロ）５４０５０４ と表⽰されます。

※平成２１年４⽉２０⽇発⾏分（有効期限が２０１９年４⽉１９⽇以降）からQRコードが
印刷されています。

ハ）住基カードの有効期限は交付された⽇から１０年間です。
住基カードの交付は２０１５年１２⽉２８⽇までです。よって、有効期間が２０２６年以降
のものは存在しません。

Ｑ３.外国で発⾏された運転免許証における本⼈確認情報及び本⼈確認証明書の証明書の取扱い
  について教えてください。
Ａ３．外国で発⾏された運転免許証について

①本⼈確認情報（不登規則第72条第2項1号）の提⽰資料として使⽤不可
②本⼈確認証明書（商登規則第61条第7項）の証明書として、「⽒名及び住所」の記載が

あれば使⽤可能
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Ｑ４.外国政府が発⾏した旅券（パスポート）における本⼈確認情報及び本⼈確認証明書の証明書
  の取扱いについて教えてください。
Ａ４．外国が発⾏した旅券は

①本⼈確認情報（不登規則第72条第2項1号）の提⽰資料として、⽇本国政府が承認した
外国政府（※）発⾏旅券であれば使⽤可能
※各国の元⾸名等⼀覧表

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/po/page22_001297.html
②本⼈確認証明書（商登規則第61条第7項）の証明書としては、旅券には⼀般的に「住所」

の記載がされていないため使⽤不可。
同様に⽇本国政府が発⾏した旅券も「住所」の記載がないため使⽤不可

Ｑ５.旅券（パスポート）の内側のページをブラックライトで照射すると何が⾒えますか︖
Ａ５．⽇本国と記載のある表紙の次ページより、2mm×25mmほどの線が４本・３本・２本・
   １本（交付時期により順不同）に透かし上がります。
   また、顔写真のページでは、本⼈の顔写真と同じものが透かし上がります。

Ｑ６.「在留カード（有効期間内）」を所持する外国⼈が居住する市町村で「印鑑登録」を⾏い、
  「印鑑証明書」を持参してきた。この場合、市町村は「在留カード」を調査しているのでし
  ょうか︖
Ａ６．顔写真付きの在留カード若しくは特別永住者証明書に関しては１号書類となるため、⼀般
   的な確認⽅法は⾏っているようです。在留カード等番号失効情報照会などを利⽤している。
   また、⾏政によっては券⾯よりICチップを読み取り確認する装置を使⽤しているところも
   あるようです。

Ｑ７.外国⼈も個⼈番号カード（マイナンバーカード）の取得はできますか︖
Ａ７．永住者、中⻑期滞在の外国⼈については、個⼈番号カードの交付が受けられます。
   記載事項については⽇本⼈と同様です。

Ｑ８.本⼈確認書類を確認するための新しいアプリケーションがありましたら紹介してください。
Ａ８．＜セミナー時＞

※マイナンバーカードに対応したNFCスマートフォン⼀覧
https://www.jpki.go.jp/prepare/pdf/nfclist.pdf

＜新しいアプリケーション＞

https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.osstech.jeidreader

アプリケーション 対象OS 価格 カードリーダ QR

LibJeID・IDリーダー(マイナンバーカード、運転免許証)
Android・iOS Free or 有償 内臓（※）

http://www.vector.co.jp/magazine/softnews/140605/n1406051.html

券⾯事項表⽰ソフトウェア
Windows Free 必要

https://www.kojinbango-card.go.jp/link/index.html

アプリケーション 対象OS 価格 カードリーダ QR

運転免許証免許番号情報解析システム
Windows Free 必要
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その他、改正犯罪収益移転防⽌法改正に向けて利⽤が期待されるもの

【参考】未来投資会議 FinTech／キャッシュレス化 令和2年2⽉27⽇ 配布資料
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/sankankyougikai2019/index.html

Ｑ９.各種ＩＣチップ搭載証明書のパスワードロックがかかった際の解除依頼先はどこになりますか︖
Ａ９．運転免許証（３回連続失敗でロック）
   → 運転免許試験場・運転免許更新センター・各警察署
   住⺠基本台帳（住基）カード・マイナンバーカード（再設定になります）
   → 発⾏を受けた市区町村窓⼝

Ｑ１０.研修会資料以外で、偽造・なりすまし等の事例があれば教えてください。
Ａ１０．「地⾯師詐欺事案から考える我が国の不動産取引と⽶国のエスクロー制度」
   （出典元︓REITO）http://www.retio.or.jp/attach/archive/110-041.pdf

Ｑ１１.電⼦公証における本⼈確認について情報があれば教えてください。
Ａ１１．公証⼈ 保倉裕 さんのホームページを参考にしてみてください。
   URL:https://www.hokura-office.com/

Ｑ１２.マイナンバーカードに健康保険証等の機能が⼀体化されるようですが、他の本⼈確認書類
   においては予定されているものはありますか︖
Ａ１２．2021年（令和3年）3⽉から健康保険証が⼀体化。在留カードは2021年度中に検討
    運転経歴証明書は2022年度中までに検討。運転免許証は2024年度頃より⼀体化する
    ⽅向で予定されています。

＜１号書類確認⽀援サイト＞
http://bell-com.biz/no1document/

作成
株式会社ベルコンピューターシステム

⾼尾 周太郎

本⼈確認・発送追跡サービス（株式会社ネクスウェイ）
︖ ︖ ︖

https://www.nexway.co.jp/service/onbin_service01/index.html

本⼈認証・本⼈確認アプリ（DNP）
︖ ︖ ︖

https://www.dnp.co.jp/biz/solution/products/detail/1190583_1567.html

本⼈確認コアアプリ（凸版印刷）
︖ ︖ ︖

https://www.toppan.co.jp/news/2018/10/newsrelease181004_2.html

TRUSTDOCK
スマホ - -

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000020.000033766.html

アプリケーション 対象OS 価格 カードリーダ QR

【追加資料】

30 / 32



【追加資料】

31 / 32



＜キーワード⼀覧＞

１）スマートフォンの４種類のOS（Operating System（オペレーションシステム））とは
①Android OS（アンドロイド・オーエス）

アンドロイドOSは、Google社が開発、提供しているOSです。Googleが開発しているため、Googleが
提供しているサービスやアプリが最初からプリインストールされています。

②iOS（アイ・オーエス）
iOSは、Apple社（アップル）が開発、提供しているOSです。⽇本で最も売れているスマートフォン、
iPhone、iPadなどに使われているOSです。

③Windows Phone（ウィンドウズ・フォン）
Windows Phoneは、マイクロソフト社が開発、提供しているスマートフォン向けのOSです。
マイクロソフトが提供しているOffice系のソフトウェアがプリインストールされていて、Windows
のパソコンと簡単に同期が出来ます。

④BlackBerry OS（ブラックベリー・オーエス）
BlackBerry OSはブラックベリー・リミテッド（旧リサーチ・イン・モーション社）が開発、提供して
いるスマートフォン向けOSです。

２）ホログラムとは
ホログラフィーを応⽤し，特殊なフィルムやプラスチック板の上にレーザービーム（ブラックライトなど）
を使って⽴体画像をプリントしたもの。光線をあてると，⽴体画像が再現される。
※在留カード・特別永住者証明書・パスポート・紙幣など

３）ワンストップサービスとは
ワンストップサービスとは１カ所で必要な⾏政⼿続きをすべて済ませることを⾔う。
⾏政情報化推進基本計画に基づいた「電⼦政府」構想の⼀環である。

４）ＱＲコード
バーコードは横⽅向にしか情報を持たないのに対し、QRコードは縦横に情報を持つ。
格納できる情報量が多く、数字だけでなく英字や漢字など多⾔語のデータも格納できる。

５）３Ｄプリンター
通常のプリンターのように紙に平⾯的に印刷する形式や、鋳型を作って造形材を充填・固形化する形式
と異なる。⽇本語では⽴体印刷機とも⾔う。 

６）ＩＣカードリーダ・ライタ
 ICカードリーダライタとは、ICカード（ＩＣチップ）に記録された電⼦情報を読むための機器です。
 様々な機関に電⼦申請・届出等を⾏う際に、マイナンバーカードなどに記録された電⼦証明書を利⽤
して⼿続きを⾏います。

7)「暗号化」と「復号」とは
「暗号化」とは、「意味の分かる情報（そして、知られたくない情報）」を、「何らかの⼿段」によって、
「意味の分からない情報」に変換することを⾔います。また、「意味の分からない情報」を「意味の分
かる情報」に戻すことを「復号」と⾔います。

８）マイナポータルとは
マイナポータルとは、主にマイナンバーに関連した個⼈情報を⾃ら確認できるポータルサイト。
利⽤者は、ネット上で⾃⾝の社会保険料などの納付状況を把握したり、⾏政機関が⾃分のマイナンバー
に関わる情報をどのように取り扱ったか等を確認できる。
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